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前がたり







　世の中ってのは、そうじてままならない。

　愛だとか恋こいだとか、若い時分はキラキラした目で語れるんだろうが、どっこい、おっさんになるとそういうのだけでは生きてけない。

　残念だが、永遠に続くモンなんてない、ってわかるのよ。

　うん、むしろ、永遠でないからこそ、尊いのかもしれない。

　なんでもかんでもそうだが、終わりがあるからこそ、始まりを喜べる。

　死があるから、生を尊べる。

　滅ほろびがあるから、創生を喜べる。

　そういうもんなんだよ、世の中って……

　なのに、なぁ、ついうっかり、「永遠」なんてものを手に入れちまったら……どうなると思う？

　ああ、悲劇だよ。

　喜劇のような悲劇、しかも笑えない喜劇のような、悲劇だ。

　だから思う時があるんだ。

　終わりってのは「救い」なのかもしれない。

　死も、滅びも、みんな、「もういいよ」っていう、救済なのかもしれない。

　それこそ、いるとしたら本当の神様ってやつがくれた慈じ悲ひなのかもしれない。







序章（表）「それは天より堕おちし者」







　エウロペア大陸ワイルティア領旧ペルフェ共和国上空――

「高度、上がりません！　第三エンジン停止……出力、三割を切りました！」

「なんとかしろ！　せめて、不時着できる場所を見つけるんだ！」

　そこを飛ぶ一機の輸送機の中で、激しい怒ど号ごうが飛とび交かう。

　操縦室から聞こえる機長と副操縦士の会話は、もはや悲鳴と変わらなくなっていた。

　彼かれらは未熟なパイロットではない。

　相応の技術と、多くの飛行時間を重ねた、熟練の飛空士たちである。

　航空機のパイロットは、よほどのことがなければ大声を張り上げるようなことはしない。

　なぜなら、車両や船せん舶ぱくに比べ、搭とう乗じよう中の事故が、即そく死しに直結する可能性が高いため、少しでも取り乱せば、他の乗員を混乱させるおそれがあるからだ。

　彼らもそれはわかっている。

　わかっているはずの彼らがここまで取り乱しているという段階で、どれだけ緊きん迫ぱくした事態かわかろうというものであった。

「いけないねぇ」

　シートに腰こし掛かけながら、男はふぅと嘆たん息そくする。

　事態がわかっていないのではない。

　全すべて理解した上で、彼はつぶやいた。

「君たち、もういいから降りなさい」

「は？」

　男に声をかけられた搭とう乗じよう員いんたちは、言っている言葉が理解できず、呆ほうけたような声で返した。

「座すわっていてください！　ここは、我々がなんとか……」

「いや、いいから、そういうの」

　叫さけぶ機長に、男はただただ冷静だった。

　冷静というよりも、平へい坦たんというか、感情の波が感じられない喋しやべり方かたであった。

「パラシュートあるから、それで降りなさい。この高さなら……まぁ、骨の二、三本は覚かく悟ごしなきゃならないだろうけど、死にはしないだろ」

「あの、えっと……」

　機体の高度は、すでに眼下の木々もはっきり見えるほどに下がっている。

「そうではなくて……！」

「はいはい、降りた降りた」

　ガタガタと激しく鳴動する機内で、なおも穏おだやかな口調の男は、パラシュートを押おし付つけると、無む理り矢や理り操縦士たちを持ち上げる。

「お、お待ち下さい……！」

「この機体は、俺おれがなんとかしとくよ。誰だれにも迷めい惑わくにならないようなとこに着陸させるから」

　そう言うと、引き戸式のハッチを開け、なおも抵てい抗こうする操縦士たちを、まるで休日の昼間「いい天気なんだから表で遊んどいで」と送り出だす父親のように外に放ほうり出した。

「～～～～～～～～～～～～[image: ]」

　飛び出した操縦士たちが何事か喚わめいていたが、あっという間に姿が小さくなる。

　しばしして、パラシュートは開き、ゆっくりと地面に降りていくのを確かく認にんし、男は「これでよし」とつぶやいた。

「さて、あとはどうするか……ってか、ここはどこかね？」

　緊きん急きゆう用アラームのスイッチを一つ、二つと切り、操そう縦じゆう桿かんを抑おさえながら、シート脇わきにあった地図を引っ張り出す。

「ふむ……もうちょっとでベルンだったんだが……やっぱペルフェの辺りはまだ物ぶつ騒そうだねぇ。さてさて……おやここは……うんちょうどいいじゃないか」

　パチンと指を当てた場所には、「オーガンベルツ」と書かれていた。

　そして、それが一つの事件の幕開けであった。







序章（裏）「それは全てに愛されし者」







　オーガスト連れん邦ぽう――エウロペア大陸の五分の二と、エイジア大陸の三分の一を領土とする、超ちよう巨きよ大だい国家である。

　この国は出来て、まだ十年程度しか経たっていない。

　エウロペア大戦の初期は、王政国家として大陸の列強の一つであったが、突とつ如じよとして革命が勃ぼつ発ぱつ。

　王室とそれに類する者たちは皆みな殺ごろしにされ、「王のいない国」として旗を揚げた。

　故に、この国を支配する者は、王ではない。

　労働者たちの、合議によって運営される。

　しかし、億を超こえる民たみの意見を、全て汲くみ上あげることは難しい。

　なので、各地の代表者が選出され、その代表者たちがさらに地方の代表者を選出し、その代表者たちが、各部門の統治者を選出し……というふうに選び出す。

　その結果、この国は「王はいないが、王に匹ひつ敵てきする」者たちによって運営されている。

　その六人の合議を、「六人議会シエースチ」と呼び、その決定は、全てにおいて優先するとされている。

　そしてこの日も、この六人が集つどい、国家運営の最重要課題を論議していた。

「さて、どうするか」

　六人議会のテーブル、一の席に座る老人が口を開いた。

「どうするとは、なにがだ？」

　三の席に座る、武張った振ふる舞まいの中年男性が答える。

「アレのことでしょう。あの方はたいそうご立腹だ」

　六の席に座る、痩そう身しんの男が言う。

「アレとは、なんだ？　あの方を怒おこらせるようなことを、私たちはしたのか？」

　四の席に座る、長ちよう髪はつの男が尋たずねる。

「しましたよ。ワイルティア……いえ、ペルフェですか、あちらの……」

　二の席に座る老ろう婆ばが、シワの刻まれた目元から、視線を向ける。

「ヴィサリオのヤツか！　あのバカめ、ワイルティアの小こ僧ぞうと結けつ託たくし、何やらやっていると聞いたが！　ヤツはどこに居る！」

　三の席の男が、本来ならば五の席に着いているはずの男――ヴィサリオへの雑言をまくし立てる。

「ヤツは前々から気に食わんかったのだ！」

「まぁ落ち着き給たまえ、同志カリーニン？」

　一の席の老人が諌いさめるが、三の席の男――カリーニンは止まらない。

「これが落ち着けるか、同志ウリャノフ！　あの男は、いずれ貴方あなたから書記長の地位すら奪うばおうとしているのだぞ!!」

　オーガストは、建前としては、たとえ大臣であろうが、農民であろうが、等しく同格で、身分の差はないということになっている。

　しかし、この六人議会をまとめる長、一の席に座るウリャノフは、「全ての国民の意見を束ねる者」として、書記長という地位を持っている。

　彼こそが、オーガストの最高権力者なのだ。

　表向きは――

「ご安心なさい。カリーニン……ヴィサリオはもういないわ」

　そこに、声が一つ増える。

　若い女……むしろ、幼さを残した、少女の声。

「――――!?」

　しかし、その声が響ひびくと同時に、その場の空気が凍こおりつく。

　同時にボトリと、会議机の上に、何かが落ちる。

「ひぃ!?」

　六の席の痩身の男が、悲鳴を上げた。

　そこに転がっているのは、口ひげを生やした中年男性の首であった。

「ヴィ……ヴィサリオ……!?」

　軍人じみた堅かた苦くるしいカリーニンの顔が、恐きよう怖ふに引きつっている。

　今さっきまで悪あし様ざまに罵ののしっていた政敵が、今はただの肉の塊かたまりになっているのだ。

「な、なぜ……!?」

　書記長――一の席の男、ウリャノフも言葉を失う。

　一体どうすればこんな殺し方ができるのか。

　彼も、今までの人生で、首を斬きられた者を何度も見てきた。

　皆、恐怖に引きつり、死の傷いたみに震ふるえるような顔をしていたのに対して、ヴィサリオのそれは、まるでついさっきまで彼特有の、癇かんに障さわる怒ど鳴なり声ごえを発していたばかりのようであった。

「彼は、私にナイショで、馬ば鹿かなことをしていたの。だから、いらないからクビにしたの。ついでに首も取ってきたわ。ふふふ……」

　会議机の上に、声の主が、少女が降り立つ。

　黒と白を基調としたドレスに、紫むらさきの髪かみ、そして赤い瞳ひとみ……人間離ばなれした、怖おぞ気けが走るような美しい少女が、そこにいた。

　この会議室には、六人議会以外の者は、誰も入室できない。

　しかし、もしもこの光景を見たならば、まるで、六人の司祭が、天使を降臨させたように思ったことだろう。

　ただし、司祭の一人は首だけであり、そもそもオーガストは、宗教を禁じている。

　だが、そんなことさえ忘れさせる、禍まが々まがしいまでに神こう々ごうしい姿の、少女であった。

「ワイルティアの小僧……神聖帝てい国こくの皇こう帝てい気取りだった、あのボウヤ……ゲーニッツって言ったかしら。彼と組んで、お馬鹿なことを企たくらんでいたみたいね」

　机の上で、少女は、ダンスを踊おどるような軽かろやかな足取りで靴くつを鳴らしつつ、眼下の五人に語りかける。

「………………」

　誰も声を出せない。

　一の席のウリャノフも、三の席のカリーニンも、二の席の老婆も、六の席の痩身の男など、血の気を失い、いまにも卒そつ倒とうしそうである。

　彼かの女じよは、ただの少女ではない。

　彼女こそが、この国の真の最高意思決定者。

　いや、オーガストだけではない。

　その以前にあった王国も、彼女が最高位に存在していた。

　国王すら彼女に跪ひざまずき、妻や娘むすめの前で、彼女の靴の裏を舐なめることを甘かん受じゆしたほどである。

　しかし、王国は長き時の果てに衰すい退たいする。

　ついには、辺境の新興国家との戦にまで負けた。

　だから彼女は見限った。

　国家を若返らせるために、あらたな体制の新国家オーガストを創つくった。

　そのために、表向きの為い政せい者しやとして、六人議会――今は五人となったが――を代理として使ったのだ。

　こんなことはどの国の諜ちよう報ほう機関も掴つかんでいなければ、知ったとしても信じ難がたい話だろう。

「〝聖女〟様……」

「なぁに、トリクス」

　四の席の長髪の男――トリクスが、神に伺うかがいを立てるように、聖女と呼ばれる少女に質問する。

「ヴィサリオめはなにをしていたのでしょうか？　ワイルティアのゲーニッツは、先ごろクーデターに失敗し、命を落としたと聞きます。一体、なにを……？」

　トリクスだけではない、五人の目にあるのは、ひたすら「畏い怖ふ」である。

　三流の政治活動家だった自分たちを、大国の指導者にまでした、この超ちよう常じようの少女への、「畏おそれ」と、「怖おそれ」であった。

「ハラディン……そこでね、いたずらをしていたの。このコ、本当にたちが悪いわ」

　つま先で首だけとなったヴィサリオをころがしながら、聖女は言う。

　その姿は、どこか、猫ねこが鞠まりにじゃれているようであった。

「そっちの方の処理は、五の席の人に任せるわ」

「は……？　それは……」

　トリクスが、面食らった声を上げた。

　五の席に座っていたのは、今や首だけになったヴィサリオである。

「なっ………」

　だが、その疑問はすぐに晴らされる。

　座り手を失ったはずの五の席に、いつの間にか、どうやってか、知らぬ女が腰掛けていた。

「新しく五の席の人を連れてきたわ。みんな、彼女に協力してあげてちょうだい」

　ニッコリと微笑ほほえみ、聖女は五人に告げる。

　それで話は終わりである。

　彼女が「そうする」と決めた以上は、それがなんであろうが、「その通り」にする。

　オーガストという大国の中で、彼女の意志を阻はばむことは許されない。

「御ぎよ意いのままに……」

　そう言ったのは、ウリャノフなのか、カリーニンなのか、トリクスなのか……すでに命を失い、首だけになったヴィサリオでないのは確かである。

「お嬢さんジエーブシカ？　あ……キミはなんという名前なのかな？　呼ばれたい名前を、教えてくれないか？」

〝聖女〟が告げた以上、彼らには拒こばむことは出来ない。

　ならばせめて、あらたな六人議会の一人になった者の、呼び名くらいは知らねばならない。

「…………」

　トリクスの問いに、女は答えない。
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　聞こえているのか、聞こえていないのかさえわからない。

「答えて上げなさい。彼らはあなたのお友達なのだから」

〝聖女〟に促うながされ、女はようやく口を開く。

「マリー……マリー・ヴィル・メイル……」

　生気のない目で、人形のように無表情に、まるで機械人形のような声で、新たな五の席を任された女――マリーは答えた。

　これが、もう一つの事件の幕開けであった。







第一章「運命は汝なんじの〝扉とびら〟を開く」







　1420 24.04.921――

　オーガンベルツの片かた隅すみにある、小さなパン屋「トッカーブロート」。

　強面こわもてながら、最近は町の人たちにも受け入れられ、ひと目見ただけで泣き出されることはなくなった店主が焼くパンは、今日も多くの地元住民に愛されている。

「ありがとうございましたですわ～……」

　だが、それに反して、この店の看かん板ばん娘むすめ、スヴェンの表情には、暗い影かげがさしていた。

「どうしたのスヴェン……なんかここ最近、元気ないよ？」

　店の手伝いをしてくれている、店主の小さな友人、ジェコブが、いち早くそれに気づき、心配そうに声を掛かける。

「体の調子でも悪いの？　病気？　風邪かぜ？」

「あーいえー、そういうわけでは……」

　様々案じられるが、どう答えていいかわからぬスヴェンは、ただただ口ごもった。

　トッカーブロートが巻き込まれた、今まででも最大の危機とも言える、とある事件から一ヶか月げつが過ぎた。

　一ヶ月が過ぎてなお、スヴェンはその事件の結末が、あまりにも心に残ってしょうがなかった。

　マリー・ヴィル・メイル――トッカーブロートの店主を、激しく憎にくみ、悲しく愛した女。

　そして、あまりにも唐とう突とつな死。

　その事実を、スヴェンはルートに語るべきではないと判断し、己おのれの胸にしまっていた。

　しかし、あまりにも大きなその事実は、彼女の胸にはしまいきれず、重い鉛なまりのように気持ちを落とし続けていたのだ。

（言えません、わよねぇ……）

　はぁと、スヴェンはため息をこぼす。

　彼女にとって、最も大切なものは、己の主ただ一人。

　それ以外の者が、死のうが生きようが、どうでもいい――かつては、そう思っていた。

　だが、今の彼女は、敵として立ちはだかった者であるにもかかわらず、マリーの死が、ただただ辛く、心をひたすら重くしていた。

（もうすぐ、一年ですのね……）

　ちらりと、壁かべにかかったカレンダーを見る。

　スヴェンがオーガンベルツに来たのは、昨年の春の終わり。

　それから、夏が来て、秋が来て、冬が来て、年が明けて、春まっさかりである。

（いろんな事がありましたわねぇ……）

　様々な事があった。様々な人と触ふれ合あった。

　その結果、スヴェンは、一年前では考えられないほど、〝人間〟となっていた。

「あのさぁ……僕ぼくの方から言おうか、ルートに？」

「は？」

　そんなことを考えていたら、少年ジェコブが、なにやら言いにくそうな顔で声を上げる。

「アイツさぁ、その、鈍どん感かんっていうんじゃなくて……変に気を回すとこあるじゃない。だから、スヴェンにとっては、歯がゆく感じるときもあると思うんだよ」

「ジェコブさん？　なにをゆーてらっしゃるんですか？」

「だから、ルートがなんかしたんでしょ？」

　ジェコブの推測は、決して的外れではない。

　スヴェンにとって、一にルート、二にルート、三、四がなくて五にルートである。

　彼女のありとあらゆる悩なやみと心配事は、すべからく全てがルートに直結している。

　だからこそ、この少年は、スヴェンはきっと、ルートのことでなにか悩んでいるのだろうと考えたのだ。

「ジェコブさん……今、おいくつでございましたか？」

「十一だよ」

「ああ、この前誕生日でございましたものね……ええ」

　スヴェンは、やや呆あきれたような声を放つ。

「もう少しジェコブさんは、年相応の感性でものを考えていただきたいものでございます」

　ジェコブはおそらく、「二人が男女の関係として上手うまく行っていなくて悩んでいる」と思ったのだろう。

　確かに、彼の言うとおり、ルートは紳しん士し的てきすぎるところがある男である。

　スヴェンと一つ屋根の下に過ごしながら、二人が男女の関係として、そういった空気になったことは一度もない。

　それはそれでスヴェンとしてはがっつり悩んでいるのだが、十一歳さいの少年に指し摘てきされると、それはそれで、その、困る話だった。

「据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじって言葉をさぁ、ルートはもう少し噛かみしめるべきだと思うんだよ」

「ジェコブさん……あなたはあなたで、噛み締しめすぎですわ」

　このままこの子が大人になったらどうなるのだろうと、スヴェンは心配になった。

　そして同様の懸け念ねんは、彼の周りの大人達はことごとく抱いている。

（あ～でも、親おや譲ゆずりなんでしょうかねぇ……）

　ジェコブにはまだ知らされていないが、彼の父は、ワイルティア軍最強と呼ばれたエースパイロット〝紅ぐ蓮れんの鷹たか〟とあだ名されし、エーリッヒ・ブリッツドナーである。

　その力は凄すさまじく、特に痛い目に遭あわされたオーガストは、彼個人に賞金を懸かけたほどだ。

　だが、ある意味それ以上に彼が有名なのは、その女好きっぷりである。

　王室より賜たまわった勲くん章しようをその日にうちに売りさばき女に貢みついだため、王室侮ぶ辱じよく罪で逮たい捕ほされかけたという凄まじさである。

「カエルの子はカエル、ですわねぇ……」

「なんの話？」

「いえなんでも」

　その血統が正しく受うけ継つがれていることを思いながら、スヴェンは口を濁にごす。

「まぁそれはともかく……」

　これ以上話していて、何かを隠かくしていることを探さぐられても困るので、スヴェンは話を変えた。

「そういえば……昨夜、妙みような振しん動どうがありましたわね」

「振動、地じ震しんじゃなくて？」

　あえて「振動」といったことから、ジェコブが問い返す。

「なにか聞いていませんか？　鉱山で事故でもあったとか？」

　オーガンベルツは鉱山の街。

　鉱山には事故はつきもので、時に大きな落らく盤ばん事故を起こすこともある。

「いや、ないねぇ……あったら、朝から大おお騒さわぎになるよ」

「ですわよねぇ」

　昨夜遅おそくのことであった。

　街の人々はほぼ眠ねむりの中にあった頃ころ、「朝一番早い」パン屋の主でさえ眠っていた時間。

　スヴェンは、奇き妙みような微び振しん動どうを感知した。

　それは人間では感じられないほど、高度な地じ震しん計けいがようやく僅わずかに記録する程度の振動。

（やはり、地ち殻かくの揺ゆれではなく、なにかの墜落によるもの……だとしたら……）

　口元に指を当て、スヴェンは思案する。

　この一年、様々な事件に巻き込まれた。

　飛空船に乗ればハイジャックされ、出張販はん売ばいを行えば軍の特務に襲おそわれ、感謝祭に参加したと思えば、なぜか王都のクーデター騒そう動どうに巻き込まれた。

「またなにか変なことが起こらなければよろしいんですが……」

　スヴェンの主は、ただ静かに穏やかに、平和なパン屋として暮らすことを望んでいるだけなのに、どうにもこうにも、トラブルの方から扉をノックする。

「どうしたんだいスヴェン」

「あら主さま」

　そんなことを話していると、店の奥おくから、トッカーブロートの店主、ルート・ランガートが現れる。

　すでに時間は昼を過ぎ、繁はん忙ぼう期きは終わった。

　食べ物を扱あつかっている悲しさで、普ふ通つうの人と同じ時間には休息は取れない。

　もう少しで午後のティータイムというこの中ちゆう途と半はん端ぱな時間が、彼の休きゆう憩けい時間なのだ。

「お茶でもお淹いれいたしましょうか？　ジェコブさんも、一休みなさってくださいな」

　二人にお茶を淹れるべく、スヴェンがカウンターから移動しようとしたその時、まるでそのタイミングを見計らったように、店の扉の前に人ひと影かげが立った。

「あら……」

　カランカランとベルが鳴り、扉が開かれる。

　現れたのは、四十を少し過ぎた程度の、一人の中年男性。

「いらっしゃいませ」

　即そく座ざにスヴェンは営業スマイルに切きり替かえ、その男を迎むかえる。

　だが、同時に、わずかに警けい戒かいもした。

　男は、この街の住人ではなかった。

　オーガンベルツは小さな街である、大たい抵ていの人間は顔見知りで、よそ者が来ればすぐわかる。

　さらに言えば、スヴェンはこの一年の間で、この街の住人の顔と名前は、ほぼ全て把は握あくしている。

「…………………」

　入り口に立つ男は、無言でスヴェンを見つめる。

　彼女が警戒したのは、「よそ者」ということだけではなかった。

　男の体格、筋肉の付き方、足の運び方――ひと目でわかった。

（カタギじゃあ……ないですわね）

　なんらかの戦せん闘とう訓練を受け、実戦で戦闘経験も重ねた者。

　今まで彼女が見た、ルートや、その上官ソフィア、かつて自分たちの敵として相対した者たちと同等か、それ以上であることを察知した。

「なにかお探しですか？　よろしければ、お選びするのをお手伝いいたしますが？」

　それでもスヴェンは、にこやかな笑え顔がおで、あえて男に接する。

　ここにルートやジェコブがいなければ、先手必勝もできるのだが、さすがにそうも行かない以上――

（あえて相手の間合いに入り、無理矢理相手に先手を打たせるが上策！）

　相手がいかなる動きに出ようと、即座に対応できる体勢を維い持じしつつ、スヴェンは男に近づく。

「…………………」

　スヴェンとの距きよ離りが一メートルを切り、相手の間合いに入ったところで、男の腕うでが動く。

「―――！」

　とっさに構えるスヴェン。顔か、腕か、胴どう体たいか、はたまた脚あしかと備えるが、男の行動は、予想外のものだった。

「スヴェ～～～～ン!!」

　満面の笑顔で言うや、男は、スヴェンを抱きしめた。

　熱く激しい、熱ねつ烈れつな抱ほう擁ようであった。

「なっ――!?」

　ルート以外の男には、決して許さぬと誓ちかった己の体に触れた慮りよ外がい者を、殴なぐり飛ばしてやろうかと、拳こぶしを握にぎった時、さらに男は言葉を続ける。

「久しぶりだなぁ、パパだよ！」

「はぁ!?」

　出てきたあまりにも予想外な一言に、スヴェンは凍りついた。




　十年に渡わたるエウロペア戦争――その戦いで、「白銀の狼おおかみ」と怖れられた兵士がいた。

　白一色に塗ぬられた猟りよう兵へい機きを駆かるその男は、戦後、兵士としての生き方を捨て、田舎いなか町まちの小さなパン屋として生きる道を選ぶ。

　その男の名は、ルート・ランガート。

　そして、残された猟兵機に組み込まれていた支し援えん用ＡＩは、王立兵器開発局の稀き代たいの天才科学者によって、少女の姿をした人間型猟兵機として生まれ変わる。

　それこそが、スヴェン――ゆえに、彼女には父母はいない。

　なぜなら彼女は人間ではないのだから。

　だが――




（なぁ―――に言ってますのこのアホンダラは[image: ]）

　抱きついてきた男に、容よう赦しやない鉄てつ拳けんをぶちかまそうとする。

　だが、その前に男がつぶやいた。

「いいのかい、アーヴェイ？」

「――――!?」

　それは、ささやくように小さな声。

　故に、ルートやジェコブには聞こえなかった。

　いやむしろ、スヴェンにのみ告げるために、わざと抱きつき、耳元でささやいたのだ。

「あなた……何者ですの……？」

　アーヴェイ――それは、スヴェンが猟兵機であったころに付けられたパーソナルネームである。

　それを知る者は少なくはないが、今現在のスヴェンを〝アーヴェイ〟と呼ぶということは、彼女の正体を知る者ということである。

「今は話を合わせておいたほうがいいと思うよ」

　そう言って男は、本当の父親のように、優やさしく、慈いつくしむように、スヴェンの頭を撫なでる。

　だがそれは警告。

「話を合わせないと、お前にとっても不都合なことになるぞ」という、ナイフの刃はを当てる以上の、銃じゆう口こうを向ける以上の、警告。

「その人……スヴェンのお父さん？」

　そんな両者の静かな交こう錯さくに気づくはずもないジェコブが、驚おどろいた声を上げる。

「あ……その……」

　振り返かえるスヴェン。

　その視線の先にはルートがいた。

　一番、自分の正体を知られたくない相手。

「スヴェン……その人は……？」

　僅かに怪け訝げんな顔をしているルート。

　いま否定すれば、彼は信じてくれるだろう。

　だが、その後にこの男に、「お前の目の前にいる女は人間じゃない」と言われ、もし明確な証しよう拠こを突つき出されればどうなるだろう。

　そうなった時のルートの顔を想像すれば、それだけで、スヴェンは心臓が凍りつきそうな――否、彼女には心臓はない。

　胸の中にあるのは、機械を駆く動どうさせる、動力源でもあり、頭脳でもある、赤く光るレザニウムリアクターがあるのみだ。

「ええっと……その……」

　だが、今は真実を曲げてでも、現状を守らねばならない現実があった。

「……父です」

　絞しぼり出すような声で、スヴェンは従う。

「いやーどーもどーも！　あなたがランガートさんですか！　娘に聞いた通りのお姿ですなァ！」

　認められるやいなや、腹が立つほど快活に、男はルートに近づく。

「ちょっ！　あなた……！」

　こんな怪あやしげな男を、大切な主に近づかせてたまるかとスヴェンは声を上げるが、その前に男は、彼女の神経を逆なでするように、満面の笑みを向ける。

「どうしたんだいスヴェン、そんな他人行ぎよう儀ぎにすることないじゃないか、〝パパ〟に向かって」

「きさ……!?」

　ニンマリと笑うその男に、スヴェンは発ほつ作さ的てきに殴りかかりそうになった。

（なんですのこの男……いえ、とにかく、今はこの場をしのぎ……最悪……）

　あとで息の根を止めてでも始末する――とスヴェンが決意した時、ルートが尋ねる。

「スヴェンのお父さん……ですか？　あ、えっと、お嬢さんには、いつもお世話になっております」

　顔は怖こわいが、基本的に礼れい儀ぎ正ただしいルートは、当のスヴェンの心中など知らず、丁てい寧ねいに受け答えた。

「えっと………」

　握あく手しゆのために手を伸のばそうとして、ルートの口が止まる。

　そして、スヴェンに視線を向ける。

「あ……」

　その視線が意味するものを察し、スヴェンは惑まどう。

〝スヴェンの父〟を名乗る男の名前を、彼かれは聞いているのだ。

　娘ならば知っていて当然、しかし娘じゃないのだから知っているはずがない。

　わずかにスヴェンは言いよどんだが、その前に、男は答えた。

「マイッツァーともうします。よろしく、ランガートさん」

　男――マイッツァーは、とても朗ほがらかな笑顔で、ルートの手を握った。
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　スヴェンの父親が現れる――このニュースは、即座にオーガンベルツに広まった。

　なにせ、トッカーブロートは、街の誰だれもが訪おとずれるパン屋である。

　一年前まで閑かん古こ鳥どりがダース単位で鳴きまくっていたこの店をここまでにしたのは、敏びん腕わんにして優ゆう秀しゆうな、看板娘であるスヴェンによるものだ。

　その彼女の父親である。

　誰もが一目見ようと思ったか、夕方に差さし掛かる頃には、店はいつも以上の盛せい況きようとなった。

「やーやーやーみなさんどうも！　いつも娘がおせわになっております！」

　そして盛況となった店で、マイッツァーは頼たのまれもしていないのに、接客を買って出た。

「なんともお美しいお嬢さんだ。私があともう少し若ければ、放ってはおきませんでしたよ」

　若い娘には、抜ばつ群ぐんのスマイルをもって紳士的に。

「あなたのような麗うるわしいご婦人を妻に迎えるとは、いやはや、ご主人に嫉しつ妬とを覚えずにいられませんね」

　奥おく様さま方がたには、輝かがやくようなスマイルをもって紳士的に。

「大だい丈じよう夫ぶですかレディ……さぁ、お手をどうぞ。お出口までご案内いたしましょう」

　高こう齢れいの婦人には、敬意と誠意を持ったスマイルをもって紳士的に応対した。

「うっはぁ～……すごいねスヴェンのお父さん」

　その見事な接客は、それだけ見れば、スヴェンの父を名乗るにふさわしい、娘も凌りよう駕がする見事な接客対応術に、ジェコブも感心する。

「ってーか、この街の住人はヒマ人ばかりですの？」

　マイッツァーを前に、心奪われている女性客を見て、スヴェンは呆れたため息をつく。

「いやしょうがないよ、この街娯ご楽らくないし」

「当店はパン屋であって見世物小屋ではございませんのよ」

　とはいえ、トッカーブロートの経営が上向きになったのも、スヴェンという田舎町にはふさわしくないレベルの美少女が到とう来らいしたからだ。

　そして今度は、田舎町にはふさわしくないほどの、ナイスミドルの美中年が現れたのだから、そりゃあ店も賑にぎわおうという話だった。

「でもやっぱ親子だねぇ、良く似てるよ」

「ええ………？」

　ジェコブはスヴェンの事情も、マイッツァーの事情も知らない。

　スヴェンに、「父親」と呼べる者など存在しないことも知らない。

　要は、純じゆん粋すいになんの先入観もなく見ると、二人は「親子」と言われてもおかしくないということなのだ。

　その感想に、スヴェンは驚いた。嫌いやな意味で。

「まぁどっちも美形だし」

「そういう意味ですの……？」

　スヴェンは美少女である。

　そうあるように作られた外見を持っている。

　そしてマイッツァーもまた、美中年である。

「でもそれだけじゃなくて……なんていうのかな……雰ふん囲い気き？」

「はぁ……？」

　ジェコブに言われ、スヴェンはなんとも言えない、複雑な顔になる。

　先述した通り、彼女には親はいない。

　故ゆえに、「自分に繋つながる、自分に似た者」は存在しない。

　それ故に、今感じる感情がなんとももどかしかっ――

「あ！」

　そこまで考えたところで、スヴェンはあることに気づいた。

　正しく言えば、思い出した。
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　時が経たち、その日の夜――店を閉めた後、真夜中。

　スヴェンは、店を出て、街外れの森へと向かう。

　ルートには告げていない。彼には聞かせたくない話を、ある者とするためであった。

「………………」

　無言で、黙もく々もくと森を進む。

　真夜中の森は、都会の街灯に慣れた者には、想像できぬほど暗い。

　常人ならば、一歩進むことすらおっかなびっくりであろう。

　だがスヴェンには関係ない。

　なぜなら彼女は人間ではないから。

　たとえ月のない夜でも、僅かな星明りのみで、彼女の機械の両目はその光を増ぞう幅ふくさせ、昼と変わらぬ視界を作り出だす。

　そして、獣けものすら寝ね静しずまっている森の奥おく地ちまで入ったところで、彼女は声を発した。

「いるのでしょう、おいでなさいませ！」

　こんな暗い森の中、明かりも灯ともさずに居られる者など、人間ではない。

　獣か、もしくは――

「このような形での接せつ触しよくは、本意では無いのですが」

　スゥっと、闇やみの中から浮うかぶように現れたのは、全身赤い服をまとった少女であった。

　スヴェンには、親と呼べる者はいない。

　しかし、姉妹――正しくは、〝姉し妹まい機き〟と呼べる者はいる。

　彼女もまた人間型猟兵機の一機。

　名を、レベッカと言う。

「わたくしも、あなたと頻ひん繁ぱんに接触を取りたいとは思っていませんわ」

　レベッカは、王立兵器開発局局長、ダイアン・フォーチュナーに命じられ、スヴェンの監かん視しを行っている。

　本来なら開発局を脱だつ走そうした、貴重な試験兵器であるスヴェンを、一日でも早く回収すべき所を、彼女に監視させるのみで、特に積極的に干かん渉しようしようとはしていない。

　相手は、ワイルティア……否、世界一の変人とも言われている男だ。

　ダイアンが何を考えているかなど、スヴェンはうかがい知ることは出来ない。

　監視する程度で自分を自由にさせてくれるのなら、積極的に排はい除じよする必要もない、と考えている。

　それでも、始終見張られているのを意識するのは気持ちのいいものではなく、彼女の側から近づくのは避さけていたのだが――

「そうも言っていられない事態ですのよ。なんですの、あの男」

　説明する必要はない。

　マイッツァーの到来も、レベッカは確かく認にんしているはずだ。

「あなた方が送り込みましたの？　でしたら、随ずい分ぶんと悪あく趣しゆ味みですわね！」

　スヴェンの詰きつ問もんとも言える問いを前に、レベッカは、無表情なままだった。

「何の話をしているのか、わかりませんね」

「え？」

「かの男とあなたの会話は、全すべては無理でしたが、ある程度は把握しています」

　レベッカの視力――視覚センサーの有効範はん囲いは、スヴェンのそれよりも範囲が広い。

　数百メートル離はなれた場所からも、トッカーブロートの店内を覗のぞき見みられる程ほどである。

　しかし、音声までは拾えない。

「唇くちびるを読みました。背中を向けていたり、死角に入ったりしたので、全部は読めていませんが……マイッツァーとやらは、あなたの父なのですか？」

　むしろ、問い直してきた。

「わかりきったことを尋たずねるもんじゃありませんわよ。いるわけないでしょう、わたくしたちに！」

「そうですね……」

　わずかに、レベッカの声は含ふくみを残していたが、スヴェンはそれに気づかない。

「ならあの男は一体何者ですの？　わたくしのことも知っていたようですわ」

「私には判断が付きかねます」

「しかも勝手に、当店に泊とまり込んでやがりますし！」

　泊まるところがないといい出したマイッツァー。

　オーガンベルツにはまともな宿屋はない。

　スヴェンは、隣となり町まちのホテルにでも追おい払はらおうと思ったのだが、そこは善人なルート。

「狭せまいですけど、よろしければウチに泊まってってくださいな」――と言い出したのだ。

「ランガート元大尉殿どのも厄やつ介かいな」

　少し呆れたような声のレベッカに、スヴェンは怒ど鳴なりつける。

「主さまは底そこ抜ぬけにお優しいんですのよ!!」

　ルートからすれば、いつも自分の店で献けん身しん的てきに働いてくれている店員の親族に、好意から申し出たものなのだが、いかんせん、スヴェンにとっては状じよう況きようをややこしくする結果になってしまった。

「とにかく、あんな怪しげな人間、主さまのそばに置いておくわけにはいきませんわ！」

「ならば……どうするのですか？」

　レベッカに問われ、スヴェンはわずかに考えた後、冷たい声で返す。

「排除するのもやぶさかではございません」

「ふぅん……」

　その言葉に、レベッカは特に何か言うつもりはなかった。

　主の安全を脅かしかねない、正体不明の相手。

　彼かの女じよも同様の事態となれば――いや、実際に同様の事態となった時、躊ちゆう躇ちよなくその相手を排除したことがある。

　人間型猟兵機は、心を芽生えさせた機械。

　そして彼女たちは、己の心に芽生えを与あたえてくれた者たちを、全ぜん霊れいをもって、己の全てを使って愛する。

　その対象を傷つける者があれば、最悪、命を奪うばうことすらためらわない。

「それを、私に協力しろと？」

「ええ、開発局が関係していないのなら、あなた方にとっても邪じや魔まな存在でしょう？」

　スヴェンは、兵器開発局――ダイアンが、なにゆえの思おも惑わくで自分を自由にさせているかはわからない。

　それでも、人間型猟兵機の存在を知る者が、好き勝手に接触している現状は、看過できるものでないのは理解している。

「それは私の任務外なんですけどね」

「以前も、勝手に介かい入にゆうしてきたではございませんの！」

　つれない態度のレベッカに、スヴェンは不ふ機き嫌げんそうに言う。

「まぁ、確かに……」

　レベッカが、わざわざ王都ベルンとの往復を月に何度もしつつも、この監視任務についているのは、開発者であるダイアンの命令というのもあるが、それ以上の理由がある。

　彼女にもまた、このオーガンベルツに、守りたい者がいるのだ。

「いいでしょう……」

　もし何か起これば、彼にも、なんらかの害が及およぶかもしれない。

　その可能性があるだけで、レベッカが動くには十分だった。

「で、どうするんですか？」

「そうですわね……明日にでも、上手く言葉巧たくみに誘さそい出し……」

　機械人形の少女二人が、不ふ穏おんな相談を始めた。

「いやぁ、そんな必要はないよー」

　その時、突とつ如じよ声がもう一つ増えた。

『―――――!?』

　スヴェンとレベッカ、同時に声の方に振ふり向むく。

　そこに立っていたのは、今しがたまで、話の主役であった、マイッツァー本人であった。

「いつの間に――!?」

　日ひ頃ごろ、よほどのことがない限り、スヴェン以上に冷静沈ちん着ちやく……否、より機械的であるレベッカですら、驚きを露あらわにする。

「森の中で秘密のおしゃべりをしたいって言うのなら、パパいつでも応じちゃうよ、スヴェン。だって君は俺おれのカワイイ娘むすめだもの」

「貴様ぁ！」

　叫さけぶやいなや、スヴェンはマイッツァーに飛びかかる。

　ここはトッカーブロートの店内ではない。

　ここには彼女の最愛の主はいない。

　ならばなにも遠えん慮りよする必要はない。

「死ね！」

　外見はただの華きや奢しやな少女にしか見えないスヴェン。

　しかし、彼女の手刀は、時にナイフより鋭するどく敵を抉えぐり、その握あく力りよくは石をも砕くだく。

　完全武装した兵隊一個小隊でも、グレーテン帝てい国こくの特務機械兵すらも、彼女は単体で薙なぎ払ってきた実績を持つ。

「え？」

「おいおい、反はん抗こう期きかぁ？」

　だが、その拳は、いともあっさり止められる。

　鉄板をも貫つらぬくはずのスヴェンの拳は、まるで当たり前の少女のげんこつにするように、マイッツァーに片手で止められてしまった。

「なっ……!?」

　手加減はしていない、誓って、一いつ切さい。

　たとえ防いだとしても、その腕ごと粉ふん砕さいするつもりで放った。

「なにを……しましたの……!?」

　焦あせりにも近い感情を見せながら、スヴェンは問うた。

　男は一見して、ただの人間にしか見えない。

　それどころか、人間型猟兵機として有する全てのセンサー類を総動員しても、「ただの人間」と判断せざるを得なかった。

「何度も言っているだろ、お前の……パパだよ」

　マイッツァーはそう言うと、スヴェンの拳を握るや、くるりと手首を返す。

　それだけで、スヴェンの体はコマのように回転する。

「んがっ!?」

　受け身も取れず、それどころか、レディにはあるまじき声を上げ、スヴェンは地面に叩たたきつけられる。

（これは……ブジツ？）

　エウロペア大陸とは異なる文ぶん化か圏けん、エイジア大陸に伝わるという格かく闘とう術。
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　ルートや、その元上官ソフィアも使うそれは、さらに上位の〝ブドー〟と呼ばれるものとなれば、生身でも人間型猟兵機と伍すると言われている。

（いや……違ちがう！）

　だが、今しがたマイッツァーの行った動きとは異なる。

　そんな、「技わざ」が発動したものではない。

　力任せ――とも異なる。

　まさに、「蛇じや口ぐちをひねれば水が出る」と同じ次元で、当たり前のようにそうなったのだ。

　だからこそ、異常であった。

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶかスヴェン？」

　だからこそ、心からいたわるマイッツァーの言葉もまた、異常であり、異様であった。

「一体……あなたは……？」

　今まで様々な敵と戦ってきたが、その全てと違う。

　いや、一つだけ、近しいものがある。

　王都を占せん領りようし、スヴェンの全てを支配しようとした男が言葉を放った時。

　あの時、スヴェンは自分の自由を、心の自由すら奪われた。

　あの時と似た感覚だった。

　自分の拳が、彼を害するのを拒きよ絶ぜつするように動いた。

「む……？」

　マイッツァーの視線が、わずかに動く。

「隙すき……あり!!」

　その先に走る赤い影かげ――レベッカが、死角を縫ぬうようにして、マイッツァーに襲いかかる。

　木の幹を足場にして飛び上がり、死神の鎌かまのように、しなりを利きかせた蹴けりを繰くり出す。

　彼女の膂りよ力りよくは、全力で殴れば、一いち撃げきで人間の臓ぞう腑ふを破は裂れつさせるほどである。

　ましてや、蹴りの威い力りよくは拳の三倍。

　その蹴りを、レベッカはマイッツァーの顔面に打ち込む。

「やれやれ……」

　しかし、マイッツァーは避けようとしない。

　避けるどころか、その動きすら取ろうとしない。

　まるで、「そんな必要はない」というように。

「なっ――！」

　直後、信じられない事が起こった。

　宙に飛んだレベッカの体が、まるで空間を凍こおらされたように、動きを止めた。

「バカなことを……」

　ふぅ、とマイッツァーがため息をついた次の瞬しゆん間かん、レベッカの足は見えざる巨きよ人じんの手で掴つかまれたように捻ひねり上げられると、そのまま地面に叩きつけられた。

「なんで……」

　その衝しよう撃げきは、スヴェンのそれよりも遥はるかに大きかったらしく、細くしなやかな彼女の脚は、ねじれ、人間ならば重度の骨折に等しい状態となっていた。

「君は俺の娘じゃない……けど、おじさんとしちゃあ、若い娘の痛々しい姿は見たくないんだよ。たとえ……機械の存在でもね」

　マイッツァーの口調は、あくまで静かで、心からレベッカに配はい慮りよしたものであった。

　だからこそ、底知れなかった。

「あなたは……一体何者なのです！　何が目的なのです！」

　一いつ騎き当とう千せんの人間型猟兵機二人が、戦いにもならない倒たおされ方をしたことに、スヴェンは激しい焦りを見せる。

　この男がなにを企たくらんでいるのか、もしそれが、己おのれの主に向けられたのならば、守りきれない。それは、彼女にとっては最も恐おそろしいことだった。

「言っただろ。俺はお前の父親さ……父親が娘に会いにきちゃいけないのかい？」

「まだそんな寝ね言ごとを！」

　答えるマイッツァーの人を喰くったような態度に、スヴェンは一層怒いかりを露わにするが、さりとて、彼を力ずくで問いただすことは出来ない。

「安心しろよ。別に、お前の〝主さま〟に危害を加える気はない。だってそんなことしたらお前悲しむだろ？　絶対しないよ」

　語る口調は、なおも、娘を前にした父親のものであった。

「とりあえず、しばらくトッカーブロートにいさせてくれよ。色々と見たいことや聞きたいことがあるからさ」

　それだけ言い残すと、地面に転がったままのスヴェンたちをよそ目に、マイッツァーは背中を向け、立ち去ろうとする。

「……………」

　隙だらけの背中。今襲いかかれば、一撃で終わらせられそうな気がした。

　しかし、おそらくそれは出来ないだろう。

　試みたとしても、スヴェンの攻こう撃げきは、マイッツァーには届かない。

「賢けん明めいだ」

　背中を向けたまま、謎なぞ多き男は言う。

　スヴェンのわずかな葛かつ藤とうすら、彼は見もしないで読み取ったのだ。

「くっ………」

　小さくうめき、それ以上スヴェンは何もできなかった。

　それくらいの、圧あつ倒とう的てきな〝差〟を痛感させられ、彼女が出来た唯ゆい一いつは、ただ奥おく歯ばを噛かむことくらいであった。

（ここは……しばらく相手の出方を待つしかありませんわね……）

　マイッツァーが何者なのか、なにを考えているのか、皆かい目もくわからない。

　今はただ、情勢を見守るしかなかった。

「とにかく……一いつ旦たん、店に戻もどるしかありませんわね……」

　もうすぐ真夜中から、夜明け前に変わろうという時刻。

　ルートが起きる前に店に戻らなければ、怪しまれる。

「あ………」

　――と、そう結論づけたところで、一つ思い出した。

「ううう………」

　地面に叩きつけられ、片足を捻ねじ曲まげられた状態でうめいているレベッカである。

「どーしたもんでしょ」

　さすがにこのままにしておくわけにも行かず、スヴェンは頭を抱かかえた。
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　オーガンベルツから遠く離れた、ワイルティア公国首都ベルン――そこの軍司令本部は、この日、緊きん張ちようと厳げん戒かいの中にあった。

「やっと今日が来たか……まったく、肩かたと頭の痛いことこの上ない一ヶか月げつだったな」

　そう言って、疲つかれたため息を吐いたのは、ワイルティア公国軍少しよう佐さ、ソフィア・フォン・ルンテシュタットであった。

　今日の彼女は、いつもの軍服ではなく、式典用の礼服をまとっていた。

「少佐、本番は今日なんですよ？」

「なにを言う。むしろ、今日までが本番だったようなものだ」

　諌いさめる副官のマリッサに、ソフィアは不機嫌な声で返した。

「まったく、ノアの暇ひまな将軍殿にも困ったものだ」

「それでも無視するわけにはいきませんからねぇ」

　ノア――エウロペアとは異なる大陸を治める、新大陸国家である。

　その国力は大きく、先の大戦では、ワイルティアと敵対する連合軍の側についていたならば、大戦の結果は別の形になったと言われている。

　結局、ノアは終戦まで「完全不干渉」を崩くずさなかった。

「敵にも味方にもならない」――この政策が、ある意味、ワイルティアの勝利に最も貢こう献けんしたといえる。

「だいたいなんで今なんだ？」

「それは……両国の親善のためなんじゃないんですか？」

「はっ！　どうだかな」

　マリッサの言葉に、ソフィアは毒気たっぷりに答える。

　軍司令部が緊張状態にある理由。それは、かの大国ノアの将軍が、自らワイルティアに親善視察に訪れるからであった。

　ノア軍の中でも高位の人物であり、将来的には、陸海の全軍を統とう率そつする元げん帥すいになると目されている人物。

　ワイルティアとしては、ぜひとも今後のためにも仲良くしておきたい相手である。

　その男が、今日この時、あと三十分もしないうちに、やってくるのだ。

「そもそも、件くだんの反乱事件から、半年も経ってないんだぞ」

　ゲーニッツの反乱……数日とは言え、王都を占領されかけた大事件。

　反乱軍自体は鎮ちん圧あつされたが、その混乱はまだそこかしこに残っている。

「なにせ、何故なぜか私が警備責任者をやらされているくらいだからな」

　ソフィアの通常任務は、王立兵器開発局の警備部隊隊長である。

　しかし、先の反乱以降も、軍内部には「親ゲーニッツ派」はまだ潜せん伏ぷくしている。

　皮肉なことに、数十万という大兵力を持つワイルティア軍において、中央司令部が信用できる指揮官は恐ろしく少ないのが現状なのだ。

「……ったく、こうしている間にも、あの奇き人じん変人がなにかやらかしたらどうするつもりだ」

　ソフィアの言う奇人変人とは、言わずもがな、兵器開発局局長ダイアン・フォーチュナーである。

　彼女の職務である「警備」は、ただ単に、開発局の警備任務をさすのではない。

　一人で世界の軍事バランスに影えい響きようを与えかねない非常識な天才が、何かしでかさないか見張る、お目付け役でもあるのだ。

　こうしている間にも、一つの国くらいなら地図から消しかねない新兵器を作っているかもしれないのだ。

「ああ、考えていると胃が痛くなってきた……」

　最後にダイアンと顔を合わせたのは一週間前。

「いいか、絶対に変なことするなよ」「おとなしくしていろ」「フリじゃないぞ本気だぞ」と、口を酸すっぱくして警告しておいた。

　そんなソフィアに対して、かの奇人の反応は――

「やだなぁソフィアさんったら、そんなに僕ぼくと離れるのが寂さびしいんですか？　大丈夫！　僕の心はいつだって、あなたとともにありますから!!」と、芝しば居いがかった口調で返された。

「やっぱ……半殺しにして、強制的に病院送りにでもしておけばよかったかな……」

「なんの話です!?」

　隣となりのマリッサの顔が真っ青になるような、物ぶつ騒そうなことを口走るソフィアであった。

「ま、どうにかこうにか本番当日だ、あとは上手うまくおもてなしして、丁てい重ちようにお帰りいただこう」

　ソフィアは決して、気が緩ゆるんでいるのではない。

　こういった、海外の要人の来訪というのは、来てからよりも、来るまでの準備段階の方が大変なのだ。

　国内の不穏分子を摘てき発はつし、国外の不穏分子をシャットアウト、それらを同時並行で行わなければならない。

　テロリズムとは、やろうと思ってその日のうちにできるものもあるが、殆ほとんどは入念な計画と下調べ、下準備が必要となる。

　銃じゆう撃げきするならば、武器の購こう入にゆうをせねばならず、逆に言えば、武器の入手ルートを伝うことで、不穏分子に行き当たる。

　そんな捜そう査さと摘発と壊かい滅めつと鎮圧と捕ほ縛ばくを、この数週間ずっと繰り返すことで、「大きな獲え物ものだが、リスクが高いので諦あきらめよう」と相手に思わせねばならない。

　テロリズムの撲ぼく滅めつを完全に行うことは不可能。

　面めん倒どうくさい積み重ねを行うことで、「手出ししにくい」ようにするしかないのだ。

　だからこそ、疲れる――

（まだ大戦中のほうがわかりやすい）

　これが終わったら、休きゆう暇かを申しん請せいして、どこかで骨休めしよう。

　ソフィアが心からそう思ったところで、一人の兵士が現れる。

「ルンテシュタット少佐、例の学生たちが来たそうです」

「ん……ああ、そうか来たか」

　現れたのは、伝達の兵士、今日のために呼ばれたある者たちの到とう着ちやくを報告に来た。

「先にその子たちと会わねばならんかったな……」

　賓ひん客きやくの歓かん迎げいセレモニーの一いつ環かんとして、ワイルティアの学生による、「歌の贈おくり物もの」とやらをすることとなった。

　両国の親善を讃たたえた歌を、歓迎式典で歌うのだ。

　やって来たのは、その学生である。

「確か士官学校の生徒だったな」

「ええ、最初は民間の子どもたちになる予定だったんですが……」

　警備上の「念のため」で、それは中止となった。

　考えるだけでおぞましい話だが、子どもを利用して、無差別テロを行う者は存在する。

　しかも、その子どもの実の親が加担する場合もあるのだ。

　我わが子この鞄かばんの中に爆ばく弾だんを仕込ませ、相手が子どもだからと油断したところで、爆ばく発はつさせる……つい数すうヶか月げつ前にも同様の事件があった。

「身元も明らかな家の子どもです。爵しやく位いは低いですが、貴族の家いえ柄がらですよ」

「くだらんなぁ……」

　マリッサからの報告に、ソフィアはため息をつく。

　彼女もまた、〝フォン〟の名が示すように、貴族の出である。

　しかも、ワイルティアの中では屈くつ指しの名家だ。

　だからこそ余計に、そんな「家名の権けん威い」を重んじねばならない現状が、ただただ面倒くさかった。

「学生たちを連れてきました」

　部下の兵士が、件の士官学校の生徒を連れてきた。

　一人はショートヘアの、少年のような少女。

　もう一人は、ロングヘアと、わずかに浮かぶそばかす顔が印象的な少女だった。

「む？」

　しかし、そこでソフィアは訝いぶかしむような声を上げる。

「はて？　一人じゃなかったのか？」

　事前に聞かされた、士官学校から送られて来る、「大変歌の上手い士官候補生」とやらは、一人だったはずだ。

　なのに今、目の前には二人いる。

「すいません……その……ちょっと事情がありまして……」

　現れた学生二人、そのうち一人が、申し訳なさそうに言った。

「事情、とは……？　ええっと………」

　その黒くろ髪かみの女生徒に、ソフィアは尋ねる。

　確か名前は――

「ヒルデガルド・フォン・ヘッセンであります」

　ソフィアに問われ、ヒルデガルド・フォン・ヘッセン――ヒルダは答えた。

「ボク……いえ、ジブンも、どう言って説明していいのだか……」

　困こん惑わくするヒルダは、隣となりにいる、ニコニコ笑え顔がおが眩まぶしい少女に、ちらりと目を向け尋ねる。

「オマエ、なんで付いて来たの？」

　彼女の名前はリーリエ、ヒルダと同じ、士官学校の生徒である。

「愛の前には理由はいらないと思うんです」

「は？」

　にっこり笑いながら返すリーリエに、ソフィアは目を丸くする。

「すいません……コイツの言うことは無視してください……えっと、少しよう佐さ殿どの……」

　疲れた顔でうつむくヒルダ。

　まるで、必死で、何度も振り切きろうとしたにも関わらず、圧倒的な追つい跡せき力でついにここまで付いて来られてしまったかのような「万ばん策さく尽つきた」顔であった。

「あ、ああ……」

　ソフィアにはよくわからない事情があるようであった。

　彼女は知らない。

　目の前のヒルダが、元親衛隊の一人であり、かのゲーニッツの配下として、自分の元部下であり弟分であったルートを、幾いく度どとなく暗殺せんと襲おそった少女であることを。

　だが同時に、そのゲーニッツに捨てられて後、自らの意志で、先の反乱事件解決に尽じん力りよくした者であるということも。

「つまりその……君の友達か？」

　ヒルダの以前の経歴は、各方面が彼女の将来を鑑かんがみて抹まつ消しようし、ソフィアの側に降りてきた情報には、それらは記き載さいされていない。

　だがそれは、ヒルダもまた、目の前の女性将校が、ルートの縁えん者じやとは知らないと言うことでもあった。

「まぁ、そんなとこです……」

「違います」

　疲れた声で、ソフィアの質問を肯こう定ていするヒルダだったが、それを即そく座ざにリーリエは否定する。

「恋こい人びとです」

　そしてつなげて吐いた言葉がこれであった。

「は？」

　再び、目を丸くするソフィア。

「すいません少佐殿！　コイツの言うこと無視してください！　聞かないでください!!」

　泣きそうな顔でヒルダは叫ぶ。

　彼女は、元親衛隊であると同時に、稀代の歌唱の才能も有していた。

　たまたま士官学校内のちょっとした授業でその歌声を披ひ露ろうした所、生徒はおろか教師たちまで驚きよう愕がくさせ、それが噂うわさに噂を呼んで、今回の親善セレモニーに呼ばれるまでになったのだ。

　それはいい、それはいいのだが、そんなヒルダを偏へん執しつ的に愛する少女リーリエは、「ほんのちょっとでもヒルダと離ればなれになるなんて嫌！」とばかりに、彼女に無理やりついてきたのだ。

「リーリエ・グリューンシュルターです！　こちら保護者からの紹しよう介かい状じようです。身元はしっかりしていますので、ご安心ください」

「は、はぁ？」

　リーリエがよこしてきた紹介状とやらには、ワイルティア公国外務省高官のサインが記されていた。

　身元保証人としては、十分なものである。

「オマエ……なんで外務省の役人とつながりがあるの？」

「そんな些さ細さいな事はどうでもいいじゃない。ヒルダがいて、私がいる。この揺ゆるがない事実こそが大切だと思うの」

　訝しむヒルダだったが、リーリエは話をはぐらかす。

「この紹介状本物なんだろうな？」

「なにが本物か偽にせ物ものかなんて、細かなことどうでもいいじゃない。大切なのは、この愛が今たしかにここにあるって事実だと思うわ」

「オマエは会話をする気があるのか!?」

　ソフィアはもちろん、ヒルダも知らぬことだが、リーリエは人間ではない。

　彼女は、兵器開発局が政治的取引で、同盟国ヤマトに〝譲じよう渡と〟した、スヴェンやレベッカと同じ、人間型猟兵機である。

　二人のように心を持っていなかったため、半ば「失敗作」として、ダイアンに放ほう棄きされた。

　だが、ヒルダと出会ったことで彼女の中に心が芽生える。

　だが、その心は、友情と言うには強すぎる、それ以上のものをうかがわせるものがあった。

「………………」

　無言で、なんとも言えない表情で二人を見つめているソフィア。

「ち、違うんですよ少佐殿！　コイツは……！」

「いや、いい。別に。説明しなくて」

　リーリエに抱だきつかれながら、ヒルダは誤解を解こうとするが、そんな彼女を、ソフィアは静かに制する。

「世の中には、いろんな愛の形があると思うのだ」

「は？」

「人が人を愛するということは、どんな形でも、尊いものだと思うのだ」

「あの、少佐殿？」

「胸を張って生きろ。私は応おう援えんする！」

「待てぇ!?」

　今まで、相手は年上で、軍の将校ということもあって、敬語で話していたヒルダであったが、ソフィアの勘かん違ちがいっぷりに、ついに声を荒あららげる。

「違うから!!　ボクとコイツはそーゆーんじゃないですから!!」

　ヒルダは、リーリエのことは大切な友人だと思っている。

　それは間ま違ちがいのない事実である。

　今までも、自分の危機を何度となく救ってくれた。

　自分が傷ついたときには、我がことのように怒おこってくれた。

「そうだよなリーリエ？　ボクとオマエは、ただの友だちだよな！」

　しかしリーリエの愛情は、深い。深すぎた。

　たまに、貞てい操そうの危機を感じるほどに。

　なにせ、朝起きると、ほぼ毎朝、自分のベッドの中で眠ねむっているのだ。

　寝ねている間に何をされているのか、考えるのが怖こわいから、考えないようにしているくらいである。

「そうよ、私はヒルダの友だち……」

「だよな」

　ヒルダの問いに、リーリエは答えたが――

「……今は」

　小さな声で、ボソリと付け加える。

「おいオマエ今なんてったぁー!!」

「まぁまぁまぁまぁ、落ち着きなさい」

　かしましい二人の少女を、ソフィアは大人として制する。

「ん……ところでなんだが……リーリエだったか？」

「はい？　なんでしょうか少佐さん」

　ソフィアが、ふと思い出したように、リーリエを見る。

「どこかで、あったかな？」

「え!?」

　今度は、リーリエの挙動がおかしくなる場面であった。

「どっかで会った気がするのだが……どこだったか……士官候補生に知り合いなどいないのだがなぁ」

「え、え、え～っと……気のせいでは？」

　慌あわてて取とり繕つくろうリーリエだったが、無論、気のせいではない。

　二人は一度顔を合わせている。

　それも、殺し合いに等しい戦いを演じている。
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　先の反乱事件の時、まだ自我が芽生える前のリーリエは、〝装備〟としてゲーニッツの配下の部隊に使われ、宮きゆう廷てい内の幽ゆう閉へい先から逃にげ出だそうとしたソフィアに襲いかかった。

　その後、ヤマトに譲渡された際、戦せん闘とうで破損した外装のいくつかの改修が行われたため、髪かみの色をはじめとし、いくつか容姿が変わっているも、顔立ち自体は同じである。

「そうか……気のせいかな？」

　まさか目の前の少女が人ならざる機械人形とは思いもよらないソフィアは、それ以上追求することなく、話を終えた。

　なにせ、もうすぐ国家規模の賓客が来るのだ、そんな瑣さ末まつな問題にかかずらっているヒマはない。軍人には、思考の俊しゆん敏びんな切り替かえが必ひつ須すなのだ。

「ええっと、もう時間がないから、細かな打ち合わせは出来ないが……だいたいのことは聞いているな？」

「あ、はい！　外務省の方から、来られる……えっと、ダグラス将軍にお花をお渡わたしするんですよね」

「そうだ、粗そ相そうのないようにな」

　将軍に渡す花はすでに用意されている。

　その花束の中にも、何らかの危険なもの、例えば爆弾の類が入っていないかなどは、すでに入念にチェック済みである。

　それどころか、毒草の類などを紛まぎれ込ませないよう、王宮の花園から持ってきたくらいである。

「あの、少佐殿……お聞きしてよろしいですか？　ダグラス将軍とは、どのような方なのでしょうか？」

　問いかけるヒルダに、ソフィアは困った顔をする。

「あー……それはなぁ。私も良く知らないんだ」

「え？」

　意外な返事に、ヒルダは驚おどろきの声を上げる。

　軍人であるならば、それが他国の者であったとしても、将軍職にある者となれば、ましてや、国こく賓ひん級きゆうの扱あつかいを受ける者であるならば、顔くらい知っていないほうがおかしい。

「ダグラス将軍は、写真を撮とられるのを嫌いやがる方らしくてな。どのような顔なのか、私も知らんのだ」

「一枚もないんですか？」

「一枚もない、ついでに言えば肖しよう像ぞう画がのたぐいもな」

　警備上の理由もあって、ワイルティア公国側はダグラス将軍の画像の提供を求めたが、全すべて断られた。

　本当に、一枚も存在しないのだという。

「写真を撮ると魂たましいが抜ぬけるなんて迷めい信しんを信じているのでしょうか？」

「いや、そういうわけでもない。おそらくは、暗殺などを警けい戒かいしているのだろう」

　大国の軍隊での重責にある者、狙ねらわれる理由など、いくらでもある。

「だからこそ、今回表に出てきたこと自体が、大事件なのだ」

　ダグラス将軍の詳しよう細さいはわからないが、ノア軍において高いカリスマの持ち主であり、全軍の兵士たちに絶大な支持を持っている。

「今回の訪問を無事に終わらせねばならん。重ねて言うが、万が一にでも、粗相のないようにな」

「は、はい！」

　決してプレッシャーをかけるわけではないが、士官候補生とて、将来は国軍を背せ負おって立つ者たちである。

　なればこそ、責任感を持って挑いどんでほしいとの願いを込め、ソフィアは告げ、ヒルダもまたその意を受け、真しん剣けんな声で応じる。

「将軍の乗った車が到着いたしました」

　ちょうどその時、司令本部前で待機していた兵士たちから、報告が入った。

「よし、行くぞ！」

「はい！」

　戦争とは、外交の一側面である――と、古いにしえの大兵法家は言った。

　他国の賓客をもてなし、国交をより強いものにすることも、平時においては大切な軍事活動とも言える。

　さながら戦場に向かうように、ソフィアたちは気を引ひき締しめ、司令部正面入り口に向かう。

　司令部の長階段には赤絨じゆう毯たんが敷しかれ、左右には礼服をまとった儀ぎ仗じよう兵たちが並ぶ。

　そこに、ダグラス将軍が乗った黒くろ塗ぬりの高級車が止まった。

「来たぞ……」

　周囲に一層緊張が走る中、車の扉とびらは開き、ゆっくりと、その姿を現す。

「な―――!?」

　その姿を前に、思わずヒルダは声を上げた。

　歴戦の軍人、大国の将軍、そこから導き出される謎の男の顔を、様々イメージしていた。

　だが現れたその姿は、そのイメージのどれとも、欠片かけらも一いつ致ちしなかった。

「クキュ？」

　それは、呆ぼう然ぜんとする軍人たちを前に、首をかしげるような動きでひと鳴きした。

「これが……ダグラス……将軍……？」

「なの………か……？」

　唖あ然ぜんとするヒルダとソフィアの前で、それは、ピコピコと、よちよち歩きをするように、手足をばたつかせながら近づいてくる。

「これ、ペンギンさんだね」

　ただ一人冷静なリーリエが、見たままの光景を告げる。

　比ひ喩ゆでもなんでもない。

　現れたダグラス将軍は、一頭のペンギンであった。
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　時間を少し戻し……トッカーブロートにスヴェンの父を名乗る者が現れたのとほぼ同じ頃ころ、また別の事態が進行していた。

「列車は走るよ～シュッポーシュッポーシュッポッポー♪」

　陽気な声で歌うのは、〝魔導師〟の異名を持つ天才科学者、ダイアン・フォーチュナーであった。

「いやぁ、いいもんだね汽車の旅。日ひ頃ごろ研究室にこもりっきりなんでねぇ、久々の遠出は気分がいいよ」

　流れる車窓を楽しみながら、ダイアンは上じよう機き嫌げんであった。

　彼かれが乗っているのは、エウロペア大陸の中心部を、国境をまたいで走る横断鉄道「サイード急行」。

　フィルバーヌの首都パリスから、エウロペア大陸東とう端たんの都ビュサンティオンまで、走行距きよ離り２５００キロ以上の道のりを六日間かけて走る。

　それ故ゆえに車内も通常の客車とは異なり、まるでホテルの一室のような作りとなっている。

　複数の国々の国境をまたぐため、大戦中は運休されていたが、終戦に伴ともない復活。これもまた平和の時代の証と言えた。

「おや、不ふ機き嫌げんそうですねぇ。どうしました、少佐殿？」

　楽しげに歌うダイアンに反して、彼の前に座すわる男は、お世辞にも陽気とは言い難がたい顔であった。

「こんなツラにもなりゃするぜ。ルンテシュタットじゃあるまいに、お前さんのお守りを押おし付つけられたんだからな」

　苦虫を噛み潰つぶしたような顔で、赤いコートを纏まとった男は言う。

　若く見えるが、三十代の半ばで、実は子持ちのこの男。

　その名は、エーリッヒ・ブリッツドナー――ワイルティア軍最強の男〝紅ぐ蓮れんの鷹たか〟の異名を持つ、先の大戦の英えい雄ゆうである。

「そんなコト言わないでくださいな。アプヴェーアとしても、僕の体は大切でしょ？　ついうっかり、そのまま〝向こう〟に行っちゃったら……」

「…………！」

　ダイアンが冗じよう談だんめかして言った途と端たん、ブリッツドナーの目がすぼめられる。

　強い警戒と、殺気にも似た敵意のこもった眼まな差ざしである。

「博士よ、冗談でもそういうことは言わんほうがいいぜ？」

「あらら、怖い怖い」

　肩をすくめるダイアン。

　ブリッツドナーの所属する特務諜ちよう報ほう機関の名、アプヴェーアとは、「盾たて」を意味する。

　新たなる戦争が起こらぬよう、火種の段階で根絶するのが、彼らの役割なのだ。

　故に、全てにおいて規格外であるダイアンの頭脳が他国に流出するくらいなら、処分してしまったほうがマシと考える。

　事実、ブリッツドナーがその気になれば、ダイアンの心臓を貫つらぬき絶命させるくらい、五秒もいらない。

「まったく、自分で作った機械兵に殺されるなんて、シャレにもなりません」

「だからそんなことさせんなっつってんだよ」

　ブリッツドナーの両手足は、機械の手足である。

　ただの義手や義足ではない。

　人間と同じ大きさにまでダウンサイズした、猟兵機の手足と言えるものを接続した、いわゆる半機械人間サイボーグである。

「これでもアンタには感謝してんだ。だから……やらせんなよ」

「はいはい、少佐殿が義ぎ理り堅がたいおかげで、僕は長生きできるよ」

　ダイアンとブリッツドナー、二人の付き合いは、意外と長い。

　先の大戦の初期、まだ猟兵機の開発段階の頃から、両者は開発者とテストパイロットとして面識があった。

　そして、ブリッツドナーに新たな手足を与あたえたのもダイアンである。

　と言っても、それ以降は顔を合わせる間かん隔かくは空いている。

　年に二度顔が合えば多い方なので、期間は長いが仲は浅い。

「今回は、アイツはいないんだな」

　ブリッツドナーの言う〝アイツ〟とは、普ふ段だんならば、ダイアンの側に控ひかえている、人間型猟兵機、レベッカのことである。

「ええ、彼かの女じよには、オーガンベルツの方に行ってもらっています。彼女が側にいなければ、僕も動かない……と思っていただくためにね」

　レベッカの存在は、スヴェン同様、兵器開発局の極ごく秘ひ事じ項こうである。

　だが、人の口には戸は立てられない。

　極秘であり、公式にその名前は明らかにされていないが、相応の情報収集力を持つ者たちならば、国の内外を問わず、様々な組織に知られていてもおかしくはない。

「なにせ、先の反乱事件でも、あのコは目立ちすぎました。〝保安部〟の方々にも、知られちゃいましたしね」

「あの連中も………まったく……」

　ダイアンよりその名を聞いて、ブリッツドナーは呆あきれたような息を吐く。

〝保安部ジツヒヤーハイツデイーンスト〟――表向きは、ワイルティア公国の公的施し設せつの警備を行う機関だが、実質、公国中に張はり巡めぐらされたそのネットワークを駆く使ししての、秘密警察的側面がある。

　だがそれ以上に、軍や政府から駆く逐ちくされたと思われる、ゲーニッツ派残党の隠かくれ蓑みのにもなっている……と噂されているのだ。

「ゲーニッツの配下の中でも、情報戦に長たけた連中らしいからな。尻尾しつぽをなかなか掴つかませねぇ、最近も、ペルフェの方で暗あん躍やくしていたらしいが、結局証しよう拠こは得られずだ」

「大変ですねぇ」

　口だけは相手を労ねぎらっているように見えて、ダイアンにはそんな秘密機関同士のあれこれは、さほど興味はなかった。

　そんなことよりも今現在、早さつ急きゆうに対処しなければならない案件があり、そのために、今こうして列車に揺られているのだ。

「まぁそういうわけでね、レベッカを連れて歩くと、色々とあちらに探さぐられる……だから、あえて彼女は離はなし、あなた方アプヴェーアに協力を要よう請せいした。〝あれ〟の扱いに関しては、少なくとも目的は一致していますしね」

　あくまで極ごく秘ひ裏りに、その問題は対処しなければならない。

　ゆえに、その目的地に向かうまでの間の警護も、数ではなく質で――それこそ、一人が百人に匹ひつ敵てきする戦力が求められた。

　そのために、機械兵として、常人を遥はるかに超こえる単独戦力のブリッツドナーが選ばれたのだ。

「それにしても……やはり、かつての相棒には愛着がありますか？　会いに行ってあげればいいでしょうに。あなたが望むなら、彼女を元の姿に戻もどして、お返しして差し上げますよ？」

「くだらねぇことを言ってんじゃねぇよ、先生」

　レベッカは、かつてブリッツドナーの愛機のＡＩを元に作り出された。

　彼女にとって、ブリッツドナーは自分に心を与えてくれた主。

　スヴェンにとってのルートに相当する、自分の命よりも大切な存在なのだ。

「アイツが元の体に戻るってことは……また戦争が起こる状じよう況きようってことじゃねぇか……」

　彼がレベッカの前に姿を現さない理由は、ルートと異なり、未いまだに戦いの中に自分を置いているからであった。

　もし自分を狙う者が、自分ではなく、彼の家族を狙えば？

　我が子ジェコブや、妻シャロデに魔ま手しゆが迫せまれば？

　それを防ぐ最大の方法は、自分が死んだという扱いの中で、父親が自分だと明かさないことだけなのだ。

　故に、彼は家族の前に姿を現さず、生きていることも伝えなかった。

「せっかく、あんなべっぴんさんの体になったんだ。それにふさわしい生き方をさせてやりてぇんだよ」

　そして、その思いは、少女の心と体を得た、かつての愛機にも向けられていた。

　自分が生きていたことを知り、今も「平時の戦争」の中にあると知れば、レベッカは自分の元に駆かけつけるだろう。

　そして、自分の命を捨ててでも、ブリッツドナーを守ろうとするだろう。

　そんな危険な目には、遭あわせたくなかったのだ。

「その割には、先の反乱事件で、姿を見せてしまったみたいですが？」

「そりゃオメェ……仕方なくだよ。しょうがねぇじゃねぇか」

　ニヤニヤと意地悪く笑うダイアンに、ブリッツドナーは苦い顔で答える。

　先の反乱事件では、レベッカは反乱軍の策にはまり、命を脅かされた。

　そこにブリッツドナーは介かい入にゆうし、彼女を救い、自己の生存を明かしてしまったのだ。

「いっそあなたも、どこかの元大尉殿どののように、足を洗えばいいでしょうに」

「そうしたいところだがな……そうもできねぇだろ。あんなモンが残ってたりしたら、またぞろ戦争が起きる」

　そう言って、話はここまでと言わんばかりに、ブリッツドナーは手を振ふる。

「そうですねぇ……ゲーニッツさんも、厄やつ介かいな〝遺産〟を残して行かれました」

「まったく、死んだ後の方が厄介だ、あの男は」

　それこそが、彼らが今旅をしている理由。

　それを秘ひ密みつ裏りに処分し、この世から消し去ることが目的。

「ですねぇ……もしこれが諸外国にバレれば、ワイルティアは糾きゆう弾だんを逃のがれられませんからねぇ」

「それどころじゃねぇよ。新たな大戦の火種になりかねねぇ」

　どこか他人事のようなダイアンに、ブリッツドナーは吐はき捨すてるように言った。

「まさか……あんなことを考えついて、実行するなんてな……どんな脳みそしてたらこんな馬ば鹿かみてぇなことしようと思うんだか！」

　ゲーニッツの〝遺産〟――それは、彼が生前に行っていた極秘計画である。

　大戦は終結し、エウロペア大陸だけではない、世界中の国々が、「このような世界規模の戦争の再発」を防ごうという世論となった。

　それほどまでに十年の戦争は、あらゆる形で世界に爪つめ痕あとを残したのだ。

「やってみて初めてわかったわけですよ。技術革新と制度改革を繰くり返かえし、富国強兵政策を推おし進すすめた結果、人類は自分で自分たちの文明を根絶しかねない力を持っていることに」

　ほくそ笑えむダイアン。

　それゆえに、それまでの国際会議を発展させ、世界連盟を創設。

　戦争の未然防止のため、世界規模の軍縮政策に乗り出した。

「しかし、人間はそう簡単に賢かしこくなれません……正しく言えば、『小こ賢ざかしさを捨てられない』ですね。少しでも情勢を利用し、自分たちの都合のいいように仕組みを作ろうとする」

　国際的軍縮条約が草案され、「兵器保有数の制限」が提案された。

　新造軍船の規制、毒ガスなどの非人道的兵器の使用の禁止など、だがその中に、ワイルティアが看過できない項こう目もくがあった。

「猟兵機の保有数の制限……言われたものですよ。現在猟兵機は、ワイルティアがほぼ独どく占せんしています。『平和のための軍縮』の名を借りて、ワイルティア一国の軍事力を削けずろうとしたのです」

　先の大戦でのワイルティアの勝利は、猟兵機があればこそであった。

　西の大国フィルバーヌ、東の大国オーガスト、東西同時に攻せめ込まれ、本来ならばワイルティアはジリ貧の防衛戦を続け、敗戦以外に選せん択たく肢しはなかった。

　だが、一機で百の歩兵に匹敵する猟兵機が、戦場の有り様を変える。

　二面同時に戦い、なおも有り余る力をもって、鋼鉄の巨きよ人じんたちは戦場を駆け抜け、敵兵を蹂じゆう躙りんし、退け、両国に白旗を上げさせた。

「東部戦線では大だい活かつ躍やくでしたからね、あなたは」

　ダイアンに言われ、ブリッツドナーはくだらなそうに返す。

「昔の話だ」

　東部国境から進軍してくるオーガスト軍を迎むかえ撃うつ、数では圧あつ倒とう的てきに劣おとるワイルティア軍。しかし、そこには実戦投入された、猟兵機部隊が立ちはだかった。

　その中で、規格外の戦績を誇ほこったのがブリッツドナーなのだ。

　一人で一個師団を壊滅させ、オーガスト軍の撤てつ退たい速度を上回る追つい撃げき速度をもって蹂躙し、〝紅蓮の鷹〟の二つ名は、彼の国では悪あく魔まの同義語となった。

「ワイルティアにとって、猟兵機は軍事の要です。その所有制限を行うというのは、手足をもぐに等しい……グレーテンとフィルバーヌも上手うまくしたものです」

　両国とも、先の大戦ではワイルティアの敵であり、敗戦国である。

　二国は秘密裏に手を組み、第三国を発ほつ起き人にんとして軍縮条約を提案。

　もしこれに異論を挟はさめば、「ワイルティアは再び戦争を起こしたがっている」という国際世論を作り、逃れられない状況にした。

「ワイルティアは猟兵機の三割を削さく減げんさせられました。かなり抵てい抗こうしましたが、それが精せい一いつ杯ぱい……戦勝国故に領土が増えた結果、配備する兵士は却かえって足りなくなっているのに、そこに加えて猟兵機の所有制限です。弱り目に祟たたり目めですね」

　各方面軍に、猟兵機を送ったため、肝かん心じんの本国の防衛力が手て薄うすになってしまったくらいである。

「だからゲーニッツはとんでもねぇ計画を立案し、実行しやがった」

　革かわ手て袋ぶくろをはめたブリッツドナーの機械の拳こぶしが、ギュッと絞しぼられる。

「まさか、オーガストと共同で兵器開発を行うなんてな」

　ゲーニッツの考えた計画とは、およそ当時の各国の軍部が予想もしない方法であった。

　連盟に加入しているワイルティア国内では、新たな猟兵機の開発も、製造も制限される。

　ならば、ワイルティア以外の国で行えばいい。

　しかもただの衛星国では露ろ見けんする。

　そこで、「敵国の領土内で開発と製造を行う」というプランを立てたのだ。

「オーガストには広大な国土と、莫ばく大だいな資源と膨ぼう大だいな国民がいます。しかし、革命政府故に、粛しゆく清せいを繰り返した結果、有能な知的階級……頭脳労働を行う人材が足りない」

　技術者や科学者と言った知的階級は、総じて国家の庇ひ護ごの下にある。

　なぜなら、これらの人材を確保することは、国家の技術力維い持じにつながるからだ。

　だが、革命政権であるオーガストは、前政権であった王室を滅ほろぼすと同時に、連座する彼らの命も大量に奪うばった。

　材料と道具はあるが、なにを作っていいかわからない巨きよ大だいな子ども――それが今のオーガストなのだ。

「上手い考えとも言えますよ。ワイルティアは資源に乏とぼしいが技術立国です。互たがいにないものを補い合う……交こう渉しようの基本ですよ」

　ゲーニッツは政府や軍部にすら無断で、オーガストと独自交渉を行い、ワイルティアの技術と、オーガストの資源を元に、オーガストの衛星国の一つで新型猟兵機の独自開発、ならびに生産を行おうとした。

「国際軍縮条約は、あくまで連盟加盟国に遵じゆん守しゆの義務がある。だが未加盟のオーガストならば査察が入ることもないし、報告の義務もない……おそらくはパイロットの育成訓練も含ふくめて、行うつもりだったのでしょうね」

「聞いた時は耳を疑った、悪魔と契けい約やくしましたと言われたほうが、まだ救いがある」

　ゲーニッツの計画は、単純な軍事力維持に留とどまらない。

　彼は、次なる戦争を――第二次エウロペア大戦を起こすつもりで軍備の増強を進めていたのだ。

「オーガストに猟兵機の技術供きよう与よを行えばどうなるか……先の大戦の十年分の戦死者を、半年で超えることになるだろうよ。そんなことを、あの男が気づかなかったわけじゃねぇ」

　知将として名を馳はせた男である、そんなことは全て理解していた。

　その上で彼が実行したのは、「相手が強くなっても、こちらがそれ以上に強くなればいい」という理り屈くつで動いていたからだ。

「本気で世界を取るつもりだったのでしょうね。だからこそ、軍縮前のワイルティアの軍備では足りなかった」

「こっからがさらに恐おそろしいところだ。この無む茶ちや苦く茶ちやな理屈を、担保するに足るものを、やつは見つけ出していた」

　それさえ手に入れれば、オーガストが今の倍の戦力を有しても、今の十倍の力をワイルティアは得ることになる。

　それができるものを、ゲーニッツは見つけ出していたのだ。

「そう、それを調べるために、アタシは遠路はるばるノアからやってきたんだから」

　突とつ如じよ、声がひとり増える。

　女の声、艶なまめかしい、妖よう艶えんと言ってもいい声こわ音ね。

「おや、フィアナさん、お戻りですか」

　声の主は、フィアナ・リーベラ――この道中の、三人目の同行者である。

「おい……アンタ、なんて格好してんだよ？」

　呆れた声で、ブリッツドナーは言う。

「知らないの？　サイード急行には、レストランにカフェ、バーまでついて、さらにはシャワー室まであるのよ」

「知っている。そんな話じゃなくて、なんでバスローブ一丁なんだって聞いてんだ」

　髪もまだ濡ぬれているフィアナの格好は、豊満なバストがこぼれんばかりの姿であった。

「あら、アタシの体に、何か問題でも？」

「恥はずかしくねぇのかって聞いてんだよ」

　バスローブの下には、当然なにも着ていない。

　いくらシャワー室があるからと言って、客室までの通路すら、彼女はその姿で歩いてきたのだ。

「あら、アタシは自分の体に恥ずかしいところなんて一か所もないわ。誰だれにだって堂々と見せられるもの」

「いやそういう意味じゃなくてな……」

　話の通じないフィアナに、ブリッツドナーは頭を押さえる。

「無む駄だですよ。フィアナさんは、常人と同じ基準で生きていませんから」

「あら、アンタが言う？　〝魔導師〟」

「僕ぼくだから言えるんですよ」

　ダイアンの言いように、フィアナは心外そうな顔をするが、言った当人は素知らぬ顔であった。

「まったく、科学者ってのは、どいつもこいつもこんなんばっかか……」

　かつてはその非常識っぷりでは数多くの伝説を残したブリッツドナー。

　だが、この二人を見ていて、まだしも自分は常識の枠わくを〝ちょっと〟はみ出た程度だと、再さい認にん識しきした。

　彼女――フィアナ・リーベラも、ダイアンと同じく科学者である。

　しかも、ダイアンをして、「世界最高レベルの一人」と太たい鼓こ判ばんを押すほどの。

「まったく、ワイルティアの男って、結局、生き真ま面じ目めっていうか、つまらない男が多いのよね。アタシには小さすぎるわ」

「ま、あなたを受け入れられるのは、大陸規模の大国家くらいでしょうね」

　フィアナは元ワイルティア人。しかし、とある理由があって、新大陸国家ノアに移民した。

「俺おれ……アンタの出演作見たことあるんだぜ」

「あら、そうなの？　サインいる？」

「いらねぇよ」

　ため息を吐くブリッツドナーに、フィアナはなおも遠えん慮りよする様子はない。

　彼女は、科学者であるが、それ以前は女優であった。

　正しく言えば、今も女優である。

　かつてはワイルティアの映画界を席せつ巻けんした、美び貌ぼうの映画女優だったのだ。

「あんなの公開したら、そら大おお騒さわぎになるだろ」

　だが、彼女がワイルティアに在住していた頃、出演したとある映画が、国内を揺るがす大騒動になった。

「あんなので騒さわぐなんて、問題にするほうがおかしいわ」

　彼女は出演作の中で、いわゆる「濡れ場ば」というべき、性的に大変過激なシーンを演じることを躊ちゆう躇ちよしなかった。

　本人曰いわく、「芸術的に意味があれば、拒こばむ理由はない」という理屈で、彼女の美貌の裸ら体たいがこれでもかと映された劇場は、連日大入り満員となった。

「美しいものはそれ自体が芸術なのよ、美しき草花と同じく、アタシの体はそれ自体が芸術なの！　そこにいやらしいだの、猥わい褻せつだのと異論を挟むほうが、邪よこしまな感情に支配されている証拠だわ！」
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「よくもまぁ……そんなだからワイルティアにいられなくなったんだろ」

「勘違いしないで、アタシがいられなくなったんじゃない。ワイルティアがアタシにはふさわしい国じゃなかったのよ」

　あまりにもヒットしたその映画は、同時に社会問題になる。

　これはポルノ映画だと揶や揄ゆされ、フィアナ自身も、「淫いん売ばい」と仇あだ名なされる。

　だが彼女は退くことなく、自分の芸術的表現が許される地へと移住した。

「まぁまぁまぁフィアナさん、とりあえずこちらどーぞ」

　そう言って、落ち着かせるように、ダイアンは客室の保冷庫から、瓶びん入りのビールを手て渡わたす。

「あらン、気が利きくじゃない？」

　シャワーを浴びた後の火ほ照てった体に、フィアナはビールを流しこむ。

「ワイルティアはビールだけは最高ね。これだけは、離れたのを惜おしんだわ」

　国相手にも一歩も引けを取らない美女にして女じよ傑けつ、それがフィアナ・リーベラであった。

「ワイルティアも、追い出したつもりの女優が、まさか科学者になって帰ってくるたぁ思ってもいなかったろうな」

　しみじみと、ブリッツドナーはつぶやく。

　フィアナ・リーベラといえば、ワイルティアにいた頃から、「恋こい多き女」として有名だった。そしてそれはノアに移ってからも変わりなく、多くの男達たちを愛し、愛された。

　ただし、一いつ般ぱんとはやや異なる男性の好みがあった。

「そりゃあ、ノアにはいい男がいっぱいいたから」

　くすりと、蠱こ惑わく的てきに微笑ほほえむフィアナ。

　彼女の男性の嗜し好こうは、容姿でも、財力でも、暴力でも、権力でもない。

　知力――彼女は頭のいい男をこよなく愛したのだ。

「あたしは頭のいい男が好きなの。その男の全てを知りたくなるくらいにね……それで気づいたら、今みたいになっちゃったのよ」

　彼女は、愛した男の数だけ、彼らの知力を己のものとした。

　元々、機械工学を学んだ才女ではあったが、異常なまでの吸収力は、天才というよりも、もっと別種の、異能の部類にあるのかもしれない。

「そんなに天才が好きなら、ここの〝魔導師〟さんはどうなんだ？」

「ふン？」

　皮肉げにダイアンを指差すブリッツドナーに、フィアナは馬鹿にしたような目をする。

「アタシは天才は好きよ？　この男は、そういう意味では最高クラス……でも、ねぇ？　〝紅蓮の鷹〟さん？」

　フィアナもまた、ブリッツドナーの経歴は知っている。

　意地悪く、試ためすようにその目を覗のぞき込む。

「どれだけ美味おいしい料理でも、毒は喰くらいたい？　アタシはやーよ、そういうこと」

　そう言うと、瓶に残ったビールを一気に呷あおった。

「アンタらの考えはよくわからんよ」

　ブリッツドナーは言うが、フィアナがダイアンにも匹敵する頭脳の持ち主なのが間ま違ちがいないことは知っている。

　彼女が電気工学の博士と、高名な音楽家の二人の男を愛して得た知識によって作られた、高度な電波技術は、世界の通つう信しん網もうに大きな革新を与えた。

　軍事方面では、実用化まであと五十年はかかると言われた、電探装置の開発の成功にも繋つながった。

　どちらの技術も、今後百年、世界の情報通信技術の根幹となるであろうものである。

「その世界の至宝たる頭脳を二つ『運んで』調べなきゃいけない物があるわけか」

「ええ、そうよ」

　ニコリと、フィアナは笑う。

　間違いなく美人である。

　この笑え顔がお一つで、心奪われる男は数知れないだろう。

「なにせ、それ一個で、とんでもない影えい響きようを与えるものなんだから」

　もっとも、ブリッツドナーの「好み」のタイプではないし、向こうにとってもそうであろうから、何の意味もない、自然に振る舞まって出てしまう色いろ香かなのだ。

「ゲーニッツが見つけた、オーガスト政府すら知らない、新たな〝扉〟――」

　美女の口からもれ出たのは、世界を左右しかねない遺物の存在であった。
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　小さな鉱山町オーガンベルツ、その片かた隅すみにある小さなパン屋トッカーブロート……とは、少し離れた場所にある、小さな整備工場――正しくは、元整備工場。

　一年ほど前に、主が体調不良から引退し、看板を下ろした。

　その作業場兼けん家屋の一室で、気を失っていたレベッカは目を覚ます。

「ん………？」

　もう日は昇のぼっている。窓から差す光の量から鑑かんがみて、自分は五時間ほど眠ねむっていたのだろう。最後に何があったか思い出だす。

　あの男、スヴェルゲン・アーヴェイの「父親だ」と称しようして現れた男を無力化しようと襲おそいかかった所、為す術もなく地に叩たたきつけられた。

　手も足も、体のどこも触ふれられていない。

　まるで、自分の体が、自分の命令を拒んだかのようであった。

（あの男は、一体何者なのですか……まるで……いや、それよりも……）

　そんなことより、今の彼女にとって、問題となるべき事案があった。

「ここは……？　まさか……？」

　レベッカは、室内を見回す。

　あまり広くはない、倉庫を改造したような一室。

　ベッドはあるし、机もあり、椅い子すもある。

　だがどのサイズもやや小さい、小こ柄がらな女性向け……ではなく、子供向けの大きさだ。

「え……なんで……？」

　少女は、日頃、機械的なまでに慇いん懃ぎんな口調を主としている。

　それゆえに、彼女の内面を知らぬ者が聞けば、無感情な人物かと思うだろう。

　そんな彼女が、こんなあからさまに狼ろう狽ばいの声を出すのは、かなり珍めずらしい。

「ええっ!?」

　彼女はこの部屋に見覚えがあった。

　この部屋が誰の物であるか、知っている。

　知っているからうろたえた。

　なぜ自分が、彼の部屋のベッドに眠っていたのか。

「あ、起きた？」

　その答えが出るより先に、部屋の扉とびらが開き、一人の少年が現れる。

　この元整備工場の主の孫にして、この部屋の主――ジェコブであった。

「ジェコブくん!?」

　彼の顔を見るや、レベッカはかんしゃく玉が弾けたようにうろたえる。

「な、なぜここに!?」

「いや、ここ僕の部屋だから」

「そ、そーでしたね……」

　レベッカには、この部屋も、この家も見覚えがあった。

　彼女は週の半分は、ベルンからわざわざやってきて、スヴェンたちを監かん視ししている。

　厄介な任務であり、機密性が求められる仕事でもあるため、主に軍用の定期輸送機にこっそり入り込み、貨物扱あつかいで往復している。

　その任務を彼女が粛しゆく々しゆくとこなしているのには、理由がある。

　それこそ、目の前にいる、ジェコブのためであった。

「どうしたのおねーさん……えっと、確かレベッカさん、だったよね？」

「は、はい……」

　ジェコブは、レベッカが猟兵機の支し援えんＡＩであった頃の主、ブリッツドナーの息子むすこ。

　彼女にとって、最愛の主と同じくらい大切な存在。

　彼を陰かげながら見守るためにも、オーガンベルツとの往復を行っていたのだ。

「な、なぜ私はここにいるのでしょうか……？　教えていただけますか？」

「ん？　スヴェンが連れてきたんだよ、はいコーヒー、飲む？」

　レベッカの問いに、マグに入れたコーヒーを渡わたしながら、ジェコブは答える。

　時間を四、五時間ほど巻まき戻す――

　マイッツァーに完かん膚ぷなきまで叩きのめされたレベッカ。

　足を負傷し、気絶した彼女をどうしたものかと、スヴェンは思案あぐねる。

「このままほっとく……わけにゃまいりませんわねー…」

　放っておいたとしてもどうにかなるほど、人間型猟兵機はやわではない。

　レベッカならば、まず死にはしない。

「う～む……」

　昔のスヴェンなら、「役に立たないヤツですわね」とでも言って、捨て置いただろう。

　彼女は、ルートと、彼が大切にしている相手以外には、驚おどろくほど淡たん白ぱくなのだ。

　だが――

「一応、借りもありますしねぇ」

　以前、ゲーニッツによって、自分の心と体の自由を奪われた時、彼女が手助けしてくれた。

　それはそれで、レベッカの側にも理由があったからなのだが、それでも、借りは借りである。

「うんとこどっこいしょ」

　仕方なくとばかりに担かつぎ上あげ、どこか安全な場所に運ぶことにした。

　だが、トッカーブロートに運ぶ訳にはいかない。

　あそこにはマイッツァーもいるし、なによりルートに迷めい惑わくがかかる。

　何も言わずに彼女を預かってくれて、面めん倒どうを見てくれる相手となると……

「あそこしかありませんわねぇ」

　かくして、スヴェンはジェコブの家に向かった。

　そして時間は元に戻る。

「びっくりしたよ。夜明け前にスヴェンが来てさ、『何も聞かず、しばらく預かってくれ』って、おねーさん連れてきた時は」

「そういう……ことですか」

　ジェコブより事情を聞き、ようやくレベッカは納なつ得とくする。

　確かに、このオーガンベルツの中で、彼女を匿かくまってくれる場所は、ここくらいだろう。

「これは……お恥ずかしい……」

　レベッカにとって、ジェコブはこの地上で誰よりも優先して守る相手と決めた存在である。

　その彼かれの前でのこの醜しゆう態たいは、彼女にとって自分で自分を許せなくなる話だった。

「久しぶりだよねぇ。前に王都のゴタゴタの時に会って……でもおねーさんいなくなっちゃって……お別れもできなかったから、ちょっと寂さびしかったんだよね」

　そんなレベッカを励はげますように、ジェコブは努めて陽気に語りかける。

　王都での騒そう乱らんの時、レベッカは敵との戦いで重傷を負い――否、深刻な損傷を負ってしまった。腕うでが砕くだけ、顔面にも傷を負い、見ればひと目で、機械だとわかるほどの。

　己の正体を明かせぬレベッカは、ジェコブらに別れを告げず、損傷を受けた体を引きずり、その場から撤退したのだ。

「あの時は……その……失礼いたしました……」

　普段の口調とはまるで違ちがう、本当に心から相手に申し訳ないと感じての彼女の顔は、それこそ、彼女を人間の姿に生まれ変わらせたダイアンでさえ見たことがないだろう。

「あ、いや、そうじゃなくてさ……あの、えっと、また会えて、嬉うれしいな……って思ったんだ」

「ふぇ―――!?」

　はにかみながら告げるジェコブを前に、レベッカは奇き声せいにも似た声を上げた。

「あ……………」

　そして同時に、まとっている服以上に、髪かみや目の色以上に、彼女の顔は、耳まで真っ赤になっていた。

「あああああ………」

　スヴェンとレベッカ、ともに、主への思いから心を芽生えさせ、少女の体を得た人間型猟兵機。しかし、この二人の心の方向性は、やや異なる。

「うわぁああああ………」

　レベッカにとってのブリッツドナーは、異性としての恋れん愛あいの対象というよりも、自分をこの世に産み落としてくれた父親にも等しき相手。

　自分が支援ＡＩであった頃ころより、最愛の女性だと語っていたシャロデ――ジェコブの母親――と、いつか平へい穏おんで幸せな日々を送ってほしいというのが彼女の願いだ。

「なあああああああ……」

　それゆえに、主の幸せに不可欠な、ジェコブを守ることを使命と考えていたレベッカではあるが、父親に代わって彼を見守り続けた結果、新たな心情の変化が訪おとずれていた。

「ふえええええ………」

　父の面おも影かげを強く残し、かつ父親以上の愛らしさを誇る少年ジェコブへの強い、とんでもなく強い親愛の念であった。

「あ、あの……おねーさん？　大だい丈じよう夫ぶ？　えっと……」

　少年の自然に放った一言に、これでもかと心を乱しまくるレベッカ。

　その姿を見て、ジェコブは少しうろたえていた。

「すいません……少し、その……かなり、がっつり、心を持ってかれました」

「どういう意味？」

　ジェコブに「また会えて嬉しい」と言われたことが、あまりにも嬉しくて、紅の少女は心を事象の彼方かなたにふっとばしてしまっていた。

「とりあえず、しばらくウチでゆっくりしていきなよ。おねーさんには色々とお世話になったんだし。ね？」

「あ……はい……」

　ジェコブに言われ、レベッカは素す直なおに従った。

　彼かの女じよの脳内では、キラキラに輝かがやくジェコブから「ここにいろよ」と、口説かれた情景に変へん換かんされていた。

（これが……天国でしょうか……!!）

　かつてない多幸感に包まれるレベッカ。

　本来なら任務中であり、勝手に監視対象者に接せつ触しよくするのはご法はつ度となのだが、そんなことはもう彼女の頭の中にはなかった。

　幸い、自分に監視任務を命じたダイアンは、「しばらく王都を離はなれる」と言って、どこぞへと姿を消してしまったのだし、しばらくここで幸せを味わっていてもいいかと考えた。

「スヴェルゲンに、まさかこんな形で恩を売られるとは……」

「なにか言った？」

「いいえ、なにも」

　思わずこぼした一言をジェコブに聞かれ、レベッカはなるたけ感情を抑おさえて否定するが、その心は、春はる爛らん漫まんとばかりに浮かれていた。
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　パンにはいろんな種類がある。

　それはもう、国ごとに様々あり、ワイルティア人など、生来からの生真面目な国民性なのか、小麦と大麦とライ麦の配合比率ごとに種類を細かく分けてパンを焼く。

　紳しん士しと紅茶の国グレーテンでは、やはり紅茶によく合うスコーンやクランペットが、芸術の都を首都とするフィルバーヌでは、時に顎あごが疲つかれるほど硬かたいバタールやバゲットが愛される。

　絵画や音楽や文学も、その国の文化を表す大きなものだ。

　だが、人間ならば誰もが行う普ふ遍へんの行こう為いに密接する「食」の文化は、よりその国々の内面を表すのかもしれない。

　そして――

「もががががががっ……!?」

　トッカーブロートの窯かま場ばにて、少女のうめき声が響ひびく。

「ミリィ、ミリィしっかりして!!」

　目の玉をぐるぐるに回し、卒そつ倒とうしたのは、トッカーブロートの見習いパン職人ミリィ。

　そして、そんな彼女を店主ルートが揺ゆり動うごかす。

「ダメだ……もう限界だったんだ………！」

　ルートは首を振ると、静かにミリィを床ゆかに寝ねかせた。

「あちゃー、おじさん、悪いことしちゃったかなぁ」

「いやぁ、いつものことですよ。ただちょっと許容量オーバーしたみたいですね」

　申し訳なさそうに言うマイッツァーに、ルートはフォローの言葉を返す。

　ミリィの口には、焼きたての大変うまそうなパンがくわえられている。

　それは、とても珍しい形のパンだった。

　渦うず巻まきのように拗じられ、さながら山羊やぎの角のような、紡ぼう錘すい形をしている。

「少し、食べさせ過ぎたみたいですね。これ、えっと、コルネットでしたっけ？」

「いや、コロネさ。チョココロネって言うんだよ」

　ミリィが倒たおれたのは、トッカーブロートに留まるようになった、自じ称しよう〝スヴェンの父親〟のマイッツァーが、「世話になってばかりじゃ申し訳ないから」と、パン焼きを手伝い始めたのがきっかけであった。

「しかしここまで喜んでくれると嬉しいなぁ」

　素人しろうとが手伝いをしても――と思われたが、マイッツァーは、「パン焼きなら、昔教わったことがある」と、プロであるルートも驚くほど、鮮あざやかな手さばきで生き地じをこね、成形し、焼しよう成せいし、見事なパンを作り上げた。

　その味は素す晴ばらしく、片かたっ端ぱしから味見したことで、食くいしん坊ぼうなミリィは美味うまさのあまり、ついにぶっ倒れてしまったのだ。

「それにしても、その……マイッツァーさん？　あなたは、どこでこんなパン焼きの技術を学んだんですか？」

　窯場で同じく味見をしていたルートは、その出で来き栄ばえに驚く。

　材料はトッカーブロートにあったものを使っている。

　つまり、いつも自分が使っている材料だ。

　だからこそ、マイッツァーの腕うで前まえが、より顕けん著ちよに伝わった。

「ちょっとやそっとで身につくレベルじゃないですよ」

　もしかして、自分よりも数段上かもしれない味わいに、ルートはただただ驚いていた。

「まぁおじさん、長生きしているから。その分、ね？」

　だがマイッツァーは、驕おごることなく、陽気な笑顔で返す。

「それに、作るパンも……見たこともないものばかりです。一体、どこの国のパンなんですか？」

　ルートが学んだパン焼きの技術は、ワイルティアとフィルバーヌの間にある国、ハウゲン仕込みである。

　その後も、エウロペア各国の、様々な国のパンを学び、ある程度は自分の腕と知識には自信があったが、彼の焼くパンは、見たこともないものばかりだった。

「このジャム入りのパン、いいですね。パンというより、まるでお菓か子しのようだ」

　ルートが手にしているのは、トッカーブロートで売られている手作りの杏あんずのジャムが入った、ジャムパンと呼ばれるものであった。

「あとこっちのはカスタードクリームが入っている。こんなの食べたことありませんよ」

　マイッツァーの作ったパンは、生地は共通ながら、「具材」とも言える中身を変えることで、様々な味わいを見せていた。

　こんな発想のパンは、ルートは初めて見る――わけではなかった。

「………なんかさ、この店で売ってる、アンパンに似てるよな」

「あ、起きたのかい、ミリィ」

　いっぺんに美味いものを食べすぎて倒れていたミリィが、ようやく意識を取とり戻もどす。

「たぶん、これは同じ発想で作られたものだと思うんだよ」

　起き上がった彼女に、ルートは言う。

　トッカーブロートの名物の一つ、アンパン。

　甘あまく煮にた豆のペーストを、パンで包つつみ込んで焼き上げたものである。

「マイッツァーさん、あなた……ヤマトに行ったことがあるんですか？」

　ルートは、アンパンの作り方を、兵隊時代、同盟国ヤマトとの文化交流の際教わった。

「俺にアンパンを教えてくれた、ヤマトの料理人の人が言っていたんです。『ヤマトは元々、コメ食いの民族だから』と――」

　エウロペア大陸とは異なる文明圏けん、エイジア大陸の国々は、麦ではなくコメを多く食する。

　その中でも、ヤマトはコメが経済や国力の指標に使われたほどで、コメへの思い入れは特に強い。

「エウロペアにもコメはありますが、冷めると味が格段に下がります。でもコメ好きのヤマトの人たちは、長い時間をかけ品種改良を行い、冷めても美味しいコメを作った」

　それにより、ヤマトの民は、コメを塩で固めて作る「オニギリ」という料理を好み、中に様々な具材を入れることで、多くのバリエーションを生んだ。

「そうなんだよルート君。俺のパンはヤマトで学んだんだ。面白おもしろいものだろ。パンで何かを挟むのではなく、上に何かをかけたり塗ぬったりするのでもなく、内側に内包する……エウロペアのパンにも同様のものはないわけではないが、ヤマトの人たちはこういうのを好むらしい」

　同じパンでも、その焼き方、食べ方で、その国の文化が見える。

「彼の国はなかなかおもしろくてね。異国の文化を急速に取り込み発展している。それがまさに、このパンに見えないかね？　ジャムやチョコクリームを内側に取り込み、新しい味わいを生んでいる」

　内包するという個性から見える、ヤマトの人々の文化や思考を、マイッツァーは楽しげに語る。

「俺が作ったパン……カシパンは、君が知るアンパンを作ったのと同じ職人が開発したものなんだよ。なかなかおもしろいだろう」

　エウロペア大陸広しと言えども、アンパンを作っている職人はごく僅わずかだろう。

　ましてや、それに関連する、カシパンなど、ほとんど伝わってはいない。

「良ければ、他にも教えていただけませんか？」

　ルートは素直に、マイッツァーに教えを請こう。

　職人気質かたぎという言葉がある。

　一つの技術を専門とし、極きわめようとするものは、時に偏へん屈くつとも見える態度であらねばならないと言われる。

　しかし、ルートにとってのパン職人としての誇ほこりとは、「少しでも美味いものを作り、食べる人に喜んでもらうためなら、自分の誇りなど度外視する」という、「プライドを捨てるプライド」であった。

「いいとも！　いやぁ、良かった。俺の経験が君の役に立つのなら、こんな嬉しいことはない」

「ありがとうございます！」

　礼を言うルートに、マイッツァーは快活に笑う。

「ウチの娘むすめが世話になっているんだ。こんなのお礼のうちにも入らない」

　その言葉は、半はん端ぱなおためごかしではなく、心からルートの役に立てることを喜んでいる顔であった。

「ところでミリィ君？　そのウチの娘はどこ行ったか知らないかい？」

　店は昼前の、繁はん忙ぼう期きの直前。

　スヴェンがいなくとも回らないことはない時間だが、その姿が見えないことに、マイッツァーは訝いぶかしむ。

「え？　この時間だと、学校とか鉱山に、パンの納品に行っている時間だよ」

「ふぅん……」

　わずかに、なにかを思案するマイッツァーの口元から、笑顔が消えた。

「まぁ、いいか……」

　そして再び、にやりと口端を上げる。

　その僅かな表情の変化は、ルートからは陰かげになり見えず、ミリィにはその違いに気づけなかった。

　カラン――

　その時、まるでちょうどタイミングを見計らったように、店の扉が開く。

　現れたのは、まさに会話に出てきたスヴェンであった。

「あなた……なにをしていますの……」

　いつもなら、トッカーブロートの看かん板ばん娘むすめとして、笑顔を絶やさぬ少女が、ピクピクとこめかみをひくつかせていた。

「なにをしているって、ルート君とパンを焼いていたのさ。この店はパン屋だろ？」

「よくもぬけぬけと！」

　笑顔で答えるマイッツァーに、スヴェンはさらに怒いかりをにじませる。

　トッカーブロートの窯場は、ルートの聖域である。

　自分でさえも滅めつ多たに足を踏ふみ入いれない場所に、のうのうと入り込んでいるマイッツァーの姿は、スヴェンを激しく苛いら立だたせた。

「お前さぁ、もうちょっと〝お父さん〟への言こと葉ば遣づかいってものがあるだろ、スヴェン」

「馴なれ馴れしい！」

　飄ひよう々ひようとした物もの腰ごしのマイッツァーに、スヴェンは敵意を込めて睨にらみつける。

　このままダラダラとトッカーブロートにこの怪かい人じんを置き続けていればどうなるか、始終見張ることが出来るならばいいが、スヴェンの仕事は接客以外に多た岐きにわたる。

　役所や鉱山の食堂、学校への納品など、強面こわもてのルートに代わって彼女が仕切っているのだ。

　その間に、マイッツァーが何をしでかすかわかったものではない。

（この男がわたくしの正体を知っているからといって、それを理由に主さまに害が及およべば、元も子もない………！）

　ただの怪あやしげな男ではない。

　人間型猟兵機二体がかりでも手傷も負わせられない相手なのだ。

「正体知られたくないんだろ……なら、ここはおとなしくしといたほうがいいんじゃないか？」

　ボソリと、スヴェンにしか聞こえない程度の声で、語りかけてきた。

「貴様ッ……！」

　スヴェンの中で、焦あせりと、憤いきどおりと、悔くやしさに火がついた。

　この男の企たくらみがどこにあるかわからない。

　しかし、またあんなことになるのだけは嫌いやだった。

　ゲーニッツによって、心と体の自由を奪うばわれ、ルートを危険に晒さらしたあの一件。

　あれを繰くり返かえすのだけは嫌だった。

「殺すぞ……！」

　スヴェンもまた、マイッツァーにしか聞こえぬ音量で、ただし、ありったけの憎ぞう悪おを込めた声で睨みつける。

「どうしたんだい、スヴェン」

　さすがに声は聞こえずとも、二人の態度のおかしさに気づいたルートが声をかけた。

「え、いや、あの……」

「なんかさぁ、アンタら、妙みようにギスギスしてんな」

　そして、ミリィもまた、二人の態度のよそよそしさを怪しむ。

「ええっと……」

　慌あわてるスヴェンであったが、さらにミリィが続けた。

「すごくよく似た親子だな」

「はぁ？」

　あからさまに不ふ愉ゆ快かいそうな声を上げるスヴェン。

　彼女にとっては大変不本意なことに、何故なぜか周りからは、「よく似た雰ふん囲い気きの親子だ」と受け取られている。

　ミリィやジェコブだけではない。

　この数日、店に訪れた人たちは、マイッツァーが「スヴェンの父」と聞いて、皆一様に同じ感想を述べられた。

「不愉快な話ですわね……」

　思わずそう漏もらしてしまうスヴェンであった。

「聞いたわよー、スヴェンさんのお父さんが来たんですって？　あらホントそっくり」

　そのタイミングで、店の扉を開き、丘おかの上の教会のシスター、マレーネが現れるや、開口一番言い放つ。

「あなたまでですの！」

「え、なに!?」

　怒ど鳴なりつけるスヴェンに、萎い縮しゆくするマレーネ。

「ああもうどいつもこいつも！」

　憤ふん慨がいするが、スヴェン自身は気づいていない。

　日ひ頃ごろ、彼女はルートや、その友人たちを除けば、どこかよそよそしい。

　外見を取り繕つくろうため、「理想的な少女」を演じているところがある。

　その彼女が、ここまで辛しん辣らつに敵意を露あらわにする相手というのが、かえって「父親に辛辣に当たる年とし頃ごろの娘」に見えてしまうのだ。

　だが、それだけではない――

「どこが似てますのよ、不愉快ですわ！」

「似てるじゃない。何ていうか……雰囲気が」

「またそんなフワッとしたもの言いされても!?」

　マレーネに言われ、なおも不ふ機き嫌げんさを隠かくさないスヴェンだったが、二人の雰囲気は確かに似ていた。

　髪の色こそ違うが、肌はだの色は同じ、そしてどちらも同じ、〝赤い瞳ひとみ〟であった。

「なんていうのかしら、あなた結構底知れないとこあるじゃない？」

「むぐぅ……？」

　マレーネは、スヴェンの正体は知らない。

　しかし、彼女がかつてオーガンベルツに襲しゆう来らいしたテロリストを素す手でで撃げき退たいしたことは知っている。

　片かた田舎いなかに住む聖職者が、まさか目の前の少女が機械じかけの人型兵器などと、考えつくほうがおかしい。

「冷静に考えなさいよ。あなた、少なくとも『普ふ通つうの女の子』じゃあないでしょ」

「まぁ、それは、そーでございますけど」

　マレーネがスヴェンの経歴をあれこれ聞かないのは、単純に、彼女もまた過去に色々あった人間なので、「話したくない過去は誰だれにでもある」というだけの話なのだ。

「そこのおじさまも、ただの男前って感じじゃなさそうだし……だけど、あなたの父親だって言われたら、なんか納得できるのよね」

「いやぁ、男前だなんて、俺おれの方こそ、こんな美人のシスターさんにほめていただけると嬉しいねぇ」

　二人の会話に入りこむマイッツァーに、スヴェンはあからさまに嫌な顔をした。

「ちょっとあなた、入ってこないでくださいまし！」

「おいおい、あなたはないだろ？　ちゃんとホラ、〝お父さん〟って呼んでみ？」

「誰が！」

「もしくはパパでもいいんだぞ？」

「もっと御ご免めん被こうむりますわ[image: ]」

　ヘラヘラと笑うマイッツァーに、スヴェンは目を三角にして怒鳴りつける。

「……………」

「……………」

「……………」

　そんな二人のやり取りを、ルートやミリィ、そしてマレーネは無言で眺ながめている。

「あ……」

　我に返るスヴェン、あわてて取り繕う。

「ほ、ホラね！　全然親子らしくないでございましょう？　子が親にこんな態度とりませんでしょうに～」

　似た者親子扱いされたことが不服だったスヴェンは、「親子ではあるが似てはいない」と主張しようと必死であった。

　しかし、返ってきた反応は、思おも惑わくに外れたものだった。

「いや、すごく親子らしいなって……」

　冗じよう談だんでもからかうのでもなく、マレーネは真しん剣けんに答える。

「だからどこがですの!?」

「だって、親子ってそういうもんでしょ？」

「え―――？」

　言われても、スヴェンにはわからない。

　彼女には親がいないのだから、「親子の会話」というものがわからない。

「子どもって、大きくなったら、親のことをうっとおしがるものじゃない？　けっこうよく見るわよ、普ふ段だんは物もの腰ごし穏おだやかなのに、親が友だちの前に現れると、途と端たんにぞんざいに扱う子」

「いや、それとは、事情が……」

　異なる――と言いたかったが、スヴェンは言葉に詰つまった。

　いつもの自分ならば、もっと上手うまく立ち回れる。

　あからさまに態度を変えてしまうこともない。ルートたちに怪しまれないよう、それこそ「親子っぽく」振ふる舞まうこともできた。

　だがそれはできなかった。

　しようと思う気さえ起きず、自らの感情の発はつ露ろを抑えられなかった。

　こんな相手はそれこそ、ルートくらい――

「って、んなわきゃねぇですわよ!!」

「うわ、びっくりした!?」

　いきなり叫さけびだしたスヴェンに、マレーネがたじろいだ。

　スヴェンにとって、ルートはこの世に比べるもののない、自分の命よりも大切な相手。

　それと、好感と嫌けん悪おの差はあれど、素の感情が相手という意味では同格の存在など、いるわけがない。

　いや、いてはならない、とさえスヴェンは思った。

「まぁまぁまぁ落ち着けって、な？」

「あなたが言わない！」

　そんなスヴェンの思いを知ってか知らずか、なだめようとするマイッツァーを、さらに怒鳴りつけた。

「あんまり、感情的になりすぎねぇ方がいいと思うぞ」

「だからあなたに――」

「いや、世の中にはいろんな人がいるもんだし」

「は？」

　言うと、マイッツァーは、視線でルートたちを示す。

「いいもんだな、親子って……」

「そうだね………」

　ルートとミリィの二人が、寂しげな笑え顔がおになっていた。

「あ………」

　ようやく思い至るスヴェン。

　この二人は、父親どころか母親すらいない。

　先の大戦で、二人とも両親を失ってしまったのだ。

「あの……えっと……その………」

　失ってしまった者たちからすれば、毒づくことも、ケンカをすることも、もうできない、うらやましいことなのだ。

　そのことに気づいたスヴェンは、どう返していいかわからない、たいへん気まずい気持ちになった。

「もうちょっとさ、周りに気を遣つかえよ……な？」

「ぐぅ！」

　おそらく、わずかな会話と、二人の反応から、そこらへんの事情を察したのであろうマイッツァーに窘たしなめられ、スヴェンはぐうの音しか出せなかった。

「スヴェン……気持ちもわかるけど、親おや御ごさんを大切にしなきゃ」

「そうだぜ……仲良くしろよ」

　ルートとミリィの二人がかりで、やんわりと告げられ、彼女には返す言葉がなかった。

「ああああああ………」

　スヴェンは、頭を抱かかえて懊おう悩のうした。

　このこんがらがった状態がいつまで続くのか、いつまで続けねばいけないのか、マイッツァーが何者で、何を目的としているか――そんなことさえ「どうでもいい」と思うほど、彼女は困っていた。
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　一方――王都ベルンでは、訪れたダグラス将軍の歓かん迎げいセレモニーが行われていた。

「クキュ？」

　ベルン市長の、ワイルティアとノアの親善を称たたえるスピーチが行われる。

「クキュ？」

　ワイルティア軍軍楽隊による、ノアの国歌、並びにワイルティア国歌の演奏のもと、集まった議会の大物政治家や、軍の高級将校の前で、両国の親善を称える歌を、ヒルダが歌い上げる。

「クキュキュ？」

　さらに、両国の国旗が掲けい揚ようされ、大きな拍はく手しゆが起こる。

「クキュゥ……」

　その間ずっと、ペンギンのダグラス将軍は、壇だん上じようを退たい屈くつそうに、パタパタと手をパタつかせうろついていた。




「胃が痛い!!」

　そして休きゆう憩けい時間――警備隊の詰め所しよにて、ソフィアはうずくまった。

「ルンテシュタット少しよう佐さ殿どの!?」

　そのシャレ抜ぬきにつらそうな姿を見て、ヒルダは駆かけ寄よる。

「軍や政府のお偉えら方がたの目が痛い……!!」

　ワイルティア人は、基本的に真ま面じ目めで勤勉な国民性を持つ。

　そのため、一度決めたプログラムやルールは、きっちりと最後まで行う。

　ゆえに、やってきた相手がたとえペンギンでも、「国こく賓ひん待たい遇ぐう」と決まったならば、それに基もとづき接待してしまうのだ。

　それ故ゆえに、ペンギン相手にも大おお真ま面じ目めにしていなければならないのだ。

　どちら様も、お忙いそがしいお偉えらいさん。

　その「なんでこんな茶番に付き合わねばならんのだ！」という非難の目は、全すべて、ことごとく、ソフィアに向けられてしまった。

「私が悪いんじゃないのになぁ……」

　よよよと、涙なみだすらにじませる、鉄の女の姿がそこにあった。

　ソフィアはあくまで、セレモニーの警備責任者でしかない。

　だが、古今、ハズレくじを引かされるのは現場の人間である。

「ノアは一体何を考えているんでしょうか。我わが国くにをバカにしているのでしょうか」

　憤慨した声で言うヒルダ。

　軍の高官をよこすと言われ、現れたのがペンギンでは、こうも言いたくなる。

　が――

「いや、そういうわけじゃないんだ……」

　そんなヒルダを、ソフィアは痛む胃を押おさえつつ、制する。

「え？」

「よくある話なんだよ、こういうの」

　不思議そうな顔のヒルダに、どこから買ってきたのか、プレッツェルをぱくつきながら、緊きん張ちよう感のない声でリーリエが言う。

「どういうことだよ、リーリエ？」

「軍隊が動物をマスコットにすることって、多くてね」

　軍用動物――という言葉がある。

　軍隊において、例えば通信手段として伝でん書しよ鳩ばと、人間以上に優すぐれた嗅きゆう覚かくで埋まい設せつされた地じ雷らいを発見する軍用犬など、軍隊において動物の担になう役割は大きい。

　だがそれ以外にも、時にそれ以上に、彼らにしか出来ない役割がある。

　それが……癒いやし、である。

「グレーテン帝てい国こくではヤギを飼っているし、オーガストなんてクマを飼ってるらしいよ」

「マジか……」

　リーリエの話に、ヒルダは信じられないという顔になる。

　むくつけき軍人たちが、動物に癒やしを得ている光景というのは、ちと想像が及ばない。

「ワイルティアでもその風習はある……」

　そこにさらに、ソフィアが加わる。

「ワイルティア海軍の軍ぐん艦かんには、猫ねこを乗せるものも多い……昔から、猫を乗せた船は沈まない、という言い伝えがあるからだそうだ」

　無論、そんな言い伝えを本当に信じているわけではない。

　だが、軍隊とは、明日にも死ぬかも知れない命がけの仕事。

　ほんの些さ細さいな〝おまじない〟でも、心を支える一助になり、心を癒やす支えとなる。

「ダグラス将軍も……おそらく、そういったもののひとつなのだろう」

「ですが……だからって、将軍なんて……紛まぎらわしい」

　軍隊が動物を飼うことはわかった。

　だが、こんなややこしいニックネームを付けなくても、と思うヒルダであったが、そこに再びリーリエがクチを挟はさむ。

「違ちがうみたいだよ。将軍はニックネームじゃなくて、正式な階級みたいだよ」

「ウソ!?」

　現在学生の身分だが、ヒルダは元親衛隊である。

　その時の彼女の階級は准じゆん尉い、これでも、年ねん齢れいから考えればかなり高位である。

　だが、将軍は、最下位の准じゆん将しようであっても、彼女よりも八階級上になる。

「ボクは……アレに敬礼せにゃならんのか!?」

　意外な事実に、困こん惑わくする。

「なんでもね、ノアでは軍のマスコットとしてペンギンを飼う習慣があってね。で、その階級は世せ襲しゆう制せいなんだって」

「なんじゃそら」

　通常、当たり前だが、軍の階級は一代限りである。

　だが、相手はペンギンである。

「なにかしらおめでたいことがある度に昇しよう級きゆうして、代だい替がわりを続けたんで、どんどん出世したみたいだね。一応、ノア軍の将官一覧にも登録されているよ」

「なんだかなぁ」

　ノア側は、決して嘘うそはついていない。

　だが、それならそうと、最初から言っておいてしかるべきものではある。

　普通、「今度来られるそちらの将軍、人間ですか？」とは確かく認にんすまい。

　やればやったで、そっちのほうが問題になる。

「やっぱり、ノアはワイルティアに良い感情を持ってないのかな」

　ため息を吐きつつ、ヒルダは言う。

「ううむ」

　困ったような顔で腕うでを組むソフィア。

　なんとも、否定も肯こう定ていも出来ない状じよう況きようだった。

「現在の国際情勢を鑑かんがみれば、世界を仕切っているのはワイルティアとオーガスト、そしてノアの三国とも言える。ノアがワイルティアを敵対視しているとなると……不味まずいな」

　ペンギンを寄よ越こし、もしこれでバカにするなと怒り出せば、それをきっかけに「勝手にそっちが勘かん違ちがいしてきたくせに、逆ギレしてきやがった」という構図にできる。

「外交の基本は、相手を怒おこらせること、なんて言った人もいたからな。ありえるのが怖こわい」

　ため息を吐くソフィア。

　彼女は軍人である。外交官ではない。

　この手の、タヌキとキツネのバカシあいは、専門外なのだ。

「ん～～……そんなつもりでもないみたいだけどなぁ」

　そこに三度、リーリエが口を挟む。

「向こうにもなにか事情があったみたいだよ？　少なくとも、ワイルティアの人たちが歓迎セレモニー開いてくれて、嬉うれしかったみたいだし」

「なんだよ、急に」

　本日やってきたのは、ペンギンのダグラス将軍だけではない、そのお付きの者たちもいる。

　彼かれらは皆、青い顔をしており、緊張に満ちた表情で、ほとんど口を利きこうとしていない。

「誰が言ってたんだよ。そんなの」

「本人が」

「本人？」

「お～い、こっちおいで」

　怪け訝げんな顔をするヒルダの前に、リーリエは物もの陰かげに隠れていたある相手を呼ぶ。

「え………？」

　その姿を見て、ヒルダの顔が凍こおりつく。

「は……？」

　ついでにソフィアの顔も凍りつく。

「クキュウ～～！」

　そこにいたのは、ペンギンのダグラス将軍だった。

「ヒルダのお歌、とってもステキだったわよね」

「クキュ！」

　リーリエに話しかけられ、嬉しそうに鳴く、ダグラス将軍。

「ね、ホラ、言ってるで――いたたたたたた!?」

「オマエ、なにやってんだー!?」

　あまりのことに、気絶しそうになるのをぐっと堪え、ヒルダはリーリエの胸むなぐらを締しめ上あげる。

「どっから連れて来た！　どうやって連れて来た！　なんで連れてきたぁ[image: ]」

　ペンギンと言えど国こく賓ひんである。

　もし何かあれば、即そく、国際問題となる。

「ふあああああっ!?」

　あまりの事態に、ついに失神しかけるソフィア。

「ルンテシュタット少しよう佐さ、気をしっかり！　オマエ……なんてことしてくれて……」

　泡あわを吹ふきかけているソフィアを抱だきかかえながら、ヒルダは泣きそうな声で言う。

「普段から何考えているかわからないとこあったけど、こんなとんでもないことを……」

　基本的に、ヒルダはリーリエを大切な友人だと思っている。

「いたずらで済む話じゃないぞ……どうすれば……」

　だからこそ、こんな大事を起こしてしまった彼かの女じよを、なんとかして助けたいと思っていた。

　誰にどのように謝あやまれば、穏おん便びんに済ませることができるのか――そのことを考え、頭を必死で回転させるが、いい方法は浮うかばない。

「えっとね、ヒルダ、どうしたの？」

「オマエ……」

　そんなヒルダの必死さもどこ吹く風かぜで、むしろ必死になっているヒルダこそおかしいと言わんばかりに、リーリエは問いかけてきた。

「だから――」

「このコ、助けてほしいんだって、ヒルダたちに」

「は？」

　怒鳴りつけようとしたところで、リーリエの言葉に、ヒルダの声が止まる。

「助けてって……なに言ってんだよオマエ」

　先さき程ほどからの口調が、ちょっと怪しくて、もしかしてとは思ったが、まさかそんなことは言うまいと、あえて流してきた。

「まるで……その……わかるみたいじゃないか？」

　掴つかみどころのない少女だが、「そこまで」ではあるまいと思っていた。

　ある意味、祈いのりにも似た思いであった。

「わかるよ。ダグラス将軍がなんて言ってるか」







[image: ]







「うわぁあああああああ[image: ]」

　世の中には、いろんな人間が居る。

　そしてさらに言えば、年代によっても、その性格や思考は大きく変わる。

「おい、その、お前の友だち……アレか？」

　失神寸前の状態から回復したソフィアが尋たずねてくる。

「いや……そっち系ではなかったはずなんですがねぇ……」

　曖あい昧まいな顔で返すヒルダ。

「よくあるんだ。こういうの。花の声が聞こえるとか、動物とおしゃべりできるのとか言い出だすヤツが。私の士官学校時代もそういうヤツがいた！」

「そういう方法で、自分に個性付けたがるヤツいますよね」

「ああ、さらに進むと、霊れいの声が聞こえるとか言い出すんだ」

「さらに進むと、神の声が聞こえだすんですよね」

「それはまた別の話だ」

　リーリエに背中を向け、聞こえる音量でひそひそ話す二人。

「なんか私、不思議ちゃん扱あつかいされてるの？」

　そんな二人に、不服そうな顔で言うリーリエ。

「違うってば、この子が言ってるのよ。わかるの」

「わかるってオマエ……なんだよ、なんて言ってんだよ」

　もう呆あきれたとばかりに、ヒルダは問い直す。

「リーリエちゃん大好きー、僕ぼくとお友達になって！　とか言っているのか？」

「ちがうよー」

　庇かばい立だてする気も失うせたとばかりに尋ねるヒルダに、リーリエは返す。

「助けて殺される、だって」

「は――――？」

　返ってきた不ふ穏おんな言葉に、ヒルダの表情が固まる。

「クキュ……」

　さらに、それまで黙だまっていたダグラス将軍が、つらそうな鳴き声を上げた。

「えっとね、群れ……違うな、お供の人だね……それがみんな殺された。助けて。だって」

「おい……ちょ……マジか………？」

　緊張感のないリーリエの声。

　だが、だからこそ真しん実じつ味みがあった。

　彼女は掴みどころのないところはあるが、人の生死を、少なくともヒルダの前で冗談混じりで話すようなことはしない。

　なぜなら、それはヒルダが最も嫌がる行こう為いだからだ。

　彼女の嫌がることを、リーリエは絶対にしない。

「待て……ヒルデガルド」

　困惑するヒルダを、ソフィアが制する。

　さっきまでの、胃痛に腹を押さえていた苦労人の顔ではない。

　歴戦の兵士、死地をくぐり抜けた者の目をしていた。

「ダグラス将軍の……足を見ろ」

　水かきのついたペンギンの足、そこに赤いものが付いていた。

「これは……」

　おそるおそる、ダグラス将軍に手を伸のばし、足の裏を見てみると、そこにはベッタリと、血が付着していた。

「さっきね、プレッツェルを買いに行った帰りに、廊ろう下かをこのコが一人で歩いていたの。それでね、扉とびらの方を見たら……中の人、みんな死んでたわ」

　淡たん々たんとした口調で話すリーリエ。

「そ………」

「な………」

　ヒルダとソフィアは、同時にリーリエを怒鳴りつける。

「「それを早く言え―――!!」」

　何者かが、この歓迎式典会場に入り込み、ワイルティアとノアの親善関係を破は壊かいしようと、ダグラス将軍を暗殺しようとしている。

　事態はつまり、そういうことであった。
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　エウロペア大陸の東とう端たんにある小国ハラディン――

　ここが、ダイアンらの目的とする場所であった。

「フィアナさん、動物が鳴き声で意思疎そ通つうをするのを知ってますか？」

「なによいきなり？」

　汽車の旅を終え、そこから複数の在来線に乗のり換かえ、さらに目的地までの移動の車の中で、突とつ如じよ、脈みやく絡らくもなしに、ダイアンは話しだした。

「もちろん人間の扱う言語ほど複雑なものは不可能ですが、ある程度の情報伝達は可能です。例えば、『敵が現れた』『群れが襲おそわれた』『助けてくれ』などね」

「あ、っそう」

　どうでもいいとばかりに生返事を返すフィアナに、ダイアンはなおも続ける。

　この男にとって、相手のリアクションはさほど重要ではない。

　自分が喋しやべりたいから話すのだ。

「それは人間のような大きさの動物だけでなく、ネズミや猫といった小動物でも確認できます。それなりの大きさなら、鳥類でも、相応の大きさの脳みそもありますし、可能ですね」

「ふーん」

　己おのれの爪つめのマニキュアをチェックしているフィアナに、ダイアンはさらに続ける。

「ある程度の鳴き声のサンプルデータがあれば、それらと比ひ較かく検証し、動物が何を言いたいのか……の大おお枠わくくらいなら、知ることは可能なんですよ」

「で、そういう『どうぶつとおしゃべりできる』機械でも作ったの？」

　まくしたてる子供をあしらうように、フィアナは返す。

「ええ、前にね。意外とコンパクトサイズで作れたんで、そんときに手がけていた機体に、おもしろいんで付けておきました」

　ダイアンの行動は、一割は重大事だが、残り九割はどうでもいいことである。

　したがって、この行動にも意味がない。

　それによって何が引き起こされようが、なにが判明しようが、別に関係ない。

「で、その話をアタシにして、どうすんのよ？」

「まぁ別に、意味はないんですけどね」

　あえて言うなら、「なんとなく」思い出した、というだけの話である。

「ったく、オツムの賢かしこい方々の会話はご高こう尚しようなこったねぇ」

　助手席に座すわるブリッツドナーが、皮肉げにつぶやく。

「もうすぐ、例の場所に着くぜ」

　例の場所とは、ゲーニッツが、このハラディンの片田舎に作った、秘密基地である。

　秘密基地――なんとも陳ちん腐ぷな、子供っぽい響ひびきだが、そう呼こ称しようするしかない。

　ハラディンは表向きは独立国家だが、実態はオーガスト連れん邦ぽうの衛星国家……もっと言えば、傀かい儡らい国家である。

　ワイルティアの植民地と国境を接しているため、オーガストが「緩かん衝しよう地帯」として作った国だ。

　なので、表向きには、ワイルティアともある程度国交を結んでいる。

　正規の手続きを行えば、入国も可能である。

「こんなところにヒミツキチ作るだなんて、ゲーニッツさんも芸が細かい」

　鉄道の通っている街から、自動車で二時間かかる僻へき地ち。

　周辺の村から離はなれており、人通りは全くと言っていいほどない。

　人よりも狐きつねの方がよっぽど目にするだろう場所だった。

「よくここの情報掴んだわね。〝紅ぐ蓮れんの鷹たか〟さん？」

「その呼び方やめてくんねぇかなぁ」

　問いかけるフィアナに、本気で嫌な顔と声で、ブリッツドナーは返す。

「ちょいと前に、とある士官学校で小悪党捕つかまえてな？」

　それは、以前ヒルダが在ざい籍せきしていたダンゴルティノーザ士官学校においての、過激思想集団〝平和教〟による武装蜂ほう起き未み遂すい事件である。

「そん時に捕まえたヤツから、芋いもづる式しきに引っ張っていって、たどり着いた一人がオーガストともつながりのあるヤツでな。そいつがゲロった」

　逮たい捕ほされた後、自分の立場を少しでも良くしようと……あわよくば、司法取引の末、無罪を勝ち取りたかったのだろう、聞いていないことまでまくしたてた。

　その中に、「今は亡なきゲーニッツが、オーガストと裏取引をしていた」というものがあったのだ。

「ふぅん……バカなヤツ」

　心底くだらなそうに、フィアナがつぶやく。

「ま、アンタらにゃそーだろうな」

　フィアナやダイアンのような、強きよう烈れつな〝個〟を持ち、国家すら自分の目的を果たす手段のためと思っているような者には、なんらかの思想に身を委ゆだねなければ己を証あかす手段を持たぬ者たちの気持ちは、理解できないのだろう。

「言っておくが、俺らの今の立場は密入国に近い。なにせ、アンタたちが今ここにいることすら、書類上は〝ない〟ことになってんだからな」

　ワイルティアの天才科学者と、ノアの最高の頭脳。

　正規のルートで入り込めば、途端にオーガストに伝わる。

　なので、旅券を偽ぎ造ぞうし入国したのだ。

「現地には、アプヴェーアの兵士も何人かいるが、潜もぐり込ませた数は多くない」

　いざという時に、完かん璧ぺきに守りきれる保証はない――なのでもう少し緊張感をもてと、ブリッツドナーは言外に含ふくませていた。

「ヒミツキチには、オーガストの兵隊さんはいなかったんですか？」

　ダイアンが尋ねた。

　その場所は、オーガストにとっても重要な場所のはずだ。

　簡単に手放すことは考えにくい。

「それなんだがな……」

　わずかに、ブリッツドナーの顔が曇くもる。

「現地の諜ちよう報ほう員いんの話じゃ……例の反乱事件の後、いなくなったそうだ」

　彼らが行くこの先にあるのは、〝扉〟――千年前に滅ほろびたという、古代エウロペア帝国の遺産が収められている、古代遺い跡せきである。

　現代では考えられぬほどの超ちよう技ぎ術じゆつを持った帝国。

　その遺産は、エウロペア大陸各地の〝扉〟の中に封ふうじられている。

　その一つでも開放すれば、得られる恩おん恵けいは計り知れない。

　事実、ワイルティアはその扉の一つを開放しただけで、猟兵機という既き存そんの常識を逸いつ脱だつした新兵器を作り出し、大戦を制したのだから。

「オーガストの兵士と、研究員が、〝扉〟の解かい析せきを行っていたみたいなんだが……半年ほど前、全員いなくなったらしい」

　よほど大急ぎで撤てつ退たいしたのか、機材や物資の大半は置きっぱなしだったそうだ。

「半年前……ちょうど、反乱事件が鎮ちん圧あつされた頃ころとかぶりますね」

　車窓の外に目を向けながら、ダイアンが言った。

「ああ、おそらく、ゲーニッツの失敗を知り、自分たちのところに火が回る前に、慌あわてて逃にげ出したってトコだろう」

　だが、それは一つの事実を示していた。

　もしこの裏取引を、オーガストが国家規模で行っていたのなら、〝扉〟を放ほう棄きするようなことはしない。

　むしろ、増ぞう援えんを派は遣けんし、死守したであろう。

「つまりこれは……今回の件は、オーガストさんの方でも、上層部――正しく言えば、六人議会全ての賛同は得ていなかったということですね」

　六人議会とは、オーガストの国政最高意思決定機関。

「その中の一人が、勝手にやったということですか……とすると」

　それ以上、ダイアンはなにも言わなかったが、その場にいた二人も、彼が何を言いたいかは理解していた。

　オーガストの上層部も、この一件はまだ掴みきれていない。

　もしかして混乱の中にある。

　だとすれば――

「今が、チャンスですねぇ」

〝扉〟の中に眠ねむる遺産は、国際情勢を変えるに十分なものである。

　実際に中に何もなかったとしても……それはそれで、「新たな力を手に入れた」という事実が、新たな抑よく止し効果を生むのだ。

　オーガストが戻もどってくる前に、〝扉〟を開放し、内部の調査を行えば、ワイルティアは今回の利益の総取りができる。

「さぁて、どうなりますか」

　彼がそうつぶやいた時、悪路を跳はねるように走っていたワーゲンは、ようやく、目的の土地にたどり着いた。







第三章「ゆらぐ、世界」







　1548 25.04.921――

「はぁ………」

　トッカーブロートの店内で、スヴェンは深く、とても深いため息をつく。

　現在店内には、ルートはいない。

　隣となり町まちまで、小麦の仕入れに向かっている。

　見習い店員のミリィも一いつ緒しよである。

「はぁ～……」

　さらに、深い深いため息をつく。

　現在店内にいるのは、スヴェンと、あともう一人。

「おいおいスヴェン～？　そんなため息ばっか吐いてたら、幸せが逃げちゃうぞ？」

　そのもう一人は、自じ称しよう〝スヴェンの父親〟マイッツァーであった。

「もう怒る気力もなくなりましたわよ」

　こうなってしまった理由を、スヴェンは大方察している。

　せっかくなので、親子水入らずで――という配はい慮りよなのだろう。

　嬉しくって涙が出そうである。

「まぁそんな怖い顔すんなよ。二人っきりで話したかったのも事実さ」

「さては……なるほど」

　マイッツァーのその口ぶりで、スヴェンは気づいた。

　てっきり、ルートが気を回したからかと思ったが、この状況は、この男が仕組んだものだったと。

　おそらく、ルートに「店番は任せろ」とでも言って、上手うまく遠ざけたのだろう。

「〝父親〟とは、どういうことですの？」

「ほう？」

　スヴェンの問いかけに、マイッツァーは興味深そうな顔をする。

「認めるのか、俺おれが父親だと」

「言葉遊びは趣しゆ味みじゃありませんの。さっさと説明してくださいませ」

　マイッツァーが、ただの「騙り」であるならば話は簡単だ。

　だが彼は、レベッカに「お前は俺の娘むすめじゃない」と言った。

　ただ単に、トッカーブロートに入り込み、スヴェンになにかをするだけであれば、そんな区別をする必要はない。

「話す気がお有りならばお早めに、時間はあまりありませんので」

　ルートたちが戻ってくるまで、あと一、二時間と言ったところ。

　だが店は営業中である。

　比ひ較かく的てき暇ひまな時間帯と言えど、いつ扉が開かれるかわからない。

「お前には、俺と同じ血が流れているってことさ。その関係は、親子しかないだろう？」

「はぁ？」

　しかし、返ってきた答えは、スヴェンには拍ひよう子し抜ぬけと言えるものだった。

「あなた……御ご自じ分ぶんがなにを言っているのか、ご理解していますの？」

　よりによって、返答が「血」と来たものだ。

　そんなものは自分の中に流れていない。

「兵器であったころのクセが抜けてないな。眼めの前にあるものだけを見るもんじゃない。もっと深い、真意を汲くみ取とれ」

　だが、そんなスヴェンにマイッツァーはそれこそまさに、親が子を諭さとすように語る。

「血とはなんだ？　血とは、生命を維い持じするため、体内を巡めぐるものだ。スヴェン、お前にとってそれはなんだ？」

「それは……――!?」

　その謎なぞ掛かけのような問いかけに、スヴェンの顔に戦せん慄りつが走る。

　彼女に血液は流れていない。

　だが、血液と同様のものはある。

　人間にとっての血液が、酸素や栄養分を体内に巡らせるものであるように、彼女にとって、活動するための動力を巡らせる物がある。

　それは、彼女に胸の中にある、レザニウムリアクター。

「まさか……いや、そんな!?」

　信じられないというふうに震ふるえるスヴェン。

　同じ血が流れている――それが暗示する意味が、それであるならば、話は変わってくる。

「あなたは、わたくしたちと同じ、人間型猟兵機……？」

　レザニウムリアクターは、レザン石と呼ばれる特とく殊しゆな鉱石から作られる。

　自分と同じレザン石から作られたレザニウムリアクターを搭とう載さいしていると考えれば、「同じ血が流れている」という意味は通じる。

　だがそうなると、目の前の男は人間ではないということになる。

　しかし――

（あの人間離ばなれした力を思えば、考えられない話ではない……！）

　人間型猟兵機二人がかりで手も足も出ない相手、その正体は、さらに強力な性能をもった人間型猟兵機。ありえない話ではない。

　が――

「いや、そうじゃない」

「違うんかい!?」

　戦慄まで覚えて組み上げた予想を、あっさり否定され、スヴェンはすっ転びそうになった。

「お前……いいリアクションするよな」

「んなこたぁどうでもいいですわ!!」

　感心した顔のマイッツァーに、スヴェンは目を三角にして怒ど鳴なりつける。

「いいところまでは行っているんだよ。だがお前、意識してか無意識なのか、ある可能性を考えないようにしているだろ？」

「また言葉遊びを……」

　マイッツァーの謎掛けに、スヴェンは苛いらつく。

　彼女の体には存在しないが、胃い袋ぶくろが痛みだしたような気さえしてきた。

「お前……自分が、特異な存在であるという、自覚があるか？」

「何を言ってますの……今さら」

　そんなことは、今さら言うまでもない話であった。

　人間型猟兵機――人でもなく、兵器でもない、狭はざ間まの存在。

「違う違う」

　だがそれも、この〝自称父親〟の求める答えではなかったらしい。

「お前と同じ存在が、この世界にどれだけいるか、それは俺も知らん。だが……お前はその中でも、さらに特異な存在だ」

　すうっと、マイッツァーは、スヴェンの胸むな元もとを指差した。

「気づいているんだろう？　お前は、〝人間型猟兵機〟とやらの中でも、特とく殊しゆ極きわまりない」

「………！」

　その一言に、スヴェンは、痛いところを突つかれた――どころではない、今まで無意識に考えないようにしていた、自分自身でもまったく理解不可能な部分を、改めて意識させられた。

「あったはずだ……今までも、何度か」

「………それは」

　今まで何度も、スヴェンは、自分自身の中の正体不明な力を目まの当あたりにしていた。

　最初は、オーガンベルツに入り込んだ、オーガストの特務兵との戦いで、次に飛空船デフェアデッド号での事件で、そして王都ベルンで起こった反乱事件で――

「レザニウムリアクターは、猟兵機の頭脳であり心臓……動力源であると同時に、高度な天然演算機としての性質を持つ」

　レザン石は、微び弱じやくな電流を流すことで、それを数千倍にまで増ぞう幅ふくさせる。

　それが一体どういう原理で起こっているのかはわからないが、ある種の宝石は、取り込んだ光を内部で数千回も乱反射させることで、数千倍の、熱量さえもった光に増幅するという。

　それと同様の効果があるのではと言われている。

　そしてその効果は、エネルギーの増幅器としてだけではない、演算機としても機能するのだ。

「クオーツってあるよな？　時計なんかにも使われるアレだ。次元は桁けた違ちがいだが、アレとまぁ、似たようなものと言われているそうだな」

　クオーツとは、時計の振しん動どう機などに使われている水すい晶しようである。

　この水晶は、電気を流すと、一定数の振動を発生させる。

　その振動数を元にして、それまでのゼンマイ時計よりはるかに正確に時を刻むようになったのだ。

「レザニウムリアクターは、動どう力りよく炉ろであり頭脳だ。その中にある人工知能も、レザン石の奏かなでる『特定振動数』に由来している」

　マイッツァーが語っている内容は、この世界の最高レベルの科学知識。

　いや、それどころか、ワイルティア軍の最高機密にまで属するものだ。

「ダイアン・フォーチュナーか……あの男が、こんな知識をどこで得たかは知らないが……これは、古代エウロペア帝てい国こくの作り出した、最秘奥の技術でもある」

　マイッツァーや、ましてやスヴェンが知るわけもないが、ダイアンは過日に、ソフィアに語っていた。

　人を人たらしめているのは、全すべての最小の根源、一本のひもの振動だ、と……

　彼は、人間の〝心〟を、振動によって再現する技術を生み出した。

　それこそが、猟兵機の人工知能の正体、かつ、スヴェンたちの心の正体。

「だが、振動の波形を作り出すことはできても、振動そのものは作れない。それを作れるのは神だけだ。振動を擬ぎ似じ的てきに生み出すためには、誰だれかが振動を伝でん播ぱさせねばならない。お前たちが、〝主〟と呼ぶ者たちからな？」

　戦争という極限状態の中、人間の生の感情がむき出しになる世界だからこそ起こりうる、強烈な感情のぶつかり合いの中でのみ、それは起こりうる。

　恐おそるべきことに、ダイアンにとっては、十年に渡わたるエウロペア戦争ですら、自己の理論を完成させる、巨きよ大だいな実験場でしかなかったのだ。

「あなたは……何者だ……なぜ、そんなことを知っている……私のなにを知っている!!」

　スヴェンは、いつもの口調すら保てないほどうろたえていた。

　それこそ、かつての〝アーヴェイ〟の口調に戻ってしまうほど。

「お前のその振動……それはある人間の振動を再現したものだ。驚おどろいたよ。まさかこんな方法で、かの血族を蘇よみがえらせるものがいたとはな」

「―――!?」

　その言葉を聞いて、ようやくスヴェンは思い出す。

　なぜもっと早く気付けなかったのか。

「あなたは……あの〝声〟の………！」

　今まで何度か、スヴェンはマイッツァーの声を聞いていたことを思い出した。

　オーガンベルツを訪おとずれて間もない頃にも聞いた。

　ゲーニッツに己の心を奪うばわれた後……本来なら全ての記き憶おくが消え去るリセットコードを、ルートは、スヴェンを全ての柵さくから解放するため、発動させた。

　その時にも、この声を聞いた。

「ようやく思い出したか……やっと、直接顔を合わせることができたよ」

「お父さま………」

　呆ぼう然ぜんとしつつも、スヴェンの口から、その言葉が漏もれ出でた。

（私は何を言った!?）

　そして言ってから、激しくうろたえる。

　マイッツァーが何者か、まったくわからない。

　わからないが、自分の〝心〟が、そう認めてしまった。

　目の前の人物は、自分の父親だと、理り屈くつを超こえた本能のレベルで認めてしまった。

「あなたは……一体……なんなのだ……」

　スヴェンにとって、ここまでの恐きよう怖ふは初めてだった。

　自分の心が、自分で理解できない。

　ゲーニッツに支配された時以上の激しい恐れが、彼女の顔に浮かぶ。

「……………………」

「答えろ……あなたは何者……いや……私は……私は何者なんだ！」

　無言のまま、じっとスヴェンを見つめるマイッツァーに、スヴェンは、震えながら、なおも問いかける。

「い………」

「い？」

「いらっしゃいませ！」

「は!?」

　ようやく口を開いたと思ったら出てきた言葉に、スヴェンは耳を疑う。

「ほらほら、お客さん来たでしょ、おしゃべりは後」

　言われて振り向むくと、まさに扉を開き、老ろう婆ばが一人、店にやってきた。

「いやいや、いらっしゃいませ御ご婦ふ人じん！　今日は何をお求めですかな？」

　さっきまでの真ま面じ目めな顔はどこへやら、一いつ瞬しゆんで営業スマイルに切きり替かえ、マイッツァーは老婆を出で迎むかえる。

「私ねぇ、歯が弱いの。柔やわらかいパンが良いわ。やわらかいの」

「はいはい、ありますよありますよ。ございますとも。こちらなど、お客様のほっぺのように柔らかくモチモチでございますよ」

　まるで女王陛下をエスコートするように甲か斐い甲が斐いしく、マイッツァーは老婆を案内する。

「こ、この………！」

　あまりの切り替えの速さに、スヴェンは言葉を失う。

　知ろうとすれば知ろうとするほど、マイッツァーの正体はわからない。

　ルートに対して抱くのとは全く別種の、奇き妙みようなノイズに、彼女はただただ、翻ほん弄ろうされていた。
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　そして、所変わって王都ベルン――ここでも、翻弄されている者たちがいた。

「なんでこんなことになったんだぁ……」

　呆然と呟つぶやくソフィア。

「思えば私の人生はいっつもこうだった……兄二人が急に亡くなったからって、無理やり家の当主にされるし、そのせいでアイツとは離れ離れになるし、再会したと思ったら上官としてしか見てくれないし。あげくに平時になったら変態のおもりさせられるし……」

　疲つかれ切った顔で、日ひ頃ごろの不平不満をダダ漏らしている。

「それで、慣れない会場警備任務なんて押おし付つけられたらご覧の有様だ！　私がなにをしたコンチクショー！」

「落ち着いてくださいルンテシュタット少しよう佐さぁ！」

　泣きわめくソフィアを、ヒルダが必死でなだめてすかす。

　彼かの女じよらがいるのは、親善セレモニーが行われている会場、そのノア側の控ひかえ室しつである。

　眼前の光景は、一言で言えば、無む惨ざん――であった。

「ひどいねぇ、全員、ほぼ一いち撃げきでやられているよ。どういう武器を使ったんだか……」

　一人冷静なリーリエが、ペンギンのダグラス将軍を抱だきかかえながら、転がる死体の群れを観察する。

　控室には、ノア側の使者たち……正しくは、ダグラス将軍のお付きの者たちがいるはずだった。

　だが彼かれらは皆、物言わぬ死体となり、床ゆかに血を流し転がされていた。

「この人たち、外交の使者って言うより飼育員って感じだね」

　ペンギンのお供なのだ。

　彼らの主な仕事は、ダグラス将軍のお世話係も同然である。

　おそらくは、今回のため、急きゆう遽きよ集められた者もいただろう。

「つまり、国家間機密にさほど触ふれていない、その程度の重要でない人物……そんな者たちまで、手にかけたってことかよ！」

　思わず、ヒルダの語気が荒あらくなる。

　彼女は、人死を極きよく端たんに嫌きらう。

　かつて親衛隊であった頃は、特権意識に囚とらわれ、人命を疎おろそかにするところがあった。

　だが、ある戦いで、一人の男の死を目の当たりにしてから、その感情は消え去る。

　いや、もっと正確に言うならば、「失った命はもう戻らない」という、当たり前の、だが多くの者が見失いがちの事実を、心に刻んだのだ。

「ひどすぎる……」

　奥おく歯ばを噛かみながらつぶやく彼女の目には、わずかに涙なみだが滲にじんでいた。

「ああまったくだ……」

　そんなヒルダの姿を横目に、さんざん喚わめき散らしていたはずのソフィアが、いつの間にか冷静な声に戻っていた。

　優ゆう秀しゆうな軍人はうろたえない――のではない。

　彼らの職場が、予測不可能な事態が起こることが基本の戦場である。

　パニックすら、兵士は「使いこなす」。

「騒さわぐだけ騒いだ、こっからは兵隊の仕事だ」

　自分の中での処理しきれない感情が溢あふれた時は、無理に抑えるのではなく、吐はき出だすだけ吐き出す。

　その後に、冷えた頭で、現実に向かい合う、それがソフィアのやり方だった。

「兵隊の仕事……何を、するつもりです？」

「決まっている。入り込んだテロリストを捕とらえる」

　尋たずねるヒルダに、当たり前の様に答える。

　ソフィアの仕事は、セレモニー会場の警備と警護である。

　万が一にも、何も問題は起こしてはならない。

　だが、もし起こってしまったなら、その先の事を考えねばならない。

「二国間の国交問題だ。やられてしまった以上、犯人を捕らえなければ、いよいよワイルティアとノアの関係は決けつ裂れつする！」

　殺す――ではいけない。

　あくまで生いけ捕どり。

　さもなくば、ワイルティアがノアの国こく賓ひんを殺害し、その犯人をでっち上げ、口くち封ふうじに殺したと思うだろう。

「でも……どうやって？」

　セレモニー会場には、多くの人間が集まっている。

　それどころか、すでに犯人は逃げ去さっているかも知れない。

「こんな時に、あの男の置おき土産みやげが役に立つとは思わなんだ……」

　はぁと、ソフィアはため息を吐いた。

　彼女が今回の警備任務に就つくと聞いて、あの男……王立兵器開発局局長ダイアンが、ちょっとしたプレゼントを贈おくった。

「そんなモンいらん！　お前が関かかわると、いらん騒ぎが起きそうだ」――と、ソフィアは拒こばんだのだが、「いらん騒ぎが起こった時こそ、いらないものが役に立つものですよ」と、ダイアンに押し切られ、結果、導入することとなった。

「それは……なんですか？」

　ソフィアが懐ふところから取り出したのは、小型の無線機のような機械……だが、そこには小さなモニターが付いていた。

「私とて無能ではない。会場の入り口は、正面、裏口、搬はん入にゆう路、全部合わせて三つしかない。全てに私の部下を配置している」

　それ以外の出入り口は全て封ふう鎖さし、通つう風ふう孔こうすら鉄てつ格ごう子しを溶よう接せつしておいた。

　本番までの準備こそが警備任務においての本番――この数日、徹てつ底てい的てきに行った彼女の仕事である。

「そして、現在この会場内に入っている者には、全てパスを下げるよう義務づけている。目立つところに付けていなければ、いかなる者でも拘こう束そくせよと、これも命じておいた」

　招待客、貴賓客、各種作業員全てである。

「これ、ですか？」

　無論ヒルダも胸につけている。

「ああ、そのパスの中にな、特殊な発信機を仕込んである」

「え、どこに!?」

　発信機と言えば、どれだけ小型化しても、まだ人間の親指サイズが限界。

　それが現在の世界の科学力である。

「いるんだよ……紙一枚サイズの、シール程度の薄うすさの発信機を作り出してしまうような、異様な天才がな」

　それこそが、ダイアンがソフィアに贈ったプレゼントであった。

　現代の科学力を遥はるかに凌りよう駕がする、超ちよう薄うす型がた発信機。

　それを、グロス単位で贈られた。

「その発信機の反応は、全てこの端たん末まつに出るようになっている……」

　しかもこの端末、ただ反応を表示するだけではない。

　こんな薄型の発信機である。

　送る信号の範はん囲いは、あまり広くない。

　このセレモニー会場を出れば受信できない程度の力しかない。

「やはり……信号の数は変わっていない」

　端末機は、この数分の間で、受信した信号の数の増減まで、わかるようにできていた。

「犯人はやはりまだこの会場内にいる……おそらく」

　そこで、ソフィアはリーリエが抱きかかえているダグラス将軍に目を向けた。

「向こうも、まさか相手がペンギンとは思ってもいなかったのだろう」

　不測の事態に、犯人もうろたえたに違ちがいない。

　だが、彼らは、暗殺を決行した。

　人間であろうがペンギンであろうがかまわない、「ノアからの国賓を守れなかった」というだけで、十二分の効果があるのだ。

（だとしたら犯人は何者だ……オーガスト？　フィルバーヌ？　グレーテン？　もしくは国内の好戦派か？）

　考えられる相手はいくらでもいる。

「まったく、我わが国くには敵が多すぎだ！」

　皮肉げに、ソフィアは吐き捨すてた。

「その発信機で、犯人がわかったりはしないのですか？」

「残念だが、そこまでの機能はない」

　ヒルダの問いに、ソフィアは悔くやしげに返す。

　この機能をうまく使っていれば、この犯行が起こる前に対処できたかも知れない。

　自分の余計なプライドを優先してしまったことを、彼女は悔くいた。

「だが、相手は発信機の存在を知らない。こんな薄型のものが実用化されているだなんて、思いもしていないはずだ」

　未いまだに会場内にいるのがその証しよう拠こ。

　犯行を行っても、絶対に自分が疑われない自信があるのだろう。

（考えろ……誰だ……どこのどいつが……！）

「あの～、少佐サン」

　頭を抱かかえるソフィアに、申し訳なさそうにリーリエが肩かたを叩たたく。

「犯人、わかっちゃったんですけど」

「は？」

「だから、犯人わかったんです」

　戸と棚だなの中に入れておいたクッキーを誰が盗ぬすみ食ぐいしたのか、それを教えるような緊きん張ちよう感の欠片かけらもない物言いであった。

「こんな武器、使える人のほうが少ないですし」

「なにを……使ったんだ？」

「それ以前に、どうやって入れたか、じゃないですか？」

　当然ながら、全ての参加者、関係者の、身体チェックは行っている。

　手荷物の持ち込みは禁じ、例外は一いつ切さい認めていない。

　ヒルダが、ダグラス将軍に渡した花束すら、警備隊側が用意したものであったぐらいだ。

「この子が教えてくれたの」

　そう言って、リーリエはダグラス将軍の頭を撫なでる。

　彼女がペンギンの言葉を解かいせるのは、ダイアンがたまたま気まぐれで仕込んだ、動物の鳴き声のサンプリングデータを元にして、意思疎そ通つうをある程度可能とする、一種の翻ほん訳やく機きのおかげである。

　だがそれでも、伝わるのは、単純なその時の感情くらい……例えば、「お腹なかが減った」などである。

　ましてや、犯人の顔や名前を言い当てることはできない。

「犯人は―――」

　それでも、犯人に関する、重要なヒントを伝えるくらいはできたのだ。

「なるほど……」

　それを聞き、ソフィアは思案する。

「あの……少しよう佐さ殿どの？　その、こいつの言葉、信じて大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「え～、ヒルダひっどーい！」

　懸け念ねんを顕あらわにするヒルダに、リーリエが不服そうな顔をする。

「だってしょうがないだろう。ボクはオマエを信じるけど、他の人間がどうかは別だろ？」

　ペンギンが言っていました――なんて理由で、他の者たちがどれだけ信じるかわかったものではない。

　たとえ犯人と思われる者を捕らえても、証拠にならない。

「いやいや、そんなことはないぞ」

　しかし、ソフィアは心配無用というようにほくそ笑えむ。

「要は、ダグラス将軍閣下は、我らに答えを先に教えてくれたようなものだ。あとはその証明をすればいいだけ。ゴールがわかっているのなら、ルートはいくらでも導きようがある」

　言うやいなや、くるりと背中を向け、部屋を出ていった。

「ダグラス将軍、今回の礼に、好きなものを食わせてやろう。何が良いか考えておけ」

　その前に、ダグラス将軍に向かって言った。

「クキュ！」

「新しん鮮せんなお魚がいいそうです」

　答えるダグラス将軍の言葉を、リーリエがすばやく翻ほん訳やくした。
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　その頃――ハラディンの片かた田舎いなか、名もなき谷の一角に、ブリッツドナーはいた。

「さて、と……」

　こここそが、ゲーニッツと組み、オーガストが研究解かい析せきを行っていた〝扉とびら〟のある場所。

「ホントに誰もいねぇな……」

　人里からは離はなれているが、人じん跡せき未み踏とうの奥おく地ち、というわけではない。

　荒あれてはいるが、街かい道どうも近くに通っている。

　にもかかわらず、この場所に、人が訪れることはほとんどなく、地名すら付けられていない。

　アプヴェーアの調査では、近きん隣りん住民は「あそこ」と呼んでいるそうだ。

　まるで、「ある」ことを認にん識しきすることさえ恐れているのではないか、という様子だったという。

「半信半疑だったが……やはりホンモノか」

　その谷の奥、自然に落ちたものか、もしくは意図的に落とされたものか、無数の岩に隠かくされるように、その〝扉〟はあった。

「あら、〝紅ぐ蓮れんの鷹たか〟どうしたの？」

　立たち尽つくす彼に、美び貌ぼうの天才科学者、フィアナが声をかける。

「その呼び名は止めてくれって、言ったはずだ」

　日頃陽気なブリッツドナーが、疲れたようなため息混じりに返す。

　どれだけ言っても無む駄だなことはわかっている。

　ダイアンといいフィアナといい、強力すぎる、エゴイズムと言っても良いレベルの〝個〟の持ち主だ。

　こういう手合は、とかく人の話を聞かないし、聞く気もないのだ。

「俺にその名は過分すぎる」

　それでも、言わずにはいられなかったのは、彼なりに思うところがあるからだった。

「あら……ワイルティアの最強の英えい雄ゆうともあろう方が、ずいぶんと殊しゆ勝しようなものね？」

　フィアナの顔は、からかいは含ふくんでいない。

　あくまで、素す直なおな感想なのだろう。

「このザマでかよ」

　自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮うかべつつ、ブリッツドナーは、手て袋ぶくろを取る。

　そこにあったのは、鋼鉄の手。

　義手ではない。

　彼の両りよう腕うでは、肩かた口ぐちから機械のそれに変わっている。

「あんな、みっともねぇやられ方をしたヤツが、英雄なんて……荷が勝ちすぎらぁ」

　機械兵の技術は、ワイルティア以外に、グレーテン帝国やフィルバーヌ共和国、オーガスト連れん邦ぽうも有している。

　しかし、完成度はワイルティアの方が遥かに上。

　しかも彼の施せ術じゆつは、当代一の天才である、ダイアン自らが行った。

　その完成度は凄すさまじく、機械の駆く動どう音おんすら、ほとんど聞こえない。

「確か……八年前だったかしら？」

「それくらいだったかな」

　大戦初期に破竹の活かつ躍やくを示したブリッツドナー。

　オーガストから、彼個人が「人民の敵」として恐れられ、賞金首が掛かけられたほど。

　その彼が、突とつ如じよとして、戦場から姿を消した。

「今の俺でも、果たして、あのバケモノに勝つのは難しいだろうな……」

　その原因となった、あの日のことを思い出し、ブリッツドナーの顔には、重く、暗い影かげが差していた。

「いやあねぇ、湿しめっぽいったらないわァ」

「悪かったとは言わんぜ、振ってきたのはアンタだ」

「あらやだ」

　なんら悪びれない顔で、フィアナは笑って返す。

「やれやれだぜ……」

　そんなフィアナの顔を見て、もう言っても仕方がないというふうに、ブリッツドナーは頭を振り、話を変えた。

「……で？」

「で、とは？」

「だから……」

〝扉〟内部の解析作業、現在、ダイアンが内部に入り、調査を行っている。

　フィアナも同行し、彼女はそこから出てきたばかりである。

「なにか見つかったか？　宝物でも出てきたかい？」

「それは………」

　ブリッツドナーの問いかけに、フィアナは苦笑いを浮かべる。

「アタシ、なんのために遠路はるばる来たのかしらねぇ」

　今度は、彼女が深いため息をつく番であった。

「まさか……」

「そこからは、僕ぼくがご説明いたしましょう」

　ひょっこりと顔を出す、〝魔導師〟こと、ダイアン。

「おう先生、どうやら……芳かんばしくないみたいだな？」

「まぁ……ねぇ」

　日頃、どれだけ陰いん鬱うつな状じよう況きようにおいても、緊張感のないこの男が、重い顔をしていると言うだけで、ことが思い通りに進まなかったと判断するには十分であった。

「結論から言いますと……の前に、少佐？　あの中には、誰も入っていないんですよね？」

「あン？　オーガストの連中はどうか知らんが、アイツらが去った後、この場所を確保していたアプヴェーアの者たちは、誰も入ってないぞ」

「本当に？」

「ああ」

「なるほど」

　確かく認にんをとった後、改めて、ダイアンの顔に落らく胆たんの色が濃こくなる。

「ならばいよいよ救いがない。あの中には、なにもありませんでした」

〝扉〟は、本来ならば、古の超ちよう帝てい国こくの技術によって封ふう印いんが施ほどこされ、物理的な力では、破は壊かいはまず不可能とされている。

　それでも、いくつか〝扉〟を開放せしめた例はあるが、どちらにしろ、開けようと思って簡単に開くものではない。

「すでに〝扉〟は開放されていました。そして中には何もなし……見事なまでの骨折り損ですよ」

「中身は、持ち去られた後ってことか？」

　それならば、オーガストの研究者たちが、この場を立ち去っていてもおかしくない。

「いえ、詳くわしく調べなければわかりませんが、〝扉〟が開放されたのは、かなり前ですね」

〝扉〟の内部は、数百年の時間すら感じさせないほど、徹底的に保存されている。

　だがそれは、〝扉〟が完全に閉じられた状態であれば、だ。

「僅わずかな隙すき間まから外気が入ったのでしょう。内部はカビや湿しつ気け、その他諸もろ々もろで、腐ふ食しよくを起こしている部分さえありました。ロクなものはありませんでしたが、その残っていたものも、全て使いみちのないシロモノばかりです」

　腐くさり果てたコードや、錆さび落ちたボルトのようなものなど、どうでもいいものばかり。

　それでも解析すればそれなりのものではあるのかもしれないが、同レベルの遺物は、すでにダイアンは他の〝扉〟で、もっといい状態で発見した後だ。

「つまり、ええっと……無む駄だ足あしってことか？」

「正解です少佐」

　確認するブリッツドナーに、ダイアンは肩をすくめて返した。

「あ～～～～～あ、くっだらない！」

　そして、もう我が慢まんできないとばかりに、フィアナが大声を上げた。

「ノアからエウロペアまで、船で何日かかるか知ってる？　七日よ？　そしてそこから陸路、三日も汽車の旅でガタガタ揺ゆられて、さらに車で丸一日！　そこまでやらせて、なにもなし？」

　信じられないという顔でまくしたてるフィアナ。

「ねぇ知ってる？　人生って、無限じゃないの、有限なの。これからアタシは、また同じ日数をかけて帰らなきゃいけない、人生の貴重な、若く美しい時間を無駄に使わされたわ！」

　自分で自分を「美しい」といえる、希少な人間の姿がそこにあった。

「まぁそう怒おこらずに……フィアナさんも、中を見たでしょう？　ないものはしかたないですよ」

「知らないわよ！　人を呼びつけるなら、せめて何かあってから呼びなさいな！　ああもう、知らない知らない！」

　がなり散らした後、フィアナはくるりと踵きびすを返すと、あさっての方向に進み出す。

「どちらへ？」

「帰るのよ！」

　尋ねたダイアンを、怒ど鳴なりつける。

「汽車の時間まで間があるけど、こんなところにいるよりはマシよ。近くの街にホテルくらいはとっているんでしょう？　ひとっ風ぷ呂ろ浴びて、ビールを流し込まなきゃ頭がおかしくなりそう！」

　彼女が呼ばれたのは、その優秀な頭脳をもって、古の帝国の遺産を検分するため。

　だがその目的のものはなかった。

　まさに「大山鳴動して鼠ねずみ一匹ぴき」な事態に、喚き散らす以外に手がなかったのだろう。

「………………」

「………………」

　立ち去るフィアナに、ダイアンも、ブリッツドナーも、それ以上何も言わず、ただその背中を見送った。

　そして、姿が見えなくなった頃ころに、改めてブリッツドナーは口を開く。

「で、どうしたんだい、先生？　なにがあった」

「さすが……歴戦の古ふる強つわ者もの、話が早くて助かります」

　陰鬱な顔をしながら、ダイアンは、口調だけはいつもの、〝道どう化け師し〟とも揶や揄ゆされる調子で返す。

「まいりました。なにもなかった……それならよかったんです。何もなければ、それこそ目的は果たせた」

　フィアナは一つ勘かん違ちがいをしていた。

　ダイアンの目的は、この〝扉〟の中に、「何も入っていない」ことを確認するためだった。

　なにも入っていないのなら、それでなにも問題はなかったのだ。

「中になにか入っていたとしても、その中身が、取るにたらぬ、くだらないものならば、フィアナさんにお土産みやげとして持ち帰っていただければ、それでよかった」

　そもそも、今回彼女が同道したのは、ノアとワイルティアの、外交的な理由からだ。

「無論、フィアナさんが優秀なのは認めますがね。それだけでここに呼んだわけじゃないですよ、彼女、知らなかったみたいですが……」

　ゲーニッツが計画していた、共同軍事開発計画、それはワイルティア上層部も企たくらんでいた。

　ただし相手は、オーガストではなく、ノアである。

「ノアはオーガストと同じく、大陸国家……資源も人材も豊富です。そこにワイルティアが技術を供きよう与よすれば、今後百年の世界情勢を決定づける同盟が締てい結けつできます……ま、僕には関係ない話ですが」

　それが持ち上がってきたところでの、今回の話。

　後もう一歩で、ご破算どころではなく、両国の関係は最悪となるところだった。

　なにせ、二つの大国それぞれに、「あなたにだけ言っているのですよ？」と、交こう渉しようを持ちかけた……要は、国家規模で二ふた股またをかけていた形になっていたのだから。

「確か……今王都にゃ、ノアの軍のお偉えらいさんが来ているんだよな。ルンテシュタットが応対しているんだったか？　お前さんお気に入りの」

　ブリッツドナーも、そのことは了りよう解かい済みである。

「ええ、ダグラスとか言う将軍さんらしいですが……どんな人かは僕も詳しくは知りません。ともあれ、どんな形でも〝扉〟の中身を見せ、それを土産とすることで、今回の件は手打ちとなるはずでした」

　彼女は、なんの先入観も持たない状況でこの場所まで来て、〝扉〟の中身を検分し、ワイルティアが隠いん蔽ぺいを行っていないと、お墨すみ付つきを与あたえる。

　それがフィアナの、本来の、本人にも知らされていなかった役目。

「なにもないはずだった……間ま違ちがいなくね。だからゲーニッツさんはここの解析を止め、独自の兵力で反乱を起こした」

　正確に言えば、王都を占せん領りようし、スヴェンの力で、開発局地下にある〝扉〟を開けることで、本来の目的を果たそうとしたのだ。

　だが、それはルートや、なにより支配したはずのスヴェンの覚かく醒せいによって阻はばまれ、全すべては失敗に終わり、ゲーニッツはこの世から去った。

「どういうことだ。なにがわかったんだ？」

　軍人であるブリッツドナーには、科学者であるダイアンの思考は読めない。

　彼が、何に気づいてしまったのか、わからなかった。

「ですからね……」

　ダイアンもそれは理解している。

　だから、わかりやすく、事の重大さを伝えることにした。

「あの〝扉〟の中は空だった。だが、中に最初から何も入っていなかったわけじゃない。ましてや、誰かが開けて中身を持ち去ったわけじゃない。ついでに言えば、何らかの事情で開き、時間と共に朽くちて消えたわけでもない……」

「何が言いたいんだよ？」

「あの〝扉〟の中身は、自分で〝扉〟を開けて、外に出たんですよ」

「!?」

　ようやく、事の重大さが、ブリッツドナーにも理解できた。

　千年前に滅ほろんだ帝てい国こく。

　現在の世界の技術力を遥かに凌駕する、神にも等しい力を持った国家。

　そして、ある日突とつ然ぜん、この世から消え去った幻まぼろしの国。

　その流れを汲くむ、「意志を持つ者」が、この世界に紛まぎれているということだ。

「それは……いつ頃ごろのことなんだ？」

　ダイアンの見立てでは、〝扉〟が開かれてから、かなりの年月が経たっている。

「二百年は経っていませんね……せいぜい、百五十年くらいですね」

「獅し子し王帝の御み世よか……」

　獅子王帝――百年ほど昔、エウロペア帝国以来の大陸統一まで、あと一歩のところに至った、皇こう帝ていを自称した者。

　しかし一代でその帝国は滅び、歴史から消え去った。

　だが、その男の登場と、彼が引き起こした騒そう乱らんによって、世界の軍事化は急速に進み、結果として科学と産業は、大おお幅はばに進歩することとなる。

「そういう、ことなのですか……母さん」

　ボソリと、ダイアンがこぼす。

　かつて、彼の〝母親〟が言い残した言葉を、思い出した。

「帝国を滅ぼした、〝聖女〟と〝悪あく魔ま〟」のことを。







第四章「優やさしさは時に絶望にまさる」







　ルート・ランガートの人生は、波は乱らん万ばん丈じようである。

　それなりに裕ゆう福ふくな家庭に生まれるものの、両親は大戦勃ぼつ発ぱつとほぼ同時に死亡。

　その後、遺産は騙だまし取とられ、十になるかならないかのときには浮ふ浪ろう児となる。

　軍に拾われ、第三種兵士として、生きるために兵隊となったが、そこで適性が「ありすぎた」ため、ゲーニッツの目に留まり、特務部隊〝ヴェアヴォルフ〟に入隊。

　だが、大戦中最大級の惨さん劇げき、〝ラプチュリカの虐ぎやく殺さつ〟に関わってしまったことで、心を壊こわし、特務兵としては生きられなくなる。

　しかし、その後、改めて一いつ般ぱん兵として復帰、猟兵機のパイロットとして卓たく越えつした腕うでを示し、「白銀の狼おおかみ」と称されるほどの活躍をする。

　そして終戦後、軍を辞し、片田舎でパン屋を始める。

　あらためて箇か条じよう書がきにすると、色々とありすぎな人生だ。

　そんな人生を歩んでしまったせいもあるが、彼は、一つのモットーと言えるものを持つ。

　それは、「人には色んな事情がある」――である。

　なにせ、自分だけでもこれだけの過去を背せ負おっているのだ、他人だって、同様のアレコレがあってもおかしくない。

　同時に、自分がこれらの過去をみだりに話さない……否、話せないように、他人も同様に、話したくない事情がある。

　そう考えている彼は、あまり他人の過去を詮せん索さくしない。

　友人であるジェコブの父が、大戦期の英雄であることも。

　丘おかの上の教会のシスターマレーネが、元テロリストという過去を持ち、さらにその前も、かなり「やんちゃ」だったことも、彼は詮索しない。

　それでなんのかんの言って上手うまくやってきたし、これからもそうするつもりであった。

　それが結果として、とある重大事から、目を逸そらすことになったとしても……
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　トッカーブロートは、平和であった。

　平和すぎて、異常に感じるほど。

「マイッツァーさん、ちょっと一息入れましょうか」

　その異常なある日、そろそろ夕暮れも近づいてきた頃、訪おとずれて三日目のマイッツァーに、ルートは声を掛ける。

「マイッツァーさんが手伝ってくださっているおかげで、助かりますよ」

　窯かま場ばの一角に椅い子すを置き、ルートはマグに入れたコーヒーを渡わたす。

「そう言ってくれて、私も嬉うれしいよ。いきなり押おしかけて、迷めい惑わくになっているのではと思っていたのでね」

「そんな……とんでもない」

　ルートの言葉は、決しておためごかしの類たぐいではない。

「実は、ウチの店、人手不足だったんです」

　トッカーブロートは、以前の閑かん古こ鳥どりが鳴いていたのがウソのように、この一年弱の間で経営が上向き、肝かん心じんの商品であるパンの生産が追いつかない状態となっていた。

「情けない話、以前に、俺おれが倒たおれてしまったことがあって……」

「あっはっはっ、そりゃあウチの娘むすめが顔を真っ青にしただろ？」

「はい……」

　それでも無理をして働きすぎた結果、ルートは仕事中に立ちくらみをおこしてしまう。

　その時のスヴェンの慌あわてぶりといったら、世界が終わりを迎むかえてもここまでにはならないという程ほどの取り乱しようであった。

「ですから……マイッツァーさんが手伝ってくださって、すごく助かっているんです」

　以前にあった事件のせいで、一時的に需じゆ要ようが減ってしまったものの、それも回復傾けい向こうにある。

　優ゆう秀しゆうなパン職人は、ありがたさこそあれ、迷惑にはならない。

「ほう……ならいっそのこと、このまま私はこちらで働かせていただこうかなぁ」

「ええ、そうしていただけるなら、俺としてもありがたいですよ」

　マイッツァーの冗じよう談だんめかした言葉にも、ルートは否定せず答える。

「君は……人を否定しない人間なんだねぇ」

　そんなルートを見て、マイッツァーは含みのある声で返す。

「ランガート君、君は過去に色々あったみたいだね。だからこそ、他人の事情に踏ふみ込まない。それは君の美徳だと思うよ」

「は、はい……？」

　いきなり、真しん剣けんな表情で語られ、面食らうルートに、マイッツァーは続ける。

「だが、それは同時に、怯おびえでもあるのではないかな？　踏み込まなければ、それ以上知らなければ、少なくとも、今のままでなにも変えずに済む、という……」

「マイッツァーさん……あなたは……なにを……」

　その言葉に、ルートは痛いところを突つかれたような気持ちになる。

「君はなんでまた、ウチの娘を受け入れた？」

「それは……その……俺が、この顔だから……」

　ルートは、その過去の経歴故ゆえに、笑え顔がおを作れなくなった。

　ただでさえ威い圧あつ感のある外見もあって、どれだけ営業努力を重ねても、店にお客が来なかったのだ。

「スヴェンが……彼かの女じよが、看かん板ばん娘むすめになってくれなきゃ、この店はとっくに潰つぶれてました」

「それは私の質問の意図を理解していないだけか？　それとも、あえて、そうしてるのか、どちらかね？」

「…………ッ!?」

　マイッツァーは、そんなことを聞いているのではなかった。

　スヴェン――どこの誰だれかもわからぬ押しかけ看板娘の少女。

　それだけではない。

　時にオーガストの特務兵や、グレーテンの機械兵すら凌駕する戦せん闘とう力りよくを有し、ゲーニッツが自らの反乱作戦の核かくとさえ捉とらえた存在。

　その異様な力を、最もそばで見ていたのなら、自然とその結論に達するはず。

「あの娘は人間じゃない。それくらいもう、君はわかっているだろう？」

　むしろ、その結論に達しないほうが、おかしい。

「それは………！」

　言葉に詰つまるルート。

　彼かれもそんなことは、とっくにわかっていた。

　わかった上で、ルートはそのことを、スヴェンに問いただそうとはしなかった。

「君がスヴェンの異常さを、あえて『見ないふり』をしているのは何故なぜだい？　それも君の優しさか？　『知らないふり』『気づかないふり』をすることで、彼女を慮おもんぱかっている……ああ、違うな」

　舌の滑すべりを良くするように、マグの中のコーヒーを一口すすると、マイッツァーはさらに言葉を続ける。

　ルートにとって、もっとも痛い一言を告げるために。

「君は彼女が何者か、もうとっくにわかっているんだ。だから聞く必要がない……違うかね？」

「―――！」

　マイッツァーの語り口は、ただ静かで、ただ事実をありのままに述べるように、冷静で理性的だった。

　それゆえに、ルートはとっさに言葉を返せなかった。

「………………」

　この場合の無言は、完全な、相手の指し摘てきへの同意を意味する。

「普ふ通つうに考えれば、ありえない話だ。かつて自分の搭とう乗じようしていた兵器が、人間の姿になって自分の元にやってくるだなんてな……だが、君は優秀な兵士だった。それゆえに、そういう思考もできてしまう」

　ありえないなんてことは、ありえない――何が起こるかわからない、千せん変ぺん万ばん化かの戦場に身をおいた者なら、誰もが身につける思考である。

「なにが」「どうして」などと考えるよりも先に、現状と現実から、起こりうる事実を認識する。

「彼女は……スヴェンは……やはり……アーヴェイなのか……？」

　震えながら、ルートは尋たずねる。

　アーヴェイ、かつて自分が搭乗していた猟兵機の、搭乗者支し援えんＡＩ。

　自分が、そう名付けた名前。

「それを私に聞くかね？　私に聞いて、それで納なつ得とくするのかね？　それとも……」

　そこで一息、マイッツァーは口を止め、あらためて問いかける。

「そんなことはない……という可能性にすがりたいのかね？　私が〝違ちがう〟と言えば、それで君はそれを根こん拠きよとして、また『気づかないふり』を続けるのかね？　それは、優しさとは異なると思うよ」

「……………………」

　ルートは気づいていた。

　スヴェンが人間でないというだけではなく、彼女の内にあるものが、かつての自分の相棒であったものだと。

　スヴェンが、軍隊時代の自分のことを知っているかのような発言が幾いく度どかあった……ということもある。

　だがそれだけではない。

　人と接するのが、お世辞にも得意ではない自分が、彼女相手では、初対面の時から、まるで古くからの馴な染じみのように言葉を交かわせた。

　それどころか、一人でパン屋を営み、誰も来ない店内で心をすり減らしていたあの時、まるで、やっと援えん軍ぐんが現れたような、そんな気持ちにさえなった。

「その……俺は……」

　こんな気持ちになる相手など、最も長く、生死を共にした相手しかいない。

　それこそ、人間か、そうでないかを含めても、〝一人〟しか、いなかった。

「理り屈くつとか、理由とか、そんなのは必要なかっただろう？」

「あ………」

　わかってはいた。

　だが、問いただすことはできなかった。

「話さない」ということは、「話せない事情がある」と思ったのだ。

　だから、彼女が自分から言い出だすまで、「気づかないふり」をすることにした。

　いつか話してくれる時まで、待てばいいと。

「君は優しい人間だと思う。たくさん傷ついて、傷つけてきたからこそ、行き着いたところなのだろう。だが、それゆえに、踏み込むことができない人間でもある」

　なにも言い返せぬルートに、マイッツァーは告げる。

「『話さない』のではなく、『話せない』のだとしたら？　話してしまえば、全てが失われてしまうと、恐おそれているのは、彼女も同様だとしたら？」

　互たがいに「何も知らない」、「気づいてさえいない」、その状況のままでいれば、なにも変わらないまま、今のままの関係を続けることができる。

　それを、相手も同様に思っているのだとしたら……

「君自身、迷っているのだろう。君は、自分の不幸ならいくらでも受け入れることができる。だが、他人を不幸にするかも知れない選せん択たくはできない。そういう性しよう分ぶんのようだ」

　マイッツァーの指摘は正しかった。

　ルートは、今までの過去故に、自分の命を何より軽かろんじるところがある。

「だが……君とともに歩むことを何よりの幸せと思っている者からすれば、それは残ざん酷こくな話だよ」

　幸福とはなにか、その答えは人によって様々であろう。

　これこそが正しく、間違いのない、絶対の幸福だ――など、誰も示せない。

　他者から見れば不幸に見えても、そのためならば命すら賭かけていいというものもあるのだ。

「あの娘からすれば、君と共に在ることは、全てを犠ぎ牲せいにしても優先すべきことだろう。だが、君は、その彼女に踏み込めない、踏み込ませない」

「俺は……」

　ルートは、何も言い返せなかった。

　スヴェンの正体を自分よりも遥はるかに詳しく知るこの男が何者か、という疑問すら浮かばない。

　そんなことに心を配る事もできないほど、彼の心は、激しく揺さぶられていた。

「ホントならね、こういうのは私が言うことじゃあなかったんだよ、ランガート君」

　少しだけ、申し訳なさそうに、マイッツァーは言う。

「だが、そうも言ってられなくなったんだ。娘に……スヴェンに問うには、君の彼女への思いを確認する必要があった」

「問う？　一体、なにを……？」

「大切なことさ。繰くり返かえさないためにも、これだけは、今度こそ間違いを犯おかさないように……」

　ルートの問いかけに、マイッツァーはただ遠い目をして返した。

　その目は、あまりにも遠い、遠すぎて常人では計り知れないほどの過去を見つめているようであった。

「そう、それは……」

「それは――」

　マイッツァーが答えようとした寸前、店の扉がカランと鳴る。

「おや、お客さんが来たようだね」

「ちょっ………!?」

　言うだけ言って、寸前でマイッツァーは立ち上がり、窯場を出て店頭に向かってしまった。

　いまさらだが、現在店頭にはスヴェンはいない。

　彼女は所用で、ここ数日店に顔を出していないジェコブの家に行っているのだ。

「なっ………？」

　あまりの切きり替かえの速さに、ルートは追いかける気力さえ折られ、その場に膝ひざを折ってしまう。

　だが、同時に、わずかだが、「助かった」とも思ってしまった。

　今すぐに、この場で決断を下すには、あまりにも大きな問いかけをされてしまったのだから。
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　王都ベルンにある、国こく賓ひん歓かん迎げいセレモニー会場。

　そこに、一人の女性兵士が、困った顔で佇たたずんでいた。

「はぁ、軍隊は階級制度……上官の命令は絶対かぁ……」

　ポツリと呟つぶやいたのは、警備隊隊員、ソフィアの部下である、マリッサ・ヘイブン伍ご長ちようであった。

　警備隊に配属されたのは、半年前の反乱事件後。

　大幅な欠員が出たため、質よりも量と、ろくな従軍経験もない新兵である。

「ブンガ？　ブンガブンガ!?」

「あの～、ええっと～、すいません何言ってるかまったくわかんない!?」

　そんな彼女が命じられた役割は、本日の親善セレモニーに参加している、とある賓ひん客きやくを、「一秒でも長く足止めせよ」というものだった。

「ブンガ！　ブンガ？　ブンガー！」

「すいませんごめんなさい！　でも私もなんでこんなことしてるのかまったくわからなくってですね？」

「ブンガー！」

「怒らないで怒らないで!!　殴なぐらないで下さーい！」

　彼女が足止めを命じられた賓客は、ワイルティア人でも、ましてやノア人でもない。

　アビニョン帝国の外交大使である。

「ブンガ！　ブンガ、ブンガブンガ？」

「すいません、何言ってらっしゃるかわかりませぇ～ん」

　ワイルティア王都ベルンには、諸外国の大使館が存在し、アビニョンはその一つである。

　フィルバーヌやグレーテンなら、同じエウロペア大陸文ぶん化か圏けんであるので、まだ簡単な受けこたえくらいならできるのだが、この国は海を隔へだてた異なる文化圏エイジア大陸の西せい端たんに位置するため、マリッサには何を言っているのか全くわからない。

「ブンガガブンガ！　ブガンガ!!」

「ごめんなさいごめんなさい、ホントにごめんなさいです！」

　全くわからないのだが、相手が怒っていることは理解できたため、ただひたすら謝あやまっていた。

　アビニョン大使の体格は、民族的な差異もあるのだろう、二メートルを超こす、天てん井じように引っかかりそうな巨きよ体たい。

　恰かつ幅ぷくも良いため、小こ柄がらなマリッサに比べれば、象と子犬くらいの差がある。

「こちらもね、心苦しいんです……でも、これも上官の命令なんです！　ウチの上官怖こわいんです！」

「ブ、ブンガ？」
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「もうね、目とかおっかなくてですね？　直視されたらそれだけで心臓止まるんじゃないかってくらい怖くってですね？」

「ブンガ……」

「いやもうホント……あまりにも怖くて……私、たまに呼吸止まってますもの……アレなんですかねぇ、小動物とか、絶対勝てない猛もう獣じゆうを前にした時、呼吸も心臓も止めて、死体のフリしてごまかすって言いますけど、ああいうのなんですかねぇ」

「ブンガ～……」

「わかってくれますかぁ～」

　子犬すら通とおり越こし、リスか子ねずみかというほど、小動物のような哀あわれみを感じさせるマリッサの姿に、言葉は伝わらぬまでも、アビニョン大使は同情しはじめていた。

「お前はなにを好き勝手言っとるんだ」

「うぴゃああ!?」

　そこに突とつ如じよ現れるソフィア。

　その姿を見て、奇き声せいを発し飛び上がるマリッサ。

「ど、どこから出したその声……」

「び、びっくりしたぁ」

「まったく、まだお前は私に慣れんのか……」

　なにげに、部下たちに怖がられていることを気にしているソフィアは、少しばかり悲しいため息を吐く。

「え、えっと、少しよう佐さ殿どの、あの、私は～……」

「ああ、ご苦労だった。もう下がっていいぞ」

　ソフィアは怯える部下に、この場から立ち去らせようとする。

　と同時に、眼前のアビニョン大使に目を向ける。

「申し訳ありません。警備上の理由で、あなたにはこの場で待機していただくこととなりました。会場に戻もどっていただくわけには参りません」

「ブンガ？」

　ソフィアの言葉に、大使はやはり、「わからない」というふうに首を振る。

「ああ、わかりませんか？　まぁ結構、そのままお聞きください」

　だが、ソフィアはなんら意に介かいすることなく話を続ける。

「いやぁ、参りました参りました。小官は、本日の式典に当たり、参加者の身元確認は徹てつ底ていしたつもりでした」

　今回の親善セレモニーは、ワイルティアやノアだけでなく、ベルンにある各国大使館の関係者も招いている。

　多くの国に、「ノアとワイルティアの絆きずなは強い」とアピールするためだ。

「大使館の方々にも、各国の大使の印章入りの紹しよう介かい状じようと、そこに記された方々以外、お入れしないように通達していました。その人数に漏もれはありませんでした」

「ブン……ガ……？」

　首をひねる大使に、ソフィアはさらに続ける。

「だからこそ気づきませんでした。『入場した者の出入り』には警けい戒かいしていても、『入場した者』が減ったことに関しては、気が回りませんでした」

　今日のセレモニーの招待状を、ワイルティア政府は各国大使館に送り、その上で、参加者の登録を行い、名めい簿ぼを作成した。

　その名簿を元に、薄うす型がた発信機が仕込まれた名札を配り、参加者は全てそれを付けている。

「アビニョンからの参加者は、申しん請せいされていたのは二人……だが、いま会場内にいるのは、貴様一人だ……もう一人はどこに行った？」

「………………」

　アビニョン大使は何も言わない。

　ソフィアが何を言っているのかわからないのではない。

　彼は、わかった上で、言葉を閉じている。

「仮に、数が減った……としたら？」

　ソフィアのトドメの一言に、アビニョン大使の顔が歪ゆがむ。

「思ったより優秀なのだな、ワイルティアの兵士は」

　わずかに訛なまりはあるが、流りゆう暢ちようなワイルティア語だった。

　途と端たんに、もぞりと、大使の背中が盛り上がる。

「ひっ――!?」

　その不気味な光景に、マリッサが声なき悲鳴をあげる。

　巨きよ大だいなコブのように盛り上がったそこから、何かが飛び出す。

「カアアアアアッ[image: ]」

　それは、人間であった。

　だが、常人よりも遥かに小さい。だが猿さるのような長い……長い「機械の手」を持った男が飛びかかってきた。

「やはり機械兵か!!」

　腰こしに下げた愛用の短刀を引ひき抜ぬいたのと、現れた機械兵が、まるで古の暗殺兵のような鉤かぎ爪づめを振るって襲おそいかかってきたのは、ほぼ同時であった。

　ぶつかり合う金属と、金属の衝しよう突とつ。

「ちっ……」

　かろうじて一いち撃げきは避けたが、完かん璧ぺきとは言えず、わずかに袖そでが切られる。

「よくわかったな、普通は気づかんぞ？」

　不敵に笑う、アビニョンの大使。

「なぁに、貴様らのようなのと戦うのは、初めてではないのでな」

『二つに分かれた』大使らに、ソフィアもまた、不敵な笑えみを返す。

　以前に遭そう遇ぐうした、『飛空船デフェアデッド号事件』――その際に、ソフィアはグレーテンの機械化兵士と戦った。

「機械兵は、どれだけ精せい巧こうに作っても、人間の手足と同様にはいかない。どうしてもその体型が不自然になってしまうため、総じてシルエットの出ない服装になる」

　ソフィアが戦った機械兵も、神父を称した下衆男であり、その内面を包つつみ隠かくすような法ほう衣え姿すがたであった。

「その服装……なんというか知らんが、アビニョンの民族衣装か？　それならば多少の体型の誤差も、気にならんしなぁ」

　機械化兵士には様々な種類がある。

　腕か足、もしくは両方を機械にした者。首から下の全てを変えた者、様々である。

「合体型がいるとは驚おどろいた」

　アビニョン大使は、二人で一人だったのだ。

　恰幅のいい巨体の大男と、猿のような小男――おそらく小男の方は、何らかの仕し掛かけで、自己の体型をこれまた常人並みの大きさにしていたのだろう。

　そして小男の方が犯行を行った後、大男と合体する。

「目立つ大男のほうをこれみよがしに人目につけていれば、犯人と思われることはない。小男の方が目もく撃げきされても、まさか他の者の体に入っているとは思うまい」

　むしろ、姿が消えたことで、現場から逃にげ去さったと思われるのがオチである。

「よくもそこまでわかったものだ……」

　心から感心したように、アビニョン大使――に偽ぎ装そうした大男の機械兵が笑う。

「ま、こっちも反則同然の技を使ったからな」

　ヒントは三つあった。

　一つはダグラス将軍の「目撃証言」――犯人は、「猿だった」。

　二つ目はダイアン謹きん製せいの薄型発信機、その反応が、一人の人間に重なっていた。

「そしてトドメはこれだ」

　ソフィアの指先には、小さな金属の欠片かけらがあった。

　それは、犯行現場にて、リーリエが被ひ害がい者しやの死体に刺ささっていたものを見つけたもの。

　眼の前の、猿のごとき機械兵の金属の爪つめの一部である。

「これは……アルミ合金か……ふふっ、大層珍めずらしいものをもつ」

　アルミ――軽量にして加工しやすく、なにより錆さびにくいことで、様々な方面……中でも、武器兵器への転用は、獅子王帝の時代から研究されている。

　だが、兵器転用には一つの難題があった。

　金属として、アルミはあまりにもやわらかすぎるのだ。

「こいつで武器を作ろうとすれば、他の金属と混ぜ合わせ、合金にするしかない。だが、その製造はとかく金がかかる。同じ重さの銀と同じくらいのコストがかかる」

　それ故に、大量消費が基本である兵器転用には、まだ遠いとされていた。

「しかし……例えば、使用量は戦車や航空機より遥かに少なく、また最大の特性の〝軽さ〟を追求するならば、それこそ機械兵にはもってこいの素材だろうな」

　名めい探たん偵ていよろしく、ニヤリとほくそ笑むソフィア。

　これをソフィアに教えたのも、リーリエである。

　アルミ合金は、人間型猟兵機にも、いくらか使われている。

　だがそれ以外で、用いられることは殆ほとんど無い。

　それこそ……

「それに、アルミならば、入り口の金属探知機にも引っかからんしな」

　セレモニー会場の全ての出入り口には、磁力を利用した金属探知機が置かれていた。

　金属製のものなら、たとえ万年筆でもチェックされる。

「機械兵、それも暗殺任務用の者たちが入ったと、これでわかったのさ」

　これこそが、三つ目のヒントであった。

「さてまいりましたな……我らもここで捕つかまるわけには行かないのでね!!」

　大男のほうが、腕を振るい襲いかかる――と同時に、その死角から小男の方が飛び出し、襲いかかる。

「ひゃあああ!?」

　襲いかかったのはソフィアにではない。

　逃げるきっかけを無くし、棒立ちになっていたマリッサに向かってである。

　彼女を人ひと質じちにする、のではない。

　潜せん入にゆうしたテロリストを捕ほ縛ばく、もしくは排はい除じよするためなら、時に自軍の兵士が巻き込まれても、「仕方がない」と判断するのが軍人である。

　そんなことは機械兵たちもわかっている。

「我らの盾たて代わりになってもらおう!!」

　会場内の警備隊員が持っているのは、小口径の拳けん銃じゆうがほとんど。

　人間一体あれば、死んでようが生きてようが、弾たま除よけにはなる。

「おっとぉ」

　だが、猿のごとき小男の機械兵が迫せまるより早く、緊きん張ちよう感この上ない声が入り込む。

「なにぃ!?」

　小男が驚きよう愕がくの声を上げたときには、既すでに遅おそかった。

　猿よりも速く、風のように迫ったリーリエが、小男の機械兵の生身の頭部を掴つかむや、そのまま床ゆかに叩たたきつける。

「ごふっ!?」

　一撃必倒――体の一部を機械化した機械兵は、人間相手ならば強敵になるが、人間型猟兵機の前では、その速さにも限度がある。

「なっ……!?」

　だが、突如現れた少女が、そんな自分たち以上の人外の存在と把は握あくできない大男の方の機械兵は、たじろぎ、隙すきを見せる。

「はああっ!!」

　そして、その隙を見逃すほど、ソフィアの「ドラゴン殺し」と呼ばれる目は、甘あまくはなかった。

「喰らえぃ!!」

　大男の機械兵、その左胸に、一撃を叩き込む。

「龍りゆう吼く」――東洋のブジツと呼ばれる技わざの一つ。

　たとえどれだけ強靭な筋肉があろうが、分厚い鎧をまとっていようが、衝しよう撃げき自体を貫通させ、心臓に直接ダメージを与あたえる技。

「ぶふぉっ!?」

　この技の恐ろしいところは、ただダメージを与えるのではない。

　心臓に伝導した衝撃は、その鼓動の動きをかき乱す。

　相手が強靭な体であればあるほど、その強靭な心臓は、自身を破りかねないほど暴走し、立つこともできないほどの激痛を体に走らせる。

「がはぁつ……!!」

　目と鼻と耳から血を吹ふき出し、大男の機械兵もまた、その場に倒れた。

「ふぅ……片が付いたな」

　倒れた機械兵二人組は、かろうじて息はある。

　あとは、自死させないように拘こう束そくした後、しかるべき機関に引き渡せば問題は解決である。

　アビニョンは小国だが、その北方にはオーガストがある。

　彼の国は年々南下を続けており、ワイルティアの後ろ盾を得ることで、独立を保とうとしている。

　だが、国内にはオーガストに与くみすることで、利を得ようとする者も多い。

　今回の件は、そんな者たちを利用し、オーガストが刺客を送り込んできた、と言ったところであろう。

（ま、そう簡単に吐くとは思えんがな）

　心の中でソフィアはつぶやくが、現状、自分ができることは全すべて果たした。

「ヒルダー、もう大だい丈じよう夫ぶだよ、出ておいでー」

　リーリエに呼ばれ、扉とびらの陰かげから、ダグラス将軍を抱かかえたヒルダが現れる。

「お、おおう……」

　ソフィアからあらかじめ、犯人の正体がどのようなものか、その予測は聞かされていたが、本当にこんな人間兵器もどきがいたとは信じられず、ただただあっけにとられている。

「いるんですね……こんな連中が」

「一見して信じられないようなことでも、まずは現実を直視しろ。ありえようがありえなかろうが、目の前で起こっていることが全て、それが兵士の思考だぞ」

　普ふ段だんダイアンに振り回されているソフィアだが、彼女も大戦の戦場を経験した歴戦の猛者である。

　そこが、元親衛隊と言えど、実戦経験に乏とぼしいヒルダとの、決定的な差であった。

「それに私に言わせれば、お前の連れの方が大概おかしいぞ？」

「はぁ」

　ソフィアの視線の先には、手早く小男と大男、二人の機械兵の手足を引っこ抜き、ふんじばっているリーリエの姿があった。

「ただの女学生では、ないな……」

「あの………」

　いかなる理由をかき集めても、ただの女学生が、これだけの戦闘力を持っているのはおかしい。

「………いや、そうか。そういうことか」

　だが、ソフィアにはその正体がなんとなく察しがついた。

　以前の反乱事件で出会った……それだけではない。

　それ以前にも、〝同じようなもの〟――否、もっと常軌を逸した者と遭遇していた。

　自分の弟分である、元部下と共にいた、銀髪の少女。

「同類か」

　それとも、わずかに異なるように、ソフィアには感じた。

　まだ、リーリエのほうが、いくらか常識に近い感じがする。

「あ、あの……少佐殿……その……」

　おそるおそる、言葉を放つヒルダ。

「リーリエは、その……ボクの友だちです。それだけは、間ま違ちがいありません……あの……！」

「わかっている」

　それ以上、ソフィアは問い詰めるようなことはしなかった。

　彼女は、ワイルティアの外務省からの身元保証を受けていた。

　少なくとも、公的機関の支配下にある者なのだろう。

　それに……

「なんとなくだが、私の関係者が裏で関かかわっている可能性がある」

「は？」

　ソフィアの脳裏に、あの魔導師気取りの道どう化け師しのにやけづらが浮かんだ。

「さて……ヘイブン伍長、お前には迷めい惑わくをかけたな。無事か？」

　その緊張感のない振る舞まいから、機械兵たちを油断させられると、足止め役に選んだ部下の名前を呼ぶが、返事がない。

「うきゅう………」

　すでに彼女は、目の前で起こった事態についていけず、気絶していた。

「まぁ……無事なのはいいことだ」

　とりあえずケガなどは負っていないので、良しとしておくことにした。

「ま、これにて一件落着だな」

「そうですね」

「クケェー！」

　ソフィア、ヒルダ、そしてダグラス将軍が、異口同音に、安堵の声を漏らす。

「よかったねぇ、ダグラス将軍も喜んでいるよ」

　おっとりとした声で、リーリエがペンギンのダグラス将軍を代弁する。

「さすがにこれは、ボクもなにを言っているかわかるぞ？」

　自分を殺そうとした刺客が捕らえられたのだ。

　その声がポジティブなものであることは、翻ほん訳やくされるまでもなく、ヒルダにもわかった。

「そっかぁ――」

　だが、その後、リーリエの口にした内容までは、予想できなかった。

「〝もうひとりのダグラス将軍も喜ぶ〟って、言ってるよ」

「「なに？」」

　その言葉に、ヒルダとソフィア、二人揃って固まった。
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　舞台は変わり、ハラディンの片かた田舎いなか――

　中に何もなかった〝扉〟の解かい析せきを終え、その結果に、少なからず衝撃を覚えたダイアンは、岩場に腰掛け、無言で思考を重ねていた。

　彼が、ここまで無言になるのは珍しい。

　彼を知る者は、ソフィアにしろ、ブリッツドナーにしろ、レベッカにしろ、道化師とも揶や揄ゆされる、常に軽薄な笑みを浮かべた姿しか知らない。

　だが今の彼は、まるで世界の闇やみそのものに直面したような、沈痛とも言える面持ちとなっていた。

「これは……どういうことだ……？」

　彼がこの地にある〝扉〟の解析に赴いたのは、一つの事実を証明するため。

　かつて、自分に〝ダイアン〟の名を与えた、彼の母親だった人から聞いた最後の言葉。

「〝聖女〟と〝悪あく魔ま〟が、エウロペア帝てい国こくを滅ほろぼした」――その真実を突き止めるため。

「………少しよう佐さ？」

「なんだい？」

　ダイアンの背後には、一応は彼を警護するためにこの地まで同行した、赤き装束に身を固めしアプヴェーアのオフィサー、ブリッツドナーが立っていた。

「少しばかり僕ぼくの独り言に付き合っちゃあいただけませんか？」

「別にそりゃかまわんが……俺おれに学者さんの高こう尚しような相手ができるとは思えんぜ？」

「いや、いいんですよ別に、聞いてくれさえすれば、相手は木でも岩でも」

「嫌いやな言い方だなオイ」

　思考というものは、ただ黙だまって座すわり込んでいれば成り立つものではない。

　ある者は散策の中に、ある者は寝床の中でまとめる者もいる。

　そしてこのおしゃべり好きの天才科学者は、『対話』の中にそれを見出す。

　それはおそらくは、彼かれがかつて、たった一人の母と呼べる人との対話の中で、現在に至る知識を得たことが原因なのだろう。

　自らの思考を口に出し、声にして、己の耳に入れることで、熟成させる。

　そのためには、聞き手が必要なのだ。

「あなたは、エウロペア帝国が何故なぜ滅ほろびたか、ご存じですか？」

「そりゃオメェ……アレだろ、神の怒いかりに触ふれたとか、そんなんじゃなかったか？」

　千年前に消滅した超ちよう帝てい国こく、その滅びの原因は未だわかっていない。

　だが、残された者たちは、それらしい伝説を作って、無理やり納得しようとした。

　それが、現在に伝わる、「神の怒りに触れて滅びた」という、面白みのない話である。

「違うんですよ。いえ、合ってはいるのです。厳密に言うと正解ではない」

　エウロペアは滅びた。

　その滅びの原因は、「神の怒りに触れたから」――それは、正解ではないが、真実ではある。

「エウロペアが滅びたのは、神の怒りに触れたから……ただし、その神を作ったのもまた、エウロペアなのです」

「神様って……作れるものなのか？」

　不審な顔をするブリッツドナー。

　神とは、人を生みこそすれ、人に生み出されるものではない……と、常人なら思うだろう。

「ならば神の定義とはなんですか？　不老不死、不死身？　万物の創生者？　奇き妙みようキテレツ摩訶不思議な力を用いる？　それも不正解ではありません。だが、答えはもっとシンプルであるべきです」

　神とはなにか、それは宗教によって、宗派によって、いや、人それぞれによって、異なる答えとなるものであろう。

　だが一つだけ共通するものがある。

「それは、間違いのないもの、絶対であるということです。それこそが、人が神に求めるもの、神が神足り得る要素です」

　神は人間ではない。

　ならば人間が絶対に犯すことを、神は絶対に犯さない。

　間違いを起こすのが人間であるのならば、神こそは間違いを起こさない。

「太陽が昇り沈むように、四季が巡めぐるように、この世の万物の法則のように、間違いのないものが、神なのです」

「そんなモン……どうやって生み出すっていうんだ……？」

　一軍人には測りかねる話に、ブリッツドナーは、問い返す以外なかった。

「エウロペア人たちは考えました、人間は神に似せて作ったもの……だが、人はあまりにも不完全。それは、自分たちは神のデッドコピーなのではないかと」

　人は獣けものとは異なる。

　獣が身体を進化させ、環境に適応したのに対し、人間は叡智を進化させ、環境を支配することで適応した。

　これこそが神の叡智の欠片なのだとしたら、そこに手がかりがあると考えた。

「ひとりひとりは、神に似ても似つかない。しかし、何百、何千、何万、何十万と組み合わせれば？　人間一人一人の中にある〝神の欠片〟をかき集めれば？」

　それは、正しく言えば、神とは異なるものなのかもしれない。

　全ての人間の精神をつなぎ合わせた、巨大な情報集積体。

　いかなる難問にも、どんな愚問にも、完璧な答えを授ける存在。

　いや、もはやその存在の前には、疑問自体が必要ない。

　全てをその「神」に委ね、その「神」の言うとおりに、生きて、死ねばいい。

　それが「絶対」なのだから。

「その神が、真に正しい答えを常にくれるものなのかは、分かりかねます。ですが、『そうだ』と信じられるものであればいいのです。そういった意味では、まさに神なのでしょうね」

　神とは、人の信仰の全てを受け入れるものである。

「その神が……なぜエウロペアを滅ぼしたっていうんだ？　自分を作った、自分を信じる者たちを」

「だから、怒りに触れたんですよ。神が愛した少女を、殺してしまったから」

「まさか〝エウロパの聖女〟の話をしているのか？」

　エウロパの聖女とは、エウロペア大陸文化圏に伝わる、共通の建国神話である。

　古いにしえに、神あり。

　神は一人の少女に心奪うばわれ、彼かの女じよに求婚する。

　神は彼女に、ありとあらゆる贈おくり物ものを渡わたすが、少女は振ふり向かない。

　故ゆえに神は言う。

『この世界の全てを汝なんじにくれてやろう』と――その少女の名が、エウロパ……

「この大陸の王政国家は、どこも皆、自分たちはエウロパの末裔だと自称している。そして大陸の統治権を主張している。だがそんなのは表向きだ、まともに信じているやつなんていやしない」

　どこの国にでもある、王権神授説の補強の一いつ環かんで使われている、あくまで神話である。

「ええそうです。僕も神話が現実だったとは言いません、ですが、神話になぞらえた事態が起こったのだとしたら？」

　少なくとも、「神」と呼ばれたものは、存在していたのだ。

　ならば「エウロパ」と呼ばれた、「神」の求愛を受けた少女も、存在しておかしくない。

「その少女が……世界の支配者だって言うのか？」

「いや、それとも異なります。なにせ、神話と異なり、神様は怒おこっちゃったわけですからね」

「おい、待て、それじゃお前……？」

　そこまでの話を聞き、ブリッツドナーは、くだらない考えが頭をよぎった。

　あまりにも俗すぎて、「神」だの「聖女」だの、そんな次元の問題には、引っかからなさそうな内容である。

「多分正解ですよ少佐……さすが、浮世に名を馳せし女好きですね」

「からかうなよ……お前それじゃ……その、神が怒ったっていうのは……」

「ええ、エウロパの聖女は、神様をフッちゃったんです。フラれた神様は、怒って世界を滅ぼしちゃったんですよ」

「おいおいおい………」

　世界を滅ぼすにしても、もう少し相応の理由が欲しい。

　まるでそれでは、初心な少年の癇かん癪しやくではないか。

「そもそもなんで、その聖女は、神様をフッちまったんだ？　神様ってのは絶対なんだろう？　間違いを犯おかさないんだろう？　それなら……」

「そうです。そうなんです」

　ブリッツドナーの問い返しこそ、ダイアンの求めたものだった。

「絶対でなければならないものが、間違いを犯したという、〝ゆらぎ〟が、帝国を滅ぼしたんですよ。なぜなら、聖女は……」

　そこまで返したところで、ダイアンの思考は、さらに深みに入る。

「そうなんだ……だからおかしいんだ。もしあの中にいたのがそうなのだとしたら？　なぜ、百五十年前なんだ？　なんでそんな最近なんだ？　もっと早くに朽くちて消えたか、いや、そもそもいるほうがおかしい。ということは……いやだが…これは……矛盾だ！　だが、そうだとしたら、全てに説明が付くが……それでは……」

「お、おい先生……？」

　鬼気迫る表情で、ブツブツとつぶやくダイアンに、歴戦の猛者であるブリッツドナーですら、つばを飲むほどの緊張が生まれていた。

「こう考えれば良いんじゃないかしら？　すでに〝聖女〟も〝悪魔〟も解き放たれた――と」

　そこに、声が一つ増える。

「――――!?」

　振り返かえると、そこに立っていたのは、先さき程ほどあれだけ憤ふん慨がいして立ち去ったはずのフィアナであった。

　穏おだやかな表情、余裕の笑みまで湛えている。

　それはまるで、別人のような――

「アンタ……誰だれだ？」

　違ちがう。

　まるで、中身が入れ替わったかのように、存在自体の持つ空気が変わっていた。

　それを感じ、ブリッツドナーは、額に汗が流れていることを、そして、機械となった自分の手足が震えていることに気づいた。

「待て……おい待て……」

　兵士の思考は、理り屈くつや理由を考えるよりも、目の前の現実を直視する――である。

　たとえどれだけありえないことでも、起こったことは、起こったことなのだ。

　だから、このありえない事態も、現実なのだ。

　それは理解している、十分に理解していたブリッツドナーだったが、それでも、この現実は、あまりに現実を離はなれていた。

「大したものね〝魔導師〟……やはりあなたは、ここまでたどり着ける唯ゆい一いつの人間だと思っていたわ」

　フィアナの体が、正中線に沿って、ゆっくりと分かれていく。

　それまで、豊満な肉感的であった彼女の体は、まるで機械のパーツのようにバラバラと砕くだけ、消えていく。

「ああ、そういうことですか………」

　ブリッツドナーよりも先に、ダイアンの方が、この異常な事態を把握できていた。

　ただし彼の場合は、兵士の思考などではなく、科学者として……いや、一人の探求者の知識として、その存在を把握していたのだが。

「あなたたちは近づきすぎたわね。〝魔導師〟に〝紅ぐ蓮れんの鷹たか〟……」

　現れたのは、黒と白を基調としたドレスに、紫むらさきの髪、そして赤い瞳ひとみ……人間離ばなれした、怖おぞ気けが走るような美しい少女が、そこにいた。

「あなたが……〝聖女〟なのですね？」

「ええ、エウロペア帝国を滅ぼした者、それが私。そして……あなたたちを殺すもの」

　ダイアンの問いかけに、聖女を自じ称しようするに相応しい微笑ほほえみで、少女は返した。
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第五章「千客万来」







　1720 26.04.921――

　オーガンベルツの一角にある、ジェコブの家――

「あなたはなーにをしておりますの」

　さらにその一室、ジェコブの私室にて、スヴェンは冷たい眼まな差ざしを、ベッドの上のレベッカに向けていた。

「なんですか？　なにか問題でも？」

「問題もクソもありゃしねーですわよ。二日もあれば治るでしょ、あの程度の損壊……もとい、ケガでしたら」

　二日前の夜、マイッツァーに倒たおされ、足に重度な損傷を受けたレベッカ。

　だが、人間型猟兵機は、機械であって人間ではない。

　基本フレームまでは損傷していなかったため、生体部品の自己修復と、簡易修復キットを併用すれば、もう立って歩いて、自力でベルンの兵器開発局に帰還できてもおかしくないくらいにはなっているはずである。

「念の為です。私はあなたと違い、慎重に慎重を重ね、万全を期して、石橋を叩くタイプなんです」

　ベッドで半身を上げているレベッカは、すぐ隣となりにこの部屋の主であるジェコブを置き、それどころか、がっしりと抱き寄せている。

「説得力ねーですわよ」

「別にあなたに納なつ得とくしていただこうと思っていませんので」

「あの～スヴェン、このおねーさんあの～……」

　レベッカに抱だきつかれ、困ったような顔の少年ジェコブ。

「申し訳ございませんジェコブさん……まさかこの赤いの……ここまで色にボケるとは……」

「色ボケ具合であなたに勝てる気はしませんよ。白いの」

　ため息を吐くスヴェンに、レベッカが冷たい目で返す。

「誰が白いのですのー！」

「先に言ったのはあなたでしょう!!」

　そして怒鳴り合う、人間型猟兵機の二人。

「あわわわわ、落ち着いて落ち着いて！　二人とも、ね？」

　二人の間柄はよく知らないまでも、以前の数度の出会いで、他人ではなく、友人というわけではないが、まるで仲の悪い姉妹程度には近しい存在だと察したジェコブは二人を止める。

「それにあの、僕そんな、迷惑してないから？　どっちかってぇと、ちょっとうれしい……」

「ジェコブさん？」

　美少女なレベッカになつかれ、悪い気はしないという、男性なら生じておかしくない本音をさらっと口にする十一歳さいに、スヴェンが少しばかり呆あきれた声を出だす。

「なんと……ご迷惑ではない……むしろもっとしたほうがいいですか？　それでは、その……ほっぺすりすりとかしちゃっていいですか!!」

「落ち着けって言ってますのよ赤いの!!」

　日ひ頃ごろはクールに見えるレベッカであるが、ことブリッツドナーと、その息子むすこジェコブに関しては、ある意味スヴェン以上に我を忘れる。

「申し訳ありませんジェコブさん……ちょっと……席を外していただいてよろしいですか？」

「あ、うん……」

　無理やりレベッカから引っ剥がすと、失礼を詫びつつ、しばし二人にしてもらうように告げた。

「ああ……」

「情けない声上げるんじゃないですわよ」

　名残惜しそうにするレベッカに一喝し、スヴェンは気を取り直す。

「なんです？　あの男の正体が、なにかわかったのですか？」

「それは………」

　昨日、マイッツァーは、スヴェンにいくつかの衝撃的な事実を語った。

　自分という存在が、人間型猟兵機という枠わくの中でも特異であること。

　自分は確かにマイッツァーの娘むすめであると、認めてしまったということ。

　自分でも理解できぬ心のゆらぎに、彼女は戸惑い、そして、まともに相談できる相手が、同じ人間型猟兵機である、レベッカくらいしか思いつかなかったのだ。

「あなたは、その……いるんですよね、わたくしと同じく、〝主〟さまが……」

「なんですかいきなり？」

　見当違いの問いかけをされ、不審な顔をしたレベッカだったが、問いかけには答える。

「ええ、いますよ。世界一の主さまがおられます」

「お、おう……？」

　自分も同じ問いかけをされたなら、同様の答えを返したであろうが、臆面もなく堂々と言われると、なかなか対応に窮するものがあった。

「その方に、もし、その、お会いできたら……どうしますか？」

　マイッツァーとの問答で、スヴェンは自分の中の芯とも言えるものが揺ゆらいでいるのがわかった。

　正しく言えば、自分で自分の〝心〟が、わからなくなってしまっていた。

　それ故に、自分の最も大切な存在であるルートとさえ、直接顔を合わせるのに戸惑いを覚えるほど。

　だから、もう一度自分を見つめ直すためにも、限りなく近い境遇にある者に話を聞きたかったのだ。

「どうするもなにも、ちょっと前にお会いしましたよ」

「え、ウソ？」

「ウソついてどうしますか」

　しれっと返され、却かえってうろたえるスヴェンであった。

「王都の反乱事件の時ですね。正直驚おどろきました。まさか、私のこの姿のことも、ご存じとは思わず……」

「知って……たんですか？」

「ええ」

「なんだぁ」

　未いまだに自分の正体を明かしていないスヴェンにとって、その葛かつ藤とうの答え、その手がかりを得られるかと思ったが、聞くまでもない話であった。

「なんだぁとはなんですかなんだぁとは！　私の主さまに、少佐になにか問題があるというのですか！」

「そういうのじゃないですわよ……こんな時ばっか絡みますわねあなたは」

「当たり前ですよ。それ以外のことであなたに絡む理由がありません」

「あーもう面めん倒どうくさいヤツですわね」

　スヴェンとレベッカ、二人とも日頃の口調はバカが付くくらい丁てい寧ねいなのだが、それでも根は軍用兵器。それでも、それを知らぬ者たちには、それなりに配はい慮りよする。

　だが互いの境遇を知る者同士で話すと、丁寧なまま、辛しん辣らつになる。

　まさに慇いん懃ぎん無礼の応酬であった。

「ん～……実は――」

　先日のマイッツァーとの会話。それを、スヴェンはレベッカに話そうとした。

　だが、その前に、それは起こる。

「「――――！」」

　スヴェンとレベッカ、両方同時に、そちらに視線を向けた。

　何も見えはしない。

　何も聞こえはしない。

　人間ならばそうだろう。

　だが、人間を遥はるかに超こえる感覚器官を持つ二人にはわかった。

「爆ばく発はつ音……!?」

「銃声、しかも複数人……！」

　田舎の鉱山町で、昼日中に起こっていい騒音ではない。

　その音の発生した方角、そして距きよ離りから算出し――その場所は、トッカーブロートのある場所であった。

「ちいっ！」

　即そく座ざに立ち上がるスヴェン。

　いかなる理由があろうが、いかなる事情にあろうが、あの場所を侵すのなら容赦はしない。

　その決意を込めて、急行しようとする。

「ではお気をつけて」

「ちょっとあなた？」

　対して姉し妹まい機きのレベッカは、動こうとはしなかった。

「なんですか？　私があなたを助けなきゃいけない理由はありませんよ。むしろ、不必要な接せつ触しよくは禁じられていると、申し上げたと思いますが？」

「この……！」

　特に助力を期待していたわけではないが、ここまで冷淡に接せられると、それはそれで腹の立つ話であった。

「あら、スヴェンさん、お帰りですか？」

　そこに、ガチャリと扉を開け、ジェコブの母親、シャロデが現れる。

　今さらではあるが、彼女はレベッカが息子の部屋にいることは知っている。

　スヴェンの知り合いで、ジェコブが以前世話になったということで、滞在を快く了承したくらいである。

　ただし、彼女の父親――ジェコブの祖父は、トッカーブロートに未だにいい印象を持っていないので、内緒にしておいてくれとは伝えておいた。

「お邪じや魔ま様でしたわ！　あ、そうだ！」

　念の為、シャロデとジェコブに、店の方には近づくなと警告しようとした。

「ジェコブさんにもお伝えしておいてください。当店の方には――」

「あら、ジェコブなら、さっきトッカーブロートの方に行ったわよ」

「なんですと!?」

　この数日、レベッカになつかれすぎて身動きができなかった少年。

　久々に解放され、友人であるルートのいる店に顔を出そうと、思っても無理はない。

「なんて間の悪い――」

　スヴェンが全て言い終わる前に、ベッドの上の赤の少女は、既すでに動いていた。

「とりゃー[image: ]」

　勢いよく跳ね起きるや、窓ガラスを突き破って、一直線にトッカーブロートの方に駆け出していた。

「え、えええ……!?」

　事情がわからず、戸と惑まどうシャロデ。

「申し訳ございません、こちらの損害賠償は責任持ってあのバカにさせますのでご安心ください、それではごきげんよう!!」

　それだけ言い残すと、スヴェンも破れた窓から表に出て、トッカーブロート目指して走り出した。







　1725 26.04.921――

　時間を少しだけ巻まき戻もどす――

「おや、お客さんが来たようだね」

　窯かま場ばにて、対話していたルートとマイッツァー。

　その途中で店の扉が開き、来客の訪れを知らせる。

「ちょ………！」

　肝かん心じんなところで、マイッツァーは席を立ち、店頭に向かう。

　今店には、スヴェンはいない、ミリィも、マレーネも、ジェコブもいない。

　そうなると、接客が不得意なルートが出るわけにはいかない。

「はぁ……」

　それでも、もう少し話してくれてからでも良いのではないかと、ルートは思わずにいられなかった。と――

「ん？」

　ふと、窯場の扉とびらの陰かげから、店内を覗く。

　小さな隙すき間まだが、少しだけ店の中が見られるようになっているのだ。

「なんだ……」

　そこにいたのは一人の少年、ここ数日、顔を出さなかった、ジェコブであった。

「おや、ジェコブくん……だったかな？　ランガートくんに会いに来たのかね？」

　笑え顔がおで迎むかえるマイッツァーだったが、対するジェコブの顔はひきつっている。

「ご……ごめん……おじさん……」

「ん？」

　真っ青な顔に、脂汗まで流しているジェコブの背後には、一人の老ろう婆ばが立っていた。

　昨日、スヴェンとの会話を中断させた来客の老婆である。

　その時と変わらぬ、穏やかな笑顔――まるで張り付いた、仮面のような笑顔。

（なんだ……）

　のぞき窓から見ていたルートは、その顔に違和感を覚える。

　元兵士の本能的な感覚が、警鐘を鳴らしていた。

「ダメだなぁバアさん、また来たのか？」

　そんな老婆に、マイッツァーは、呆れたような声で告げる。

「もう来るなって言っただろ？」

（なにを、言っているんだ……？）

　マイッツァーの言葉の意味がわからぬルート、さらに覗のぞき込もうと近づいた時、それは起こった。

「気づいてたのかい。ダグラス将軍？」

　老婆とは程ほど遠い、野太い、オーガスト訛なまりの男の声だった。

（なんだと!?）

　ルートが身じろぐ前に、さらに異様な事態となる。

　老婆の顔が二つに分かれ、そこから鉄の仮面のような顔が現れる。

　それだけではなく、細い枯れ木のような手足は、機械の駆く動どう音おんを起こしながら、伸び上がっていく。

　その姿に、ルートは見覚えがあった。

「機械兵だと!?」

　声を上げると同時に、老婆の――否、老婆の姿をした機械兵の二の腕うでのジョイントが外れ、そこから砲身が現れる。

「いかん！」

　マイッツァーは叫さけぶや、ジェコブの肩かたを掴つかむ。

「ランガート君！」

　そして、事態の異様さに気づき、窯場から出てきたルートの元に、放り投げた。

「マイッツァーさん！」

　直後、砲身から「ポンッ」という間抜けさすら感じさせる破は裂れつ音がするや、砲弾が放たれる。

　それは、グレネード弾。

　簡単に言えば、着弾と同時に爆発する榴りゆう弾だんと呼ばれるものを発射する火器である。

「がぁっ!!」

　マイッツァーはそれを、他に爆発が拡散しないよう、自分の体で包つつみ込むように、正面から受け止めた。

　即座に起こる爆発。

　本来の破は壊かい力に比べれば遥かに威い力りよくは軽減されたが、それでも店内は半壊した。

「くっ……!!」

　ルートにできたのは、とっさに、投げ渡されたジェコブを抱きかかえ、窯場に逃にげ込むことだけだった。

「なんてこった………！」

　あんな一いち撃げきをまともに喰らえば、人間は生きていられない。

　体は四散し、ミンチよりもひどい有様になるだろう。

「何者だ……お前らは!!」

　現れた機械兵は、老婆の姿をした者だけではなかった。

　老人、主婦、郵便配達人……どこにでもいそうな姿をした、だが体のあちこちを機械に変え、そこから覗く銃じゆう口こうを向ける者たちが、次々と現れていた。

　その数、二十人は超えるだろう。

「る、ルート……コイツらなんなの……」

　腕の中で、ジェコブが震えながら尋たずねる。

　いかな年不相応にしっかり者な彼でも、さすがに限度はある。

　こんな異様な者たちを前にして、恐きよう怖ふしないでいられる方が、無茶な話だ。

「どうする……？」

　郵便配達人の姿をした機械兵が言った。

「目的は果たした、もう撤てつ退たいしてもいいが……」

　赤ん坊――の形をした仕込み銃を持った主婦の姿をした機械兵が言った。

「目もく撃げき者は始末しておいたほうが良いだろう」

　老眼鏡を掛けた老人の姿をした機械兵が言った。

「そうだな、念の為この店にも火を掛け、証しよう拠こを隠滅するとしよう」

　そして、老婆の姿をした機械兵が言った。

（こんな連中が、いつの間にこの街に入り込んでいたのか!!）

　当たり前の街の中に、こんな異形な者たちが紛まぎれ込んでいる。

　まるで三文ホラー小説のような話だ。

　だが現実はホラーよりもたちが悪く、そして冷酷だった。

（くっ………！）

　ルートは以前、機械兵と戦ったことがある。

　その相手は首から下を全すべて機械に換装した、グレーテンの機械兵ドレッドノート。

　その強さに、ルートは手も足も出なかった。

（あいつに比べれば……まだマシだが……）

　だが目の前の機械兵隊は、彼とは完成度が天と地ほど違う。

　所属する軍の技術の差か、隠密性を優先したためか、一体か二体なら、なんとかなる。

（だが、さすがに……）

　数が多すぎた。この数が相手では、抗しきれるものではない。

（それに……）

　いまそばには、ジェコブもいる。

　彼を無事に逃がすことが最優先。

（裏口からともに逃げる？　ダメだ、すぐに追いかけられる！）

　ならば取りうる選せん択たくは一つ。

　自分が盾たてとなり、時間を稼ぎ、ジェコブを裏口から逃がす。それだけだ。

　だが――

（だが――）

　いつもなら、簡単に、簡潔に、その結論に至り、実行できただろう。

「ジェコブ、俺おれに構わず、お前は逃げろ！」と――

　だが言えなかった、とっさに口が固まった。

　今しがたの、マイッツァーの言葉を思い出した。

「だが……君とともに歩むことを何よりの幸せと思っている者からすれば、それは残ざん酷こくな話だよ」――

　そして、スヴェンの顔が浮かんだ。

　もし、ジェコブを逃がし、自分が盾となれば、自分は確実に死ぬ。

　もう、スヴェンに会うことはできない。

　彼女と、言葉を交わすことはできない。

　全てが、終わってしまう――

（…………！）

　体が固まり、動けなくなった。

　恐怖で、動けなかった。

「では……」

　そうしている間に、老婆の姿をした機械兵の持つ杖――仕込み銃の銃口が、ルートに向けられる。

　もう逃げられない。

　今からでは間に合わない。

　すべてが終わる――

　その絶望が視界を覆いかけたその時、それは、現れた。

「なにしてくれやがってんですのこの腐れ外道どもがぁ――！！！！」

　砲弾よりも速く、刃よりも鋭するどく、炎よりも熱い怒いかりを込めたスヴェンの飛び蹴りが、老婆型の機械兵の横っ面に直撃し、ふっとばした。

「す……スヴェン……？」

　呆ぼう然ぜんとするルート。

　死の寸前の、都合のいい幻覚でもここまで絶妙のタイミングはないという登場であった。

「主さま……ご無事ですか……！」

　幻覚ではなかった。

　本物のスヴェンである。

　爆発音を聞き、大急ぎで駆けつけた彼女が、間一髪で間に合ったのだ。

「よかった……」

　心から、安堵の笑顔を向ける銀髪の少女――は、その直後、周囲を見回す。

　そこには、半壊した店内が広がっていた。

「貴様ら……」

　ゆらりと、スヴェンは機械兵たちをにらみつける。

　トッカーブロートはルートの城、ルートの聖域、ルートの命。

　その場所を穢けがし、壊し、挙げ句にルートさえも殺そうとした。

「絶殺だ……！」

　スヴェンの赤い瞳が、ギラリと光る。

　比ひ喩ゆ表現ではない。本当に光った。

　彼女の胸のレザニウムリアクターが、全ての制御を解放し、持ちうる全ての力で、完全完かん璧ぺき完膚無きまでに、この世から憎き敵を葬り去らんとしていた。

「な、なんだこいつは……！」

　動揺する機械兵たち。

　だが、彼かれらにとっての絶望は、一人ではなかった。

「なぜジェコブくんが巻き込まれているんですかねぇ……」

　機械兵たちの背後に、スヴェンと対を成すような、真紅の少女が立っていた。

「死にたいなら言っていただければ……骨も残さず砕き散らしましょうに……」

　同じく駆けつけたレベッカ、彼女の両目もまた、怒りに赤く輝いていた。

「「死ぬが良い!!」」

　かつて〝白銀の狼おおかみ〟〝紅蓮の鷹〟を冠された二人の少女は同時に叫んだ。

「に、逃げろー!!　逃げるんだ――!!」

　そして、怒鳴ったのは、機械兵のいずれかではない。

　今彼らに殺されようとしていたルートであった。

　彼は慈じ悲ひ深い男である。

　たとえ敵であっても、殺あやめることができない。

　自分を殺そうとした者であっても。

　だからこそ叫んだ。彼かの女じよら二人の戦せん闘とう力りよくを、ルートはよく知っているから。

　たかが二十体程度のガラクタ機械兵で、手も足も出るわけがないと。

「なっ――――!?」

　だが、混乱の中にある機械兵たちは、その最後の忠告を聞くことはできなかった。

　正確に言えば、聞く前に、スヴェンとレベッカが襲おそいかかったからだ。

「うがぁあ!?」

「な、なんだ!?」

「は、速い!?　いや、疾い!?」

「逃げ、ダメだ……逃げられ………があああ!!」

「増ぞう援えんを、増援を―――!!」

　もはやそれは戦せん闘とうではなかった。

　一方的な破壊、そして蹂じゆう躙りん。

　怒りに任せた、白の少女と赤の少女の、躊ちゆう躇ちよない一方的な滅殺。

「うわぁ……すごい………」

　今さっきまで命の危機にあったジェコブも、緊きん張ちよう感なくつぶやくほどの、一方的な戦い。

　まさに、ちぎっては投げ、投げてはちぎる二人の姿がそこにあった。

「ぐっ………」

　だが――少しばかり、二人は怒りに身を任せすぎていた。

「おのれ……」

　だから、それが、まだ息があることに気づかなかった。

　しっかりと、動けないように封じておくことを失念していた。

「おのれがあああ!!」

　最初に蹴り飛ばされた老婆型の機械兵が立ち上がる。

　片足と片手はへし折れ、顔の半分が潰つぶれても、まだこの機械兵は動くことができた。

　そして、まだ一発残っていたグレネード弾を放つことくらいもできた。

　その銃口が、ルートたちに向かっていた。

「主さま!!」

　機械兵の存在に気づくスヴェン、すばやく、銃口とルートたちの間に入り込む。

　自分を盾に――したのではない。

「せいやぁ[image: ]」

　撃ち放たれたグレネード弾を、正面から殴り飛ばすためである。

　グレネード弾は、〝弾〟と付いているが、拳けん銃じゆうの弾丸とは異なる。

　正確に言えば、榴弾発射装置だ。

　弾速は遅おそく、軌道は目で追うことも可能。

　ましてや人間型猟兵機の身体能力なら、着弾し起爆装置が作動する前に、殴り飛ばすことも不可能ではない。

「主さま、伏せて！」

　だが、それだけでは、直撃を防ぐだけ。

　爆発と爆風までは、防ぎきれない。

　スヴェンは、ルートに覆いかぶさり、その余波から守ろうとした。

　自分ならば、この程度の爆風は耐えられる。

　計算の上での行動だった。

　しかし、しかし――計算は、常に予測を超える事態に裏切られる。

「がっ――！」

　スヴェンの計算は正しかった。

　この程度の爆風で、彼女は死なない。

　ルートを守った上で、自己の無事も確保できる。

　その計算は正しかった。

　だが、一つ、重大な点を見過ごしていた。

「あ………」

　まずそれに気づいたのは、ルートと共にいた、ジェコブだった。

「スヴェン……君………」

　そして、ルートもまた、それに気づく。

「え………？」

　そして、二人の反応を見て、やっと、スヴェンも理解した。

　爆風は確かに防いだ。

　しかし、飛とび交かう破片や瓦礫までは防げない。

　そのうちの一つが、スヴェンの背中に刺さり、胸まで貫通していた。

「あの……主……さま……？」

　この程度のダメージで、人間型猟兵機は死なない――否、活動不能にはならない。

　しかし、人は死ぬ。

　血を吹ふき出し、倒れ、即そく死ししておかしくない。いや、死ななければおかしい。

　それでも死なないという事実と、そして――

「スヴェン………ああ………」

　悲しむように、ルートは首を振ふる。

　貫かれた彼女の胸から覗くのは、間ま違ちがいようもない、機械の体。

　言い訳のしようもない光景。

　もうどうあがいても、「ちょっと変わった人間」と、「気づかないふり」などできない。

　トッカーブロートの看かん板ばん娘むすめスヴェンは、人間ではない。

　機械人形である。

　この日、この時、スヴェンはルートに、「知られてしまった」ことを知った。

　ルートはスヴェンに、「知った」ことを、知られてしまった。

「スヴェルゲン[image: ]　なにを固まっているのです!!」

　レベッカが叫ぶ。

　まだ敵は完全に沈黙していない。

　なおも動く者たちが、動きを止めたスヴェンと、ルートたちに襲いかかる。

「ああ………」

　それでもスヴェンは動けない。

　知られるわけにはいかない事実を知られてしまった衝しよう撃げきから、動けない。

　そこに――ドラゴンの咆哮がこだまする。

「―――!?」

　レベッカは上空を仰ぎ見た。

　そこには、巨きよ大だいな翼を広げたドラゴンが……ではなく、「飛竜ワイバーン」の名を冠された、ワイルティア軍の大型航空輸送機が、超低空飛行で迫せまっていた。

「なぜ、ここに!?」

　いつも彼女が乗っている、「定期便」と呼ばれる航空機が来る時間ではない。

　そうだったとしても、こんな昼日中に現れることはない。

　だが、その真相は、すぐに明らかになる。

「飛竜」の後部ハッチが開き、次々と降下してくる兵士たち。

　航空輸送機で敵陣深くまで入り込み、落下傘で降下、直接拠点に急襲する――空挺部隊であった。
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「ワイルティア軍空挺部隊……誰だれが呼んだんです……？」

　世界有数の軍事国家であるワイルティアでも、まだ航空戦力は虎の子である。

　ましてや、航空機と連動して作戦行動を行う空挺部隊は、兵も装備も、通常の数倍の重要度を持つ。

　そんなものを動かせる者など――

「あ、一人いた」

　そこまで口にして、一番に降下してきた兵士の姿を見て、レベッカは納得する。

〝黒の魔ま槍そう〟と呼ばれた、エウロペア大戦で名を馳はせた英えい雄ゆうがいる。

〝彼女〟は、黒一色に塗り上げた猟兵機を駆り、縦横無尽の活かつ躍やくを見せた。

　本来ならば城塞攻略用の高射砲を、ロングレンジライフルとして用いたことから、その姿を長槍を振るう、悪あく魔まの騎士に喩たとえられた、〝彼女〟の名は――

「この下衆どもがああああ!!」

　着地するよりも早く、滞空状態から、対戦車用ライフル「ゲルリッヒ砲」を放つ、ソフィア・フォン・ルンテシュタットの姿があった。

「隊長!?」

　次から次へと起こる予想外の事態。

　だがその中でも一番と言える予想外の人物の登場に、ルートは驚きの声を上げる。

　放たれる弾丸は、正確に機械兵たちをウチ貫つらぬく。

　当たれば、戦車の装甲すら貫通する一撃である。

　半分機械ということは、半分人間ということ。

　機械兵たちに耐えられるわけもなく、老婆型の機械兵は無事だった半身も撃ち潰される。

「逃がすかぁ!!」

　着地したソフィア、さらなる敵の到とう来らいに、撤退しようとする機械兵にさらに銃を向ける。

「はいはい、逃がさないよ～」

　しかし、その砲火が上がるより先に、彼女とほぼ同時に降下してきた少女が、人間離ばなれした脚力と筋力で、機械兵を取り押おさえる。

「ばっ……バカな!?」

　うろたえる郵便配達人の姿をした機械兵。

　人間を凌りよう駕がする筋力を得た自分が、あどけない少女に、手も足も出ず組み伏せられたのだ。

「ヒルダ～、捕つかまえたよ～、自害なんてさせないように、ちゃんと猿さるぐつわも噛ませたよ～」

「あ、ああ……わかったわかった……ううう、まだ足がガクガクする……」

　緊張感のない声で、遅れて他の兵士に補佐されて降りてきたヒルダに、まるで獲え物ものを捕らえた猟犬が、主にほめてもらうように手を振る。

「あの娘は……」

　聞き覚えのある声に、怪け訝げんな顔をするレベッカ。

　現れたのは、三体目の人間型猟兵機である、リーリエであった。

「隊長……ヒルダも……？　一体、なんでここに？」

　ソフィアもヒルダも、ルートたちとは縁がある。

　二人なら、彼らに何かあれば、助けてくれる者たちではある。

　だが、この窮地を知り、彼女らがいるであろうベルンから急行するのはありえない。

「ああ、その……ある人物を迎えに来てな」

「あの、それと……なんで……ペンギン連れているんですか？」

「それも色々あってな！」

　言いにくそうにしているソフィアの背中には、なぜかペンギンがハーネスで固定され、背負わされていた。

「ノア陸軍大将、ダグラス・マイッツァー将軍を迎えに来たのだ」

「ダグ……マイッツァー!?」

　もう今日で何度目になるのかわからない驚きの声を、ルートは上げた。

「細かな事情を話すと長くなるのだがな――」

　親善セレモニーに入り込んだテロリストを鎮ちん圧あつした後、ペンギンのダグラス将軍から、「もうひとりのダグラス将軍」の存在を知らされたソフィア達。

　それから、彼女らの事態は急変する。

　生き残っていたノアの大使館員を締め上げた結果、ペンギンのダグラス将軍以外に、れっきとした「人間のダグラス将軍」がいることが明らかになる。

「なんでまたそんなややこしいことを……？」

「ワイルティアの皆みなさんへの、ちょっとしたジョークのつもりで、別便で連れてきていたらしい」

　呆あきれるルートに、ソフィアはさらに呆れた顔で答える。

「だが、そこで問題が起こった」

　エウロペア内にある、ノアの飛行場からベルンへと向かっていたところ、乗っていた航空機がトラブルを起こす。

「おそらくそれも、何らかの工作なのだろうがな」

　セレモニー会場に現れたアビニョン大使に偽ぎ装そうしたテロリスト、倒たおされた機械兵たち、そして航空機トラブル――その背後にいるのは、オーガストであることは間違いない。

「ダグラス将軍は、搭とう乗じよう員いん二名を脱出させたのち、航空機をこの近きん隣りんにある、メレーヴェン湖に着水させた……ところまでは確かく認にんされたらしいが、その後の消息が不明。それが三日前の夜だ」

「ああ………」

　マイッツァーが現れたのは、その翌日である。

　だがそうなると、疑問が生まれる。

「なぜ……ダグラス将軍は、すぐに救援を呼ばなかったんですか？」

「わからん……ノア軍でも極めつけの変人ということらしいからな。ノア大使館員たちもどうしていいかわからず、仕方なしに、ペンギンのダグラスを本物ということにして、時間を稼ごうとしたらしい」

　考えてもやるだろうかという無茶な話だが、逆に言えば、そんな無茶をしてしまうくらい、混乱の極みにあったとも言える。

「で、大慌てで輸送機を用意し、救援のための空挺部隊を率いてここまで飛んできたのだが……それが五時間前だ」

「ホント……強行軍だったんですね……ただ、その……？　よくピンポイントでここにいるとわかりましたね？」

「むぅ、それなんだがな……」

　ルートの疑問に、ソフィアもいまいち説明しづらいのか、視線を横に向ける。

「あなた……どっかで会ったことありませんか？」

「え～、知りませんよ。他人の空似じゃないですか？　よくいる顔じゃないですかぁ」

　ジト目で睨むレベッカに、あさっての方向を見て返すリーリエの姿があった。

「あの娘むすめが、同行を願ってな……飛行中にいきなり、この場所を示したのだ」

「はぁ……」

「そして、観測してみたら爆発が起こった。急きゆう遽きよＵターンしての、降下作戦だ」

「隊長も隊長で無茶しますね……」

　日ひ頃ごろ、ダイアン相手に常識人のように振る舞まっているソフィアだが、元部下のルートからすれば、戦時中、彼女の無茶にどれだけ振り回されたかという話であった。

「いいじゃないか、結果的に上手うまく行ったんだから」

「ああ、そうですね……ええ……なんだろう、懐かしいなぁ、この感じ」

　もう言っても無む駄だだから、あきらめよう――軍隊時代、ルートは幾いく度どもそう自分に言い聞かせたものである。

「……で、ダグラス将軍はどこだ？　ダグラス・マイッツァー将軍は？」

「あ………それが………」

　肝心のマイッツァー――ダグラス将軍の姿を、ソフィアは探すが、ルートはなんと言っていいかわからなかった。

　マイッツァーの正体に驚おどろきはしたが、ただでさえ正体不明な変人だ、それは横においておくとして、すでに彼はほんの数分前、グレネード弾の爆ばく発はつからルートたちをかばい、爆発四散した。

「ソフィア……隊長……その……」

　ルートが、苦しげな顔で、その事実を告げようとしたその時――

「はいはーい、ここにいるよ」

　ひょっこりと、瓦礫の中からマイッツァーが現れた。

「えーーーー!?」

　この日、さらに驚きの声を上げさせられるルート。

「あなたがダグラス将軍か……その、なぜ裸なのですかな？」

　事実を知らぬソフィアが問いかける。

　マイッツァーの体には傷一つ残っていなかった。

　だが、なんらかの方法で爆発を逃れたのではない。

　体のあちこちに、焦げた布が張り付いている。

　グレネードの爆発で着ていた服が燃え尽つきた証拠だ。

「あ、あの……」

「まぁまぁランガートくん、落ち着いて……あ、すまないな。誰か着るものを持ってきてくれんか？」

　全裸のまま、あっけにとられているルートを制すると、その場にいた他のワイルティア軍兵士から上着を借りる。

「此度の一件、ワイルティア軍……いえ、政府から正式に、ご説明をしていただきます」

「おやおや」

　相手が国こく賓ひんとあって、最低限の礼儀は通しているが、無用な混乱を引き起こしたマイッツァーに、ソフィアの視線は冷たい。

「おやおやではありません！　これは、ワイルティア政府にとって、看過できない大問題です！　あなたはどう落とし前を――」

「ペルリ島における、リーベンベル同意書を、ノアは全面的に支持することを確約しよう」

「ぬっ!?」

　ペルリ島とは、ワイルティアと海を隔へだてた隣国、スパリアとの間に位置する島である。

　この島、二百年ほど前、リーベンベルというスパリアの貴族から、ワイルティア公国の前身ルフトザンド藩国が買い取り領土としたのだが、スパリアは近年、その領有権は無効であると国際機関に提訴し、厄やつ介かいな領有権問題が起こっていた。

　その最大の焦点が、ワイルティア側が持つ、貴族リーベンベルの譲じよう渡と同意書が、国際法的に認められるものかという点で、議論が分かれていた。

　もしノアもそれを支持すれば、領土問題は一気にワイルティアの優勢に進展する。

「ぬぐぐぐぐ……」

「それぐらいのお詫びはするさ。さて……」

　そして、マイッツァーは、店の隅で、一人震えて座すわり込んでいるスヴェンに近づく。

「あなたは……一体何なの……ですの……」

　ルートに正体を知られたこと、マイッツァーの正体、全てが訳がわからず、ただ彼女は塞ぎこんでいた。

「とりあえずその傷は隠かくしておきなさい」

　体を貫いていた破片は既すでに抜いた後だが、機械部品が覗く傷口は健在だ。

「もっと……段取りを踏んでやりたかったんだがな……すまない」

　心から申し訳無さそうに言うと、スヴェンの背中を軽く撫なでる。

　彼がなでたのは、スヴェンの胸まで貫通させた傷の箇所。

「―――!?」

　奇き妙みような感覚を覚え、顔をあげるスヴェン。

「傷が……」

「目に見える部分しか治してやれん。すまない」

　そうスヴェンに告げるマイッツァーの目は、それこそ、現れた初日に告げたように、娘をいたわる父親のものだった。

「あなたは……なんなんですの？　わたくしに……なにをさせたいの？」

　もう何度も繰くり返かえしたその質問を、スヴェンはした。

「将軍、迎えの兵が来ております。お早く」

　空挺部隊の到とう着ちやくと合わせ、近隣の基地から増援が現れていた。

「ああ、ここまでか……楽しかったが、残念だ」

　ふぅと一息つくと、マイッツァーはスヴェンに背を向けた。

　だがその前に、彼女に、彼女の最後の質問にだけは答えた。

「俺の正体はな、〝悪魔〟だ」

「………は？」

　一つ目の質問、「何者なのか」にマイッツァーは答える。

「そして、スヴェン……俺はお前に、この質問をするために来た」

　そして二つ目、「なにをさせたいのか」に答える。

「お前……人間になりたくないか？」







終章「かくて演者は舞台に集う」
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　ハラディンの片かた田舎いなか――

　フィアナの〝中〟から現れたのは、己を〝聖女〟と称する少女であった。

「これは……まいりましたねぇ……」

「こんなところで、会うなんてよォ……」

　エウロペア大陸随一の頭脳〝魔導師〟ダイアン・フォーチュナー。

　大戦の英雄、〝紅ぐ蓮れんの鷹たか〟エーリッヒ・ブリッツドナー。

　知と武の傑物二人が、そろって、緊張に顔をこわばらせていた。

「あらら……二人ともどうしちゃったの？　いくら私が可愛いからってそんな上がらなくてもいいのよ？　気楽にやりなさい」

　対して、〝聖女〟は楽しげな微笑ほほえみさえ浮かべている。

「全部手のひらの上で踊らされていたわけですか……」

　悔くやしげに――凄すさまじく珍めずらしいことに、ダイアンは奥おく歯ばを噛んだ。

　ワイルティアとノアの裏工作も、ゲーニッツの遺産も、全て利用した上で、〝聖女〟はこの状じよう況きようを作り出した。

　空になった〝扉とびら〟――その中に入っていたものがなにかを知る者を、知ろうとする者をおびき寄せ、一網に打尽するために。

「ここにいたオーガストの部隊が消え去った理由がわかりましたよ……撤退したのではない。あなたが始末した、そうですね？」

「ええそうよ」

　ダイアンの質問に、〝聖女〟は朗らかに答える。

「全員細切れにしたわ。砂粒よりも細かくしたから、きっともう土に還って……ええ、きっとこの地に、豊かな草花を咲かせるでしょう」

　美しい声であった。

　その美しい声で、まるで歌い上げるように、血なまぐさい言葉を吐はく。

「俺の時と……同じようにか!!」

　ブリッツドナーが、激しい声を上げ、にらみつける。

　大戦初期――英雄と称しようされ、獅し子し奮迅の活躍をしていたブリッツドナーの前に、〝聖女〟は突とつ如じよ現れた。

　その途と端たん、彼の愛機〝シャルラハート〟は突如機能を停止。

　コクピットから這い出た彼を、〝聖女〟は、いかなる力を使ったか、一いつ瞬しゆんで、その四肢を、手足をぶった斬った。

　ブリッツドナーの手足が機械となったのは、目の前の〝聖女〟が元凶であったのだ。

「ええそうよ。あなたと同じように、手足を切って、芋虫さんにしてあげたわ。もぞもぞ這いずって、とっても可愛かった。一人一人、ゆっくり丁てい寧ねいに潰してあげたわ」

　小鳥のさえずりのような声で、〝聖女〟は言う。

「あの頃ころはオーガストもまだ基盤が脆弱で……あなた一人の活躍でも、前線は停滞してしまうくらいだった……だから、私が来てあげたの」

「よくもまぁ、ぬけぬけと……なのになんで、トドメもささずに消えた！」

「それは……」

　そこで、それまで愛らしい笑えみを浮かべていた〝聖女〟の顔が、わずかに曇くもる。

「面めん倒どうくさいヤツが、邪じや魔ましてきたからよ」

「………？」

　面倒くさいヤツ―――それがなにを指すのか、ブリッツドナーにも、ダイアンにもわからなかった。

　そして、〝聖女〟がそれ以上、二人の問いに答える気がないことも、二人は本能的に察していた。

「じゃあ、始めましょっか」

　彼女は、最初から二人と、まともに話しているつもりはない。

　幼子が、人形遊びをしているようなものだ。

　勝手に喋ったから、それっぽいことを答えてやったに過ぎない。

「おい先生……合図したら全力で逃にげろ」

　身構えつつ、ブリッツドナーは言う。

「アンタを守るのが俺の任務だからな、やるだけはやってやる」

　それでも、彼には嫌いやというほど予想できた。

　自分の使える全すべてを使っても、この〝聖女〟の足止めは、できて一分が限界。

「勘弁して下さいよ……僕ぼく、体力ないし、運動苦手なんです」

　仮にブリッツドナーが命を捨てて一分稼いでも、ダイアンの死期が一分と数秒延びる程度であろう。

「なら俺だけ逃げていいか？　上手く行けば逃げ切れるかも知れん」

「やめてくださいよ、一人ぼっちは寂さびしいじゃないですか」

　見捨てようとするブリッツドナーに、すがりつくダイアン。

「ああちくしょう八方塞がりか！　家族の顔が浮かんできやがった！」

「家族？　ああ、息子むすこさんいましたねそういえば」

「なんで知ってんだよオメェ！」

「ま、そこはホラ、いろいろと」

　ほくそ笑えむダイアンにツッコむ。

「ああ、クソ死にたくねぇぞコラ!!」

　もはや叫さけぶしかなくなった――と思われたが、ダイアンが懐からなにかを取り出した。

「奇遇ですね……僕もです。なので……」

　それは、一枚の札のようなものであった。

　紙ではない、羊皮紙に、赤い染料で、記号と、何語かもわからぬ文字が描かれている。

「それは――！」

　それを目にして、〝聖女〟の顔に、わずかに驚きが浮うかぶ。

「なりふりは構いません」

　ダイアンがその札を宙に放つや、一瞬で札は消え去り、光の線が描かれる。

　それは札に描かれていた同様の紋様を描き、そして、そこから、人の影かげが浮かぶ。

「あなたは……！」

　現れたのは、黒くろ髪かみ黒目の、妖よう艶えんな美女――宮きゆう廷てい賢者ハヌッセンであった。

　ワイルティア公国公室に、個人的な契けい約やくで客人として迎えられている、公には、おとぎ話と同義で語られている者。

　そして、古いにしえに滅ほろびし、〝魔法〟の使い手とも呼ばれる者。

「やれやれ……いいのか〝魔導師〟？　これで貴様への借りはすべて返すことになるぞ？」

　現れたハヌッセンは、くだらなそうに尋たずねる。

　彼女はあくまで個人的な理由で、ダイアンにいくつかの借りがあった。

　その借りの分だけ、彼女はダイアンの願いを聞くことを約束した。

　先の反乱事件でも、彼女はルートらに利する行動を取ったが、それもダイアンの差し金――借りの一つを使って動かした。

「かまいませんよ。生きてこその物種です」

　だがそれもこれが最後。

　できぬことを探すほうが難しいとも言われる、彼女の助力を得られる最後の機会を使い、ダイアンはこの窮地を脱することとした。

「よかろう、わたしにはどうでもいいことだ」

　ハヌッセンが、手のひらをダイアンとブリッツドナーにむけてかざす。

　途端に、光が溢れ、二人を包つつみ込む。

「な、なんだ!?　なにをするつもりだ!!」

　叫ぶブリッツドナー、彼には事態が全く把は握あくできていなかった。

「うるさい羽虫だ……説明する時間がない。そうだな……会いたい者の顔でも浮かべていろ。そうでなくば、散って消えるぞ」

「消えるって――!?」

　くだらなそうにハヌッセンが言った次の瞬しゆん間かん、二人の体は光に包まれ消えさ――

「………………」

　その寸前、ダイアンは〝聖女〟に向かって、不敵な笑みを向ける。

　まるで、「ここで取り逃がしたことを、必ず後悔させる」と言わんばかりの。

　―――――――!!

　そして、二人の姿は消える。

　空間転移魔法――エウロペアの遺産でもない、まったく異なる体系法則の力で、二人は何処かへと飛ばされた。

「よくもやってくれたわね」

　残されたのは、ハヌッセンと、〝聖女〟。

　不ふ機き嫌げんそうな〝聖女〟は、なにかをしようと手をかざすが、その〝聖女〟を、ハヌッセンは片手を上げ制する。

「やめよ、無駄なことだ」

　くだらなそうに、わかりきったことを告げるように言う。

「わたしが貴様を殺せないように、貴様もわたしを殺せん。我らは異なる世界に身をおく者なのだからな」

　感情を排して、事実だけを突きつけるように言うと、ハヌッセンは今度は、自分自身に転移魔法を発動させる。

　逃げる。退散する。

　そんなネガティブさの欠片かけらもない。

　用事が終わったから帰る――それに一番近い素振りであった。

　一瞬の後、ハヌッセンの姿も消え去り、一帯には、〝聖女〟のみが残される。

「なによ……」

〝聖女〟は美しい声でつぶやく。

「なによ、なによ……」

〝聖女〟はとても美しい声でつぶやく。

「なによなによなによなによなによ[image: ]」

〝聖女〟はとてもとても美しい声で、怒いかりと恨みと憎しみと呪いを込めた声で叫んだ。

「いつもそう!!　いつも私の思い通りにならない！　アイツもそうだった!!　アイツらもそうだった[image: ]」

　激しい怒りを込めて、〝聖女〟は喚わめき散らした。

「だから嫌いよ、こんな世界!!」

　愛らしい顔を歪ませ、〝聖女〟は、世界への怨嗟を口にした。







　1750 26.04.921――

　オーガンベルツ、トッカーブロート――

「また店が壊れた……」

　半壊した店内で、ルートはがっくりと肩かたを落とす。

　壊れたのは二度目、前回は店舗も住居部分も含ふくめての全焼だったので、まだ今回はマシな方だが、それでも応えないわけではない。

「修理代……軍が出してくれますか？」

　ルートは、事後処理のために残ったソフィアに尋ねる。

「ノアに言え、請求書くらいは言付かってやる」

　元上官の、大変お優やさしいお返事であった。

「しかし……」

　改めて、周りを見る。

「だーかーら[image: ]　絶対に会ったことあるはずなんですが！」

「知りませんー！　全然全く知りませんー!!」

　激しく言い合う、レベッカとリーリエ。

　以前レベッカは、まだ心が芽生える前とは言え、追つい撃げき命令を受けたリーリエに、ベルンに流れるセフィラ河へ叩き落とされたのだ。

「なんだか……賑やかになったなぁ……」

　さらに視線を向けると、この中で結果的にだが、良識人であるヒルダとジェコブが、粛しゆく々しゆくと瓦礫の片付けをしている。

「おい子ども、ガラスの破片に気をつけろよ」

「おっけー」

　そして、店の端はしでは、未いまだにスヴェンが困こん惑わくし、座り込んでいた。

「ルート、今はさ……スヴェンのとこに行ったげなよ」

　そんなスヴェンの姿を前に、やはり、どうして良いかわからないルートに、見かねたようにジェコブが声を掛かける。

「僕は、なにも見なかったから」

「ジェコブ……お前……」

　ジェコブも、あの時スヴェンに起こったことは目もく撃げきしていた。

　貫かれた胸から覗く、機械の中身を、目まの当あたりにしていた。

「知らない。見てない。ルートとスヴェンの二人が、そうするっていうなら、僕はそういうことにする。どっちでも変わらないけどね」

　凛とした目で、十一歳さいの少年は、ルートを見る。

「お前には敵わないな……」

　心からそう答え、ルートは、スヴェンの元に近づく。

　なんと言えば良いのか……

「ずっと前からわかっていた」と言えば良いのか。

「知らなかった」と言えば良いのか。

　いや、もっと、他に言うことがあるはずなのだ。

　だが、それが、あともう少しのところで出てこない……

「あ………」

　それでも、絞り出そうと、声にもならない声を出しかけたその時―――

「ん？」

　ソフィアが、何かに気づいたように、声を上げる。

「へ？」

　ジェコブが、何かを察したように、声を上げた。

「え？」

　レベッカが、何かに感じたように、声を上げた。

　三人は同時に顔を上げ、なにもない、屋根まで吹っ飛んだトッカーブロートの天てん井じようを仰ぎ見たその瞬間、それは、現れた。

「ぐはぁっ!?」

「いったぁ[image: ]」

　突如なにもない空間から、光が溢あふれたかと思ったら、二人の男が降って落ちてきた。

「いたたたたた……こ、ここはどこだ!?」

　一人は、金髪の赤いコートをまとった男。

「さぁて、僕もどこがなにやら……」

　もう一人は、道どう化け師しのような、珍ちん妙みような格好をした男であった。

「え……………？」

　一人目の男を見て、レベッカは、神の降臨を目の当たりにしても、こうはならないだろうという顔で、呆ぼう然ぜんとする。

「え……………」

　もう一人の顔を見て、ソフィアは、押し売りのチンドン屋が一個師団やってきてもこうはならないであろうという顔で、愕然としていた。

「だ……誰だ？」

「あれは………」

　現れた二人に見覚えのないルートは困惑するが、少なくとも片方の男の顔は見覚えのあるスヴェンは、驚きに目を開く。

「おや……スヴェルゲンじゃないか？　はて、なんで僕らはこんなところに？」

　現れたのは、遠きハラディンから、空間転移魔法で飛ばされてきた、〝紅蓮の鷹〟ブリッツドナーと、〝魔導師〟ダイアンであった。




　これが、後にトッカーブロートの歴史の中で、「千客万来の三日」と呼ばれる事件の、顛末である。

　そして、この後、この場に集つどった者たちは―――「驚天動地の九日」を経験することになるのであった。







続く　
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あとがき







「戦うパン屋と機械じかけの看板娘」八巻、お読みいただき、ありがとうございます。

　今回は、あとがき１ページしかもらえなかったので、やや駆け足で参ります。

　さて、本巻は今まで様々あってすれ違っていた者たちの全員集合、な感じになりました。

　次回以降、どのように彼ら彼女らが動くか、ぜひ見守っていただければと思います。

　で、この巻が発売時期に、ボイスドラマ第二弾が公開されています。

　なんと今回の主役はレベッカ――思えば、一巻の時は、イラストは後ろ姿のみだったこの娘が、ずいぶんと出世したものです。

　ぜひとも、そちらも楽しんでいただければ、と思います。

「A-koe　センチネル・レベッカ」で検索してください！

　ああ、もう残りがない！　それでは皆さん、またお会いしましょう！

ＳＯＷ　
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